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1985 1,387 1,439 2,825
1986 1,390 1,060 2,450
1987 1,267 1,404 2,672
1988 1,597 1,104 2,701
1989 1,541 1,132 2,672
1990 1,474 1,417 2,891
1991 1,491 1,318 2,809
1992 1,828 1,308 3,136
1993 1,703 1,570 3,273
1994 1,031 1,744 2,776
1995 1,229 1,049 2,278
1996 1,146 994 2,139
1997 1,167 1,551 2,717
1998 1,151 1,346 2,497
1999 947 1,260 2,207
2000 1,070 1,290 2,359
2001 1,031 1,159 2,190
2002 1,355 1,380 2,735
2003 1,388 1,205 2,593
2004 1,117 1,212 2,329
2005 1,009 1,321 2,330
2006 982 1,249 2,231
2007 1,049 1,397 2,446
2008 1,192 945 2,137
2009 958 1,042 2,000
2010 805 815 1,620
2011 929 868 1,797
2012 814 654 1,467
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 イ　漁獲物調査

全長組成および年齢組成を図４に示す。刺し網漁業
の漁獲物の全長組成を見ると，東しゃこたん漁協６月
の標本では２８０～３００mmに，同７月の標本では２６０～
２８０mmにそれぞれモードがあった。年齢組成のモー
ドは，東しゃこたん漁協では４歳に見られた。沖合底
びき網の漁獲物における全長組成のモードは，いずれ
の月も２４０～２６０mmに見られた。年齢組成のモードは
４歳に見られた。なお，本資源においては，未成魚保
護の（体長１５cm又は全長１８cm未満；１９９５年３月２０日
締結）が取り組まれている。
ウ　調査船調査（未成魚分布調査）

年齢別水深別の採集量を調査月別に図５に示す（加
齢の基準日は８月１日とした）。２００９・２０１０年は０，１
歳魚とも比較的浅い水深帯（３０，４０m台）に分布の中
心があった。２０１２年は水深４０m台で０歳魚の密度がも
っとも高く，１歳魚は２０～５０m台の密度が比較的高か

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）

－7－

表２　石狩，後志管内の各地区におけるソウハチの漁獲量

1985 0 0 0 200 633 169 41 40 3 8 59 115 216 18 19 1,522

1986 2 0 1 92 397 172 84 67 2 14 41 157 193 14 32 1,267

1987 0 0 1 83 804 135 64 68 3 19 38 150 120 26 49 1,561

1988 1 0 4 107 645 204 124 48 9 24 35 179 139 45 53 1,617

1989 1 0 1 94 534 191 129 38 46 36 49 202 96 53 92 1,561

1990 1 0 0 108 848 166 124 34 54 38 41 137 126 73 106 1,856

1991 1 0 0 55 440 122 173 56 56 23 28 127 84 104 132 1,402

1992 1 0 1 109 710 177 233 106 47 21 38 219 137 108 124 2,030

1993 2 0 1 109 867 264 251 99 39 14 39 147 102 73 113 2,119

1994 0 0 0 67 875 74 126 33 38 17 30 67 82 77 120 1,607

1995 0 0 1 86 559 165 143 44 46 19 46 58 93 107 134 1,500

1996 0 0 1 49 479 109 109 36 23 9 38 50 77 66 126 1,171

1997 0 0 0 75 904 125 128 37 16 13 48 67 73 38 65 1,588

1998 0 0 0 78 921 168 197 46 21 6 58 91 85 55 89 1,814

1999 0 0 1 84 688 71 186 45 19 6 38 73 85 41 77 1,414

2000 0 1 1 83 851 95 228 76 8 3 34 73 80 38 39 1,609

2001 1 1 1 76 875 75 152 61 10 8 40 50 67 15 25 1,456

2002 1 1 0 110 861 146 256 98 33 9 54 131 52 16 125 1,893

2003 11 0 1 104 864 134 245 81 39 19 48 126 98 11 85 1,866

2004 3 0 0 149 613 69 235 77 31 32 34 80 79 17 56 1,476

2005 1 1 0 106 732 69 162 110 44 17 34 72 84 11 54 1,497

2006 0 1 2 68 804 80 115 114 35 27 31 72 78 15 62 1,503

2007 1 0 0 93 893 62 161 78 30 73 38 94 81 28 47 1,681

2008 0 0 1 121 548 63 126 72 33 103 57 118 109 37 70 1,457

2009 1 1 1 140 698 31 158 43 22 32 29 72 85 26 45 1,384

2010 2 1 1 104 514 83 106 48 22 64 24 76 91 20 35 1,190

2011 1 0 0 94 621 73 86 52 26 58 22 91 88 13 19 1,244

2012 7 1 1 138 406 141 89 29 16 20 8 37 74 22 17 1,006

※沖合底びき網の漁獲量は，石狩湾以外の海域での漁獲も含む 
集計：年（１月１日～１２月３１日）
２０１２年は暫定値 

2)
20-30 391 3

30-40 346 3

40-50 291 3

50-60 241 3

60-70 203 3

70-80 236 1

1,708 16

表３　調査海域（石狩湾）における水深範囲ごと
の海域面積とソリネット調査点数
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った。
調査結果を用いて推定した石狩湾における年級群ご
との現存量を図６に示した。ここで現存量は面積密度
法で求めた。表３に示すように石狩湾全体の水深２０～
８０mの範囲を１０m間隔で層化し，その層の面積で各層
のCPUEを重み付けた値（百万尾）とした。採集効率
を１.０，各層には対象魚が均一密度で分布すると仮定し
た。
過去１４年の調査の中では２０００年級群が最も豊度が高

く，２００６年級群が最も低かった。２０１０年級群は９．９百
万尾と推定され，過去の平均値（１４.０）よりも低いも
のの，中程度の豊度と推察された（図６）。

エ　資源評価

資源解析のために，漁期年を８月１日から翌年７月
３１日までとして漁獲量を再集計した（２０１１年度は２０１１
年８月～２０１２年７月，図７）。さらにVPA（Popeの近
似式を利用，自然死亡係数M=０.２５）を用いて資源解析
を行った（図８）。なお，資源管理協定による全長制限
や単価の低い小型魚の水揚げを避けることにより，雄
は雌に比べて極端に漁獲されにくくなっている。この
影響により，漁業情報による資源解析ではソウハチ雄
の生物量を表現できなくなったと判断されたため，
２００８年度（漁期年）から雌のみを資源解析の対象とし
ている。

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）
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図５　そりネットによるソウハチ未成魚の水深・年齢別の採集尾数
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図７　漁期年集計によるソウハチ漁獲量の推移
（日本海～オホーツク海）

図６　年級群別の１歳時現存量
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（１）目的

北海道の日本海に分布するマガレイは日本海で生ま
れた後，オホーツク海へ移送され未成魚期をオホーツ
ク海で育つ群と，そのまま日本海で成長する群がある
と考えられている。成熟にともないオホーツク海に分
布するマガレイの大部分が日本海へ回遊するため，日
本海ではこれら未成魚期の成長過程が異なる２群が混
在する。このようなマガレイ資源の持続的利用を目的
に，資源管理に必要な基礎データの収集と漁業情報を
基にした資源のモニタリングを行った。

（２）経過の概要

ア　漁獲統計調査

漁獲量を漁業生産高報告および北海道沖合底曳網漁
業漁場別漁獲統計から集計した。なお，２０１２年につい
ては水試集計速報値に基づく暫定値である。
イ　漁獲物調査

２０１２年４月に余市郡漁協においてかれい刺し網漁業
および２０１３年１月に小樽機船漁協において沖合底びき
網漁業により水揚げされた漁獲物を標本採集し生物測

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）

－10－

１．２　マガレイ

担当者　資源管理部　資源管理グループ　和田昭彦　山口浩志

1981 976 742 1,718
1982 785 963 1,749
1983 483 442 924
1984 333 501 834
1985 814 867 684 33 249 27 2,673 246 311 557 3,231
1986 174 662 582 57 307 42 1,824 117 360 477 2,301
1987 193 393 385 50 248 41 1,312 78 247 325 1,637
1988 185 749 492 35 241 55 1,757 35 203 238 1,995
1989 217 573 679 84 418 43 2,013 257 228 485 2,498
1990 337 649 510 67 401 33 1,998 197 219 415 2,413
1991 325 798 576 48 281 38 2,067 227 115 342 2,409
1992 341 1,037 789 72 353 50 2,643 91 169 260 2,902
1993 317 546 782 92 407 41 2,185 115 185 300 2,485
1994 366 748 521 87 224 35 1,982 293 234 527 2,508
1995 645 1,116 671 138 400 54 3,023 303 206 510 3,532
1996 540 1,203 955 153 440 81 3,370 198 458 656 4,026
1997 674 1,158 928 136 501 64 3,461 325 315 640 4,101
1998 358 1,034 910 49 304 47 2,702 134 405 539 3,241
1999 402 1,077 850 73 194 27 2,623 160 242 402 3,025
2000 283 939 1,072 77 272 30 2,673 78 424 502 3,175
2001 648 367 852 80 245 0 2,192 102 151 253 2,446
2002 366 613 695 115 273 31 2,094 179 150 329 2,422
2003 889 1,327 760 110 243 23 3,353 92 229 321 3,674
2004 572 982 867 72 227 20 2,739 164 394 558 3,297
2005 446 754 727 33 108 16 2,084 150 228 378 2,462
2006 209 675 697 69 207 46 1,903 151 301 452 2,355
2007 408 908 732 68 182 33 2,331 305 361 666 2,997
2008 605 686 1,065 72 229 34 2,691 215 483 698 3,390

2009 434 486 694 51 195 33 1,893 138 291 429 2,322

2010 410 397 656 86 161 31 1,742 108 183 291 2,033

2011 357 492 728 51 144 33 1,806 263 194 458 2,263

2012 526 269 1,167 69 153 24 2,207 239 429 668 2,875

表１　日本海～オホーツク海におけるマガレイの漁獲量の推移
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定を行った。測定は「北水試・魚介類測定・海洋観測
マニュアル」に従った。加齢の基準日を７月１日とし
て，年齢を耳石の輪紋数から査定した。全長・年齢組
成については銘柄別の漁獲量で重み付けして求めた。
ウ　調査船調査（未成魚分布調査）

１．１．１ソウハチの未成魚分布調査と同時に，マガレ
イの未成魚を採集した。調査方法はソウハチの未成魚
分布調査に記載したとおりである。

エ　資源評価

上記のア～ウの結果をまとめて，マガレイの資源状
態を考察した。

（３）得られた結果

ア　漁獲統計調査

後志総合振興局から網走総合振興局において水揚げ
された１９８５年以降（歴年集計：１月１日～１２月３１日）

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）

－11－

1985 1 5 27 157 79 7 3 3 3 3 8 4 5 5 309
1986 7 19 31 149 131 17 5 5 7 3 3 8 8 13 406
1987 10 1 39 119 112 11 5 2 4 3 4 7 8 15 340
1988 5 3 26 100 99 15 8 20 9 2 2 12 11 21 331
1989 20 22 42 162 224 9 12 11 4 2 1 9 14 12 544
1990 20 21 26 154 233 5 4 4 2 1 1 6 13 10 501
1991 18 15 15 134 135 6 3 2 2 2 1 7 15 11 367
1992 17 16 38 151 189 6 4 3 10 2 1 8 14 15 476
1993 26 19 48 211 185 5 3 2 4 1 1 6 19 9 540
1994 15 36 36 124 86 9 3 1 3 1 2 5 13 11 347
1995 12 65 61 204 178 10 4 3 12 2 3 7 15 15 591
1996 17 77 59 207 200 18 8 6 12 4 3 10 32 20 673
1997 4 67 65 242 222 24 6 7 7 2 2 10 27 17 701
1998 2 13 34 173 113 10 5 3 6 1 2 7 20 11 400
1999 2 29 42 100 82 7 4 2 3 1 2 4 12 6 294
2000 2 42 34 175 85 7 4 1 2 1 2 4 11 10 379
2001 8 31 41 156 82 4 3 1 0 0 0 0 0 0 325
2002 24 40 51 152 106 7 6 1 3 2 3 3 13 6 419
2003 18 26 66 152 81 6 3 2 5 1 2 6 5 4 377
2004 8 24 39 136 74 9 8 1 3 1 2 5 5 3 318
2005 5 14 14 61 37 7 3 0 4 1 3 4 2 3 157
2006 6 14 49 123 67 10 5 2 9 2 2 10 16 7 322
2007 4 13 51 112 52 12 5 3 4 2 3 7 10 7 283
2008 7 15 50 139 69 15 5 2 5 1 3 5 12 8 336
2009 6 10 35 102 68 17 7 1 4 1 2 7 8 10 279
2010 9 17 60 83 52 15 10 1 7 2 2 5 8 7 278
2011 8 4 40 81 40 16 5 2 7 1 2 6 12 5 227
2012 9 15 45 92 41 12 8 1 4 1 1 5 7 6 247

表２　石狩・後志振興局管内における沿岸漁業によるマガレイの漁協別漁獲量の推移

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

0 0 0 5 3 0 0 0 0 0 0 0 9 3.5
0 1 0 6 6 1 0 0 0 0 1 1 15 6.0
0 0 0 25 12 1 0 0 0 0 7 0 45 18.4
0 0 6 65 20 1 0 0 0 0 0 0 92 37.3
0 1 4 33 2 0 0 0 0 0 0 0 41 16.8
0 0 1 5 0 0 0 0 3 1 0 0 12 4.7
0 0 0 2 1 0 0 0 3 1 0 0 8 3.2
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0.4
0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 1.5
0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0.4
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0.3
0 0 0 3 1 0 0 0 0 0 0 0 5 2.1
0 0 1 5 1 0 0 0 0 0 0 0 7 3.0
0 0 1 1 0 0 0 1 2 0 0 0 6 2.4

1 2 15 151 47 5 1 2 9 2 9 2 246
0.6 0.9 6.1 61.1 19.2 1.9 0.6 0.6 3.7 0.9 3.5 1.0

表３　2012年の石狩・後志振興局管内における沿岸漁業によるマガレイの漁協別月別漁獲量
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の漁獲量は，１,６００～４,１００トンの範囲で推移し，２０１２年
は前年より６１２トン増加し，２,８７５トンとなった（表１，
図１）。
石狩・後志振興局管内での沿岸漁業による漁獲量は

１５０～７００トンの範囲で推移し，２０１２年は前年より２０ト
ン増加して２４７トンとなった。（表２，図１）。また，漁
獲量を漁協別・月別にみると小樽市漁協を中心に余市
郡漁協，石狩湾漁協石狩支所での漁獲量が多く４，５
月に集中している（表２，３）。
沖底海区大海区日本海における沖合底びき網漁業に

よる漁獲量は，１９８１年以降１１０～９６０トンの範囲で推移
し，２０１２年は前年より２３５トン増加し４２９トンとなった
（表１）。小海区別でみると，島周辺以南の海区での漁
獲の割合が高く，近年は７８％（２００８～２０１２年の平均値）
を占めている（図２）。
イ　漁獲物調査

２００９～２０１２年度に実施した生物測定調査で得られた
全長組成および年齢組成を図３に示す。沿岸漁業では

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）
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図１　日本海～オホーツク海におけるマガレイの
漁獲量の推移
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図２　沖合底びき網漁業による日本海におけるマ
ガレイの小海区別漁獲量

図３　余市郡漁協（かれい刺し網：上４列図）お
よび小樽機船漁協（沖合底びき網：下４列
図）に水揚げされたマガレイの全長と年齢
組成（加齢の基準日７月１日）
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全長１８０mm以上を水揚げしており，２０１２年の全長組成
のモードは２４０～２６０mmであった。年齢組成では， 
２００７年級群の頻度が高く，２０１２年に７歳となる２００４年
級群が依然として多かった。沖合底びき網漁業では全
長２００mm以上を水揚げしており，モードは２４０～
２６０mmであった。年齢組成では，２００７年級を含む４,５歳
が主体であった。なお，未成魚保護のための資源管理
協定に基づく体長又は全長制限（体長１５cm又は全長
１８cm未満）が取り組まれている。
ウ　調査船調査（未成魚分布調査）

５月の調査で得られた各年級群の現存量を図４にま
とめた。ここで現存量の算出方法はソウハチの未成魚
分布調査に記載したとおりである。５月の調査におけ
る１歳魚の現存量を比較すると，近年では２００２，２００５， 
２００７年級群が高く，このうち２００７年級群は漁業で多く
漁獲された。２００５年級群の推定現存量も最近では高か
ったが，漁獲物には多く含まれていなかった。
エ　資源評価

資源解析のため，漁期年を７月１日から翌年６月３０
日まで，集計範囲を石狩湾（石狩湾漁協浜益支所～東
しゃこたん漁協積丹支所）として漁獲量を集計した。
漁獲量は１９９３～１９９６年度にかけて増加したが，１９９７年
以降は４００トン以下になり，２００４年度に過去最低の１４０

トンとなった（図５）。その後は２００～３００トンの間で推
移していたが，２０１２年度は２３２トンであった。
１９８９年度以降の生物測定調査により得られた石狩湾
における年齢別漁獲尾数によると，漁獲量が増加した
１９９３～１９９６年度にかけて，１９９０，１９９１年級群が４～６
歳として多く漁獲されており，１９９３～１９９６年度の漁獲
量の増加は豊度の高い年級の加入によると考えられる
（図５）。しかし，１９９７年度以降ではこのように非常に
豊度の高い加入は見られておらず，漁獲量は減少傾向
となった。石狩湾における未成魚分布調査では，２００５
年級群の豊度が高いと期待されたが，２０１１年までの漁
獲物には多く含まれていなかった（図４，５）。一方で，
網走・稚内水試が実施している雄武沖・小平沖におけ
る未成魚分布調査では２００７年級が高い豊度で認められ
ており，２０１２年１月の小樽機船の漁獲物にもこの年級
は高い割合で出現した（図３）。

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）
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図５　マガレイの年齢別漁獲尾数と漁獲量の推移
（石狩湾漁協浜益支所～東しゃこたん漁協
積丹支所）
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図４　カレイ類未成魚分布調査から推定された１
歳時マガレイの現存量
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（１）目的

北海道西岸の日本海に分布するスケトウダラは，日
本海北部系群と呼ばれる１つの系群に属すると考えら
れ，産卵期を中心に各種漁業によって利用されている。
この資源の漁獲量は年や海域による変動が大きい。そ
のため海域別の漁況予測の精度向上と，産卵群の各産
卵場への来遊機構解明を目的に，年齢，成熟等の生物
学的特徴の把握および魚群分布と，海洋条件等との関
連を調査する。

（２）経過の概要

ア　漁獲物調査

（ア）　漁獲統計調査

漁獲量：漁獲量は，４月～翌年３月を年度として集計
した。集計に用いた資料は，沖合底びき網漁業につい
ては北海道沖合底曳網漁業漁場別漁獲統計資料，沿岸
漁業については漁業生産高報告，ただし２０１１年度およ
び２０１２年度については水試集計速報値（暫定値）を用
いた。
操業隻数：小樽根拠の沖合底びき網漁業と岩内湾のす
けとうだらはえ縄漁業，東しゃこたん漁協の古平と積
丹のすけとうだら刺し網漁業の着業隻数を北海道ぎょ
れん小樽支店の日報で集計した。
（イ）　商業漁獲物調査

沿岸漁業：標本採集の時期および標本採集を実施した
場所は次のとおりである。
・岩内湾のすけとうだらはえなわ漁業については，１１
～２月，岩内郡漁協
・岩内湾の刺し網漁業：２月，島牧漁協
・石狩湾のすけとうだら刺し網漁業：１１～２月，東し
ゃこたん漁協古平本所
沖合底びき網漁業： ４～５月に島周辺，雄冬沖および
積丹沖で漁獲され，小樽機船漁協で水揚げされた漁獲
物を対象に標本採集した。
漁獲物が銘柄区分されている場合には銘柄別に標本

を採集した。
測定項目は体長（尾叉長），体重，性別，生殖腺重量，

成熟度を基本とし，また耳石を採集して年齢査定を行

った。
漁獲尾数の推定は標本ごと（銘柄別の場合は銘柄ご
と）に平均体重を用いて行った。漁獲物体長組成は銘
柄別標本の体長組成を上記の漁獲統計調査で得られた
銘柄別漁獲量等で引き延ばして作成した。
＊資源解析については平成２４年度より稚内水産試験場
が実施している。詳細は稚内水産試験場事業報告を
参照のこと。
イ　調査船調査

（ア）産卵群漁期前分布調査（新規加入量調査・秋季新

規加入量把握調査）

本調査は産卵親魚の現存量推定を目的に，１９９６年度
から稚内水試および函館水試と共同で実施している。
内容詳細は資源評価調査の項を参照のこと。
（イ）冬季卵仔魚分布調査（２００４年度～）

本調査は資源変動要因分析調査事業により実施して
いる。２０１３年２月定期海洋観測時に北洋丸にて卵仔魚
採集を実施した。採集はノルパックネットを用いて深
度１５０mからの鉛直曳きを実施した。あわせてCTDに
よる水温塩分の観測も行った。なお，採集した標本は
５%海水ホルマリンで固定した。
＊稚内水産試験場と共同で実施している「新規加入量
調査・春季仔稚魚分布調査」「未成魚分布調査」の詳
細については稚内水産試験場事業報告を参照のこと。
ウ　研究成果の普及･広報

日本海におけるスケトウダラの資源動向および２０１２
年度の漁況予測などについて，「沖合漁業振興交流プラ
ザ」，「日本海すけとうだら漁業協議会」，「岩内郡漁協す
けとうだらはえなわ部会」および「桧山すけとうだら
延縄漁業振興協議会」で発表した。また８月下旬～９
月上旬の武蔵堆周辺海域における魚群分布調査の結果，
１０月の漁期前調査の結果については「調査速報」とし
て取りまとめ，漁業協同組合等の関係機関に送付した。
また，これまでの結果を取りまとめ，学術論文として
公表している５－７）。
稚内，中央，函館水産試験場の調査結果を稚内水産
試験場がとりまとめて日本海海域スケトウダラの資源
評価を行い，結果を水産試験場ホームページ 
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１．５　スケトウダラ

担当者　資源管理部　資源管理グループ　三原行雄　志田　修　山口幹人
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1980 134,560 82,928 51,632 37,388 18,187 19,202
1981 110,266 54,341 55,925 37,721 19,178 18,543

1982 91,092 41,969 49,123 34,480 15,576 18,904

1983 86,614 43,278 43,335 31,925 14,147 17,778

1984 114,229 71,997 42,232 32,516 16,004 16,511
1985 110,676 68,874 41,802 31,996 15,641 16,355
1986 76,363 43,140 33,224 25,509 13,692 11,817
1987 77,254 51,936 25,318 14,588 6,946 7,641
1988 113,846 80,777 33,069 18,422 8,349 10,073
1989 122,858 94,019 28,838 13,324 5,304 8,020
1990 120,762 90,429 30,333 12,082 6,163 5,919
1991 120,605 90,502 30,103 10,445 6,266 4,179
1992 120,443 97,459 22,984 6,001 3,616 2,385
1993 70,487 47,386 23,102 4,667 3,329 1,338
1994 61,045 41,018 20,027 5,597 4,491 1,106
1995 61,033 41,116 19,917 3,965 3,102 863
1996 77,175 58,693 18,482 27,417 6,293 5,086 1,207
1997 67,265 43,158 24,107 21,591 5,956 4,418 1,537
1998 52,957 36,430 16,527 15,991 4,654 3,372 1,282
1999 48,535 32,482 16,053 20,392 3,926 2,333 1,593
2000 39,157 25,952 13,204 18,717 2,588 1,613 975
2001 42,603 24,646 17,957 15,137 2,765 901 1,864
2002 57,309 39,733 17,576 29,720 3,762 1,239 2,523
2003 31,267 15,209 16,058 10,867 4,383 2,056 2,327
2004 32,291 20,717 11,574 16,404 2,869 1,349 1,519
2005 24,646 15,134 9,511 12,546 2,004 612 1,392
2006 19,883 12,605 7,278 11,791 1,791 356 1,434
2007 16,870 8,506 8,364 7,085 3,187 501 2,686
2008 17,550 10,383 7,167 6,072 3,390 832 2,557
2009 13,970 7,894 6,075 3,990 2,136 704 1,432
2010 14,662 7,768 6,894 3,882 2,581 617 1,963
2011 10,248 6,395 3,854 3,198 2,383 1,137 1,246
2012 11,465 6,375 5,090 3,203 1,778 765 1,013
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1981 22
1982 22
1983 22
1984 22 95
1985 22
1986 10 55 19 74 85
1987 10 54 19 73 63
1988 10 59 19 78 52
1989 10 49
1990 10 25 11 36 37
1991 10 27 12 39 33
1992 10 27 10 37 33
1993 10 28 8 36 22
1994 10 29 7 36 7
1995 10 24 7 31 6
1996 10 27 6 33 6
1997 9 6
1998 9 25 5 30 5
1999 9 28 4 32 5
2000 8 17 6 23 6
2001 8 15 4 19 6
2002 9 19 4 23 6
2003 9 20 4 24 6
2004 9 11 8 19 6
2005 9 9 5 14 6
2006 9 7 5 12 6
2007 9 8 5 13 6
2008 6 9 3 12 6
2009 6 9 2 11 6
2010 6 9 2 11 6
2011 6 9 2 11 4
2012 *4 10 2 11 4
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図３　石狩・後志管内の沿岸漁業における商業漁獲物の年齢組成（２０１２年度）　

図４　産卵群漁期前分布調査により推定された産卵親魚量の経年変化
　 ２００２，２０１２年度は荒天による欠測が多いため参考値とした。
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b 漁況予報

前述の（ア）-aの調査結果に基づき，以下のとおり調
査速報をとりまとめ，関係機関に周知した。
・２０１２年度の分布量は２０１１年の同一海域に比べて約７
割減となった。

・２０１２年度も２００６年級群（６歳）が主体と考えられる。
しかし２００６年級群の資源量は徐々に減少している。

・後続の２００７～２００９年級群（５～３歳）の豊度は３年
連続して低いものと評価されている。

・２０１２年度の漁況は低調であった２０１１年度と同程度か
それよりも減少する可能性がある。

（イ）冬季卵仔魚分布調査

石狩湾周辺の定点において採集されたスケトウダラ
卵の分布密度の経年変化を図５に示す。年級豊度の高
かった２００６年および２０１２年は平均値，最大値とも卵の
分布密度が高く，２０１２年は２００６年を大きく上回る値と
なった。２０１３年の卵の分布密度は，２００７～２０１０年並の
低い水準となった。

（４）文献

１）田中昌一：水産生物のpopulation dynamics と漁業
資源管理．東海水研報，２８，１-２００ （１９６０）

２）板谷和彦，三宅博哉，和田昭彦，宮下和士：北海
道日本海・オホーツク海沿岸域におけるスケトウ
ダラ仔稚魚の分布， 水産海洋研究, ７３, ８０-８９，
（２００９）

３）三宅博哉：音響学的手法を用いたスケトウダラ北
部日本海系群の資源動態評価と産卵場形成に関す
る研究．北海道大学博士論文，２００８，１３６p．

４）北海道立中央水産試験場，北海道立稚内水産試験
場，北海道立函館水産試験場　および北海道大学
水産学部：平成８～１０年度　共同研究報告書　計
量魚群探知機を用いた道西日本海におけるスケト
ウダラ産卵群の来遊資源量予測基礎調査．
１９９９，１７３p．

５）三宅博哉，石田良太郎，武藤卓志，安部幸樹，向
井徹，飯田浩二：音響資源調査で得られた北海道
西岸日本海のスケトウダラ産卵群の分布特性と現
存量，北水試研報，５９，１１-２４（２００１）

６）三宅博哉，田中伊織：北海道日本海のスケトウダ
ラ資源の変動，月刊海洋, ３８, １８７-１９１（２００６） 

７）三宅博哉，板谷和彦，浅見大樹，嶋田宏，渡野邉
雅道，武藤卓志，中谷敏邦：卵分布からみた北海
道西部日本海におけるスケトウダラ産卵場形成の
現状，水産海洋研究，７２，２６５-２７２（２００８）

８）北海道水産林務部水産局漁業管理課：スケトウダ
ラ日本海海域．北海道水産資源管理マニュアル
２０１２年度．２０１３．
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図５　石狩湾におけるスケトウダラ卵の分布密度の経年変化

Title:p20_25.ec7 Page:25  Date: 2013/12/26 Thu 14:45:35 



（１）目的

ホッケ北部日本海～オホーツク海系群（以下，道北
群）のうち，主に石狩・後志海域について資源状態を
適切に把握・評価することで，当該資源の持続的有効
利用を図ることを目的とする。

（２） 経過の概要

ア　漁獲統計調査

石狩振興局～後志総合振興局管内における沿岸漁業
については，漁業生産高報告ならびに水試集計速報値

から漁業種別・月別漁獲量を集計した。沖合底びき網
漁業（以下，沖底漁業）については，小樽機船および
小樽市両漁業協同組合資料，および北海道沖合底曳網
漁業漁場別漁獲統計から中海区「北海道日本海」にお
ける漁区別，月別漁獲量を集計した。これらのうち，
北緯４３度４０分以南で漁獲されたものを，石狩・後志海
域の沖底漁業漁獲物とした。知事許可のほっけ刺し網
漁業については，漁獲成績報告書から，北緯４３度４０分
以南の道西日本海海域における月別漁獲量を集計した。
道北群全体の漁獲量は稚内水産試験場資料を用いた。
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１．６　ホッケ

担当者　資源管理部　資源管理グループ　高嶋孝寛

1) 3) 4)
5) 6) 7)

8)

9)

1985 7,545 (735) 10,640 18,185 3,571 307 126 6,212 2,211 3,349 15,777 33,962
1986 12,054 (610) 17,434 29,488 2,131 335 559 4,352 1,331 7,376 16,083 45,571
1987 20,397 (1,799) 20,457 40,854 1,690 372 416 8,098 1,340 6,695 18,612 59,466
1988 23,168 (1,295) 17,908 41,076 5,095 608 484 8,607 2,628 7,034 24,455 65,532
1989 25,105 (3,987) 24,869 49,974 4,303 798 307 6,635 1,547 5,080 18,670 68,643
1990 52,699 (8,419) 22,734 75,433 4,337 528 201 9,049 1,237 5,499 20,850 96,284
1991 48,445 (4,206) 18,846 67,291 3,149 312 75 14,055 1,977 3,840 23,408 90,698
1992 35,041 (3,463) 4,749 39,790 7,398 729 100 10,929 2,127 5,399 26,682 66,472
1993 52,199 (5,208) 23,387 75,586 4,746 742 187 11,049 1,941 7,574 26,238 101,825
1994 77,369 (12,339) 16,862 94,231 7,014 727 80 10,784 893 5,751 25,249 119,480
1995 108,187 (19,326) 10,425 118,612 7,370 902 351 12,050 808 8,837 30,318 148,930
1996 81,310 (15,021) 24,529 105,839 10,281 648 215 12,975 1,263 12,380 37,763 143,602
1997 106,621 (14,304) 23,657 130,277 15,999 511 202 9,883 986 12,006 39,587 169,864
1998 124,626 (21,528) 42,930 167,556 12,014 616 66 10,773 1,039 13,020 37,530 205,086
1999 88,431 (15,326) 15,788 104,219 11,418 327 512 6,310 570 10,034 29,171 133,390
2000 86,252 (12,240) 22,979 109,230 9,893 397 93 6,638 321 10,033 27,374 136,604
2001 84,316 (14,901) 14,249 98,565 15,941 333 107 8,287 223 5,601 30,492 129,057
2002 67,324 (14,017) 17,771 85,096 13,752 304 465 8,533 245 13,480 36,780 121,876
2003 73,981 (7,948) 23,492 97,473 19,316 347 590 10,416 315 12,032 43,017 140,491
2004 84,398 (17,306) 41,205 125,603 8,567 343 263 5,447 207 10,787 25,614 151,217
2005 79,775 (12,763) 18,688 98,463 7,178 212 182 6,886 308 8,565 23,330 121,794
2006 55,560 (1,885) 12,557 68,117 12,630 261 355 6,550 298 10,407 30,502 98,620
2007 83,530 (5,985) 18,657 102,187 10,824 234 135 6,509 235 5,125 23,063 125,250
2008 85,689 (16,480) 26,803 112,492 17,691 340 488 5,683 280 10,272 34,754 147,246
2009 60,094 (10,879) 10,532 70,626 12,136 354 415 4,913 204 7,669 25,690 96,316
2010 39,439 (10,274) 4,515 43,954 10,737 471 64 6,173 150 5,249 22,844 66,798
2011 28,281 (3,806) 8,171 36,452 7,095 497 77 5,853 146 2,964 16,631 53,083
2012 10) 29,391 (2,879) 7,859 37,250 6,415 435 352 6,360 51 11,105 24,717 61,967

表１　道北海域（道央日本海～オホーツク海）におけるホッケの漁獲量

資料A：「北海道沖合底曳網漁業漁場別漁獲統計年報」（北水研） 
資料B：「漁業生産高報告」（北海道水産林務部）ならびに「水試集計速報値」（中央水試）
資料C：「知事許可ほっけ刺し網漁獲実績報告書」（北海道水産林務部） 
１） 北海道日本海（旧：道西）海域の計（資料A）
２） 北緯４３度４０分以南の北海道日本海海域（資料A）
３） オコック沿岸（旧：オホーツク）海域の計（資料A）
４） 資料Bの石狩振興局・後志総合振興局管内沿岸漁業から，資料Cの北緯４３度４０分以北を除いた計
５） 留萌振興局管内の沿岸漁業の計（資料B） 
６） 利尻町，利尻富士町および礼文町を除く宗谷支庁沿岸漁業の計（資料B）
７） 利尻町，利尻富士町，礼文町の計（資料B）
８） 資料Cのうち北緯４３度４０分以北の計
９） オホーツク総合振興局（旧・網走支庁）管内沿岸漁業の計（資料B）
１０） ２０１２年はすべて速報値 
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1985 735 3,612 1,364 2,167 41 4,347
1986 610 1,969 1,142 936 52 2,579
1987 1,799 1,794 1,067 562 62 3,593
1988 1,295 4,882 2,996 2,052 48 6,177
1989 3,987 4,282 2,183 2,005 115 8,269
1990 8,419 4,308 1,692 2,466 179 12,727
1991 4,206 3,584 1,869 1,211 69 7,790
1992 3,463 7,297 3,188 4,162 48 10,760
1993 5,208 4,883 2,824 1,869 52 10,091
1994 12,339 7,139 4,174 2,824 16 19,478
1995 19,326 7,389 3,945 3,415 10 26,715
1996 15,021 10,347 5,699 4,573 9 25,368
1997 14,304 15,992 11,448 4,549 2 30,296
1998 21,528 12,187 6,568 5,432 15 33,715
1999 15,326 11,538 8,752 2,620 46 26,864
2000 12,240 9,855 7,954 1,925 14 22,095
2001 14,901 15,870 13,200 2,709 32 30,771
2002 14,017 13,752 10,968 2,764 20 27,770
2003 7,948 19,316 17,153 2,144 19 27,265
2004 17,306 8,567 7,822 740 5 25,872
2005 12,763 7,178 6,622 546 10 19,942
2006 1,885 12,630 11,562 1,059 9 14,515
2007 5,985 10,824 9,633 1,187 5 16,809
2008 16,480 17,691 15,987 1,697 8 34,171
2009 10,879 12,136 11,228 901 7 23,015
2010 10,274 10,737 9,843 887 6 21,012
2011 3,806 7,095 4,128 2,957 10 10,901
2012 2,879 6,415 4,245 2,161 9 9,294
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2,551 6,696 9,248
1,119 2,687 3,806
5,959 4,852 10,811

875 2,004 2,879

13,053

13,690
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1988 1991 1994 1997 2000 2003 2006 2009 2012

C
PU
E

CPUE

�������	
������������

�������	�
��������

���

�������������	
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CPUE CPUE

8 28,730 6,726 3,591

6 10,555 2,556 1,759

30 103,990 22,660 3,466

51 349,750 48,436 6,858 57 132,470 33,816 2,324

72 357,445 69,128 4,965 58 86,865 23,784 1,498

73 357,570 76,051 4,898 80 197,890 53,472 2,474

73 447,085 89,784 6,124 60 125,475 34,692 2,091

39 63,505 15,448 1,628 33 32,490 8,784 985

32 59,905 17,202 1,872 52 162,475 44,602 3,125

25 88,050 25,274 3,522 28 40,065 11,454 1,431

45 120,695 35,280 2,682 49 126,720 37,158 2,586

62 193,230 55,442 3,117 49 102,170 29,914 2,085

27 90,010 26,330 3,334 36 51,635 14,230 1,434

30 47,255 13,638 1,575

66 268,705 75,292 4,071 2 460 132 230

62 475,045 129,350 7,662 9 14,685 4,326 1,632

40 233,435 67,008 5,836 27 83,830 24,282 3,105

33 187,840 49,198 5,692 21 121,472 28,844 5,784

16 41,655 11,850 2,603 25 61,692 17,969 2,468

4 6,930 2,010 1,733 7 10,895 2,922 1,556

2 2,120 612 1,060

44 143,275 31,942 3,256

196 1,064,765 193,615 5,432 195 417,225 111,072 2,140

144 570,495 122,434 3,962 145 320,440 88,078 2,210

132 401,975 115,996 3,045 126 268,955 78,526 2,135

123 405,970 115,260 3,301 38 52,095 14,362 1,371

135 896,320 245,556 6,639 57 219,987 57,452 3,859

20 48,585 13,860 2,429 34 74,707 21,503 2,197

472 2,037,235 432,045 4,316 510 1,149,895 309,618 2,255

278 1,350,875 374,676 4,859 129 346,788 93,317 2,688
750 3,388,110 806,721 4,517 639 1,496,683 402,935 2,342
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1982 4,030 16,350 20,380 4,062 20 24,462
1983 1,420 8,400 9,820 669 73 10,562
1984 200 1,700 1,900 255 13 2,168
1985 10 162,300 34,800 197,110 48,486 1,033 196 246,825
1986 116,374 71,200 187,574 21,129 1,326 17,399 379 227,807
1987 2,640 44,997 26,477 74,114 22,850 1,678 1,251 99,893
1988 81 925 1,625 2,631 1,318 1 74 4,024
1989 26 3,892 339 4,257 3,085 162 7,504
1990 1,943 430 2,373 347 7 2,727
1991 3,472 3,472 533 5 4,010
1992 422 801 153 1,376 209 409 821 27 2,842
1993 3 159 179 341 191 20 552
1994 111 3,901 26 4,038 1,794 110 5,942
1995 212 2,263 46 2,521 436 20 1,659 4,636
1996 27 787 263 1,077 204 3 642 1,926
1997 1,144 21,416 1,360 23,920 2,124 38 26,082
1998 1,020 37,360 1,960 40,340 3,321 10 43,671
1999 7,534 59,065 4,867 71,466 15,672 4 167 87,309
2000 25,614 47,512 11,505 84,631 29,859 55 1 114,546
2001 20,741 57,782 40,676 119,200 61,667 216 18 181,102
2002 27,041 79,940 18,093 125,074 21,108 1,142 3,456 150,780
2003 49,985 102,236 31,757 183,978 22,605 57 2,824 59 209,523
2004 133,783 507,360 113,909 755,051 120,827 360 812 9 877,058
2005 53,069 125,648 61,852 240,568 67,725 82 316 2 308,692
2006 23,673 180,639 49,858 254,170 31,080 992 1,458 67 287,767
2007 191,972 405,713 162,523 760,209 229,863 17,436 25,674 1,127 1,034,308
2008 71,884 302,719 192,194 566,797 125,402 32,406 74,812 34,668 834,085
2009 180,757 574,502 486,955 1,242,214 559,421 12,551 45,269 26,625 1,886,079
2010 188,916 576,990 270,305 1,036,211 419,480 66,110 49,807 67,076 1,638,684
2011 145,346 531,466 373,575 1,050,387 476,778 64,300 59,462 127,229 1,778,155
2012 196,901 399,425 371,243 967,569 214,897 112,149 7,356 94,017 1,395,988
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1982 35,480 189,142 224,622
1983 71,160 44,154 115,314
1984 144,202 7,108 151,310
1985 256,827 16,772 273,599
1986 245,199 393,240 638,439
1987 152,293 23,455 175,748
1988 24,033 4,685 28,718
1989 4,343 11,428 15,771
1990 51 1,924 1,975
1991 11 766 777
1992 1,850 53,376 55,226
1993 50 656 706
1994 25 3,495 3,520
1995 1,214 4,568 5,782
1996 234 2,506 2,740
1997 24 11,837 11,861
1998 20 109,779 109,799
1999 26 94,161 94,187
2000 267 20,253 20,520
2001 546 72,989 73,535
2002 3,005 5,320 8,325
2003 253 72,655 72,908
2004 2,102 93,977 96,079
2005 525 55,857 56,382
2006 2,289 38,862 41,151
2007 12,713 54,125 66,838
2008 63,646 121,643 185,289
2009 108,644 150,789 259,433
2010 266,238 128,963 395,201
2011 181,325 157,899 339,224
2012 122,847 45,375 168,222
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1985 103 44 27 0 0 173
1986 108 22 23 0 0 152
1987 83 41 6 11 0 141
1988 79 36 11 6 0 132
1989 46 49 16 3 1 114
1990 126 86 25 4 0 241
1991 58 43 31 4 0 136
1992 51 0 23 3 0 77
1993 45 142 37 11 0 235
1994 20 9 9 0 0 38
1995 10 6 3 0 0 19
1996 37 6 26 0 0 69
1997 33 83 16 2 0 134
1998 92 79 19 0 0 190
1999 32 73 26 2 0 133
2000 69 88 89 10 0 256
2001 76 179 40 1 0 297
2002 24 8 72 20 2 126
2003 28 35 207 104 1 376
2004 60 47 144 31 0 281
2005 50 98 32 0 0 181
2006 35 55 49 5 0 144
2007 51 45 24 2 0 122
2008 87 23 122 22 4 257
2009 62 32 34 5 0 134
2010 24 28 43 5 0 100
2011 19 4 13 0 0 36
2012 14 17 2 0 0 33
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1985 119 1,507 1,626 - 431 431
1986 69 1,378 1,446 - 428 428
1987 58 1,388 1,446 - 488 488
1988 61 1,394 1,455 - 674 674
1989 44 1,304 1,348 - 606 606
1990 73 1,433 1,486 - 616 616
1991 55 1,037 1,092 - 528 528
1992 98 1,423 1,521 - 489 489
1993 142 1,534 1,676 - 680 680
1994 116 1,685 1,801 - 571 571
1995 128 1,445 1,573 - 407 407
1996 138 1,227 1,365 - 307 307
1997 135 1,428 1,563 - 399 399
1998 176 1,652 1,828 - 427 427
1999 158 1,273 1,431 - 420 420
2000 92 971 1,063 - 543 543
2001 154 1,090 1,245 - 466 466
2002 207 1,573 1,780 - 527 527
2003 232 1,851 2,083 - 703 703
2004 154 1,358 1,512 - 415 415
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2007 160 1,619 1,779 - 571 571
2008 148 1,285 1,434 - 349 349
2009 172 1,255 1,427 - 418 418
2010 126 993 1,119 - 311 311
2011 97 1,096 1,193 - 245 245
2012 125 1,077 1,201 - 216 216
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（１）目的

エビ類資源を有効に利用するための適切な資源管理
方策を実施することを目的に，漁業実態，生態および
資源動向に関する調査研究を行う。

（２）経過の概要

ア　漁業実態調査

後志管内におけるエビ類の漁業実態と資源動向を把
握することを目的に，知事許可えびかご漁業漁獲成績
報告書および漁業生産高報告に基づいて，漁獲量およ
び漁獲努力量（操業日数等）を集計した。なお，２０１２
年の値は暫定値である。日本海北部の知事許可えびか
ご漁業当業船は船団操業しており，船型により操業場
所や時期が異なることから，集計は船型別に実施した。
イ　漁獲物調査

２０１２年４月１０日，７月１８日，９月２５日，および１１月６
日に余市港を根拠地とする知事許可えびかご当業船お
よび２０１３年２月１４日に留萌港を根拠地とする知事許可
えびこぎ網当業船によってに漁獲されたホッコクアカ
エビについて，銘柄別に性別，抱卵・てんらく糸の有
無，成熟度を判定し，甲長（頭胸甲長：０.１mm単位），
体重（０.１ｇ単位）を測定した。なお，性別は第１腹肢
内肢の形状から，成熟度は生殖腺の色彩から判定した。
生物測定結果を銘柄別漁獲重量で重み付けし，それを
基にホッコクアカエビの北後志海域における知事許可
えびかご漁業および知事許可えびこぎ網漁業の平均的

な発育段階別の甲長組成を求めた。さらに，１９９９～
２０１１年に実施された調査船北洋丸によって実施された，
えびかごを用いたエビ類資源調査結果から求められた
Age-length keyを，漁獲物甲長組成に適用し，漁獲物
年齢組成を推定した。
ウ　調査船調査

稚内水産試験場所属調査船北洋丸によって，深海ソ
リネット（幅２.２m，高さ１.５m）によるエビ類資源調査
を行った。ソリネットの曳網は各調査点において３０分
行った。調査の概要を表１に示した。採集されたホッ
コクアカエビは，漁獲物調査と同様に，性別と抱卵の
有無を識別し，甲長を測定した。
エ　資源評価

日本海海域のホッコクアカエビの資源状態を評価す
るため，知事許可えびかご漁業の振興局別船型別の
CPUEを次のように標準化して求めた。操業許可海域
が最も広い小型船の１日１隻あたりの漁獲量との偏差
平方和を最小にする補正係数（後志管内大型船には
１.８３，留萌管内大型船には１.５２）を年間延べ出漁隻数に
乗じて標準化努力量を求めた。知事許可えびかご漁業
全体の漁獲量を船型別の標準化努力量の合計値で除し
て標準化CPUE（以下，えびかごCPUE）とした。ま
た，知事許可えびこぎ網漁業漁獲成績報告書に基づき，
前年１２月～２月のえびこぎ網漁業ののべ出漁隻数およ
び漁獲量を集計し，その期間の１日１隻あたりの漁獲
量を求めた（以下えびこぎCPUE）。

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）

－44－

１．13　エビ類

担当者　資源管理部　資源管理グループ　山口浩志　山口幹人

° ' ° '
° ' ° '
° ' ° '
° ' ° '
° ' ° '
° ' ° '
° ' ° '
° ' ° '
° ' ° '
° ' ° '
° ' ° '

表１　２０１２年に実施された深海ソリネットによるエビ類資源調査の概要
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（１）目的

石狩湾におけるシャコの資源動向をモニタリングす
る。

（２）経過の概要

ア　漁獲統計調査

石狩湾漁業協同組合と小樽市漁業協同組合における
年間漁獲量と水揚げ金額を集計して，年平均単価を算
出した。
集計に用いた資料は，１９８７年以前については中央水

試調べ，１９８８～１９９８年については石狩地区水産技術普
及指導所および後志北部地区水産技術普及指導所が取
りまとめた漁業生産高統計調査の元資料，１９９９～２００６
年については漁業生産高統計調査の元資料とマリンネ
ット北海道市場水揚げ情報管理サブシステムにより集
計した。２００７年以降については，２００７年１１月に同サブ
システムが更改されてシャコは集計対象外となったた
めに，石狩地区水産技術普及指導所および後志北部地
区水産技術普及指導所が取りまとめた漁業生産高統計
調査の元資料を用いた。
イ　漁獲物調査

石狩湾におけるしゃこ刺し網漁業は，春漁（５～６
月）と秋漁（１０～１１月）が行われている。２０１２年にお
ける漁獲物測定は春漁で１回，秋漁で１回の計２回実
施した。測定項目は，性別・頭胸甲長（以下，甲長と
記す）・体重・卵巣の成熟度・甲殻硬度・体重・捕脚脱
落の有無とし，「北水試魚介類測定・海洋観測マニュア
ル」に基づいて判定・計測を行った。
　春漁の漁獲物測定：５月２４日に石狩市厚田地区の刺
し網漁獲物を対象に実施した。計測尾数は雌雄込標本
から雌雄を考慮せずランダムに抽出した２００尾，その内
訳は雄１１１尾，雌８９尾である。
　秋漁の漁獲物測定：１１月６日に小樽市高島地区の刺
し網漁獲物を対象に実施した。計測尾数は雌雄込標本
から雌雄を考慮せずランダムに抽出した２００尾，その内
訳は雄１１７尾，雌８３尾である。
ウ　結果の普及

取りまとめ結果は，２０１２年１１月に普及資料「石狩湾

におけるシャコ漁業について（平成２３年度春漁までの
経過）」を作成して，石狩湾漁業協同組合と小樽市漁業
協同組合の関係漁業者に配布した。

（３）得られた結果

ア　漁獲統計調査

石狩湾漁業協同組合と小樽市漁業協同組合を合計し
た漁獲量は，１９７９年に３２３トンを記録した後，１９８５年に
は４５トンにまで減少した。その後は増加に転じて，
１９８７～１９８９年には一時的に１５０トン前後にまで回復し
た。１９９０年代には５０～１００トンの間で増減していたが，
１９９９～２００９年には１００トン前後で比較的安定して推移
していた。２０１０年，２０１１年には８０トン前後にまで減少
したが，２０１２年には前年比１８％増の９９.５トンとそれ以
前の水準となった（図１上）。
漁協別漁獲量（石狩湾漁業協同組合は本所支所別）
をみると，小樽市漁業協同組合が６９.０トン（前年６４.０ト
ン），石狩湾漁業協同組合本所が１０.０トン（前年３.６トン），
同石狩支所が２０.６トン（前年１６.６トン）となり，いずれ
も前年を上回った（図１上）。
総水揚げ金額をみると,２００４年以降は１億５千万円

前後で比較的安定して推移していた。２０１２年における
総水揚げ金額はそれを上回る１億７千万円であった
（図１下）。
イ　漁獲物調査

２０１２年におけるしゃこ刺し網漁業によって漁獲され
たシャコの雌雄別頭胸甲長組成（以下，甲長組成と記
す）を調査別に図２に示した。また近年５年間（２００８
～２０１２年）の春漁の甲長組成と，同じく秋漁の甲長組
成をそれぞれ図３と図４に示した。
春漁における甲長組成は ２００４～２００７年には石狩市

厚田地区および小樽市張碓・銭函地区において，甲長
３０mm未満の個体の割合が年々増加して，それに伴い
甲長組成のモードも年々小型化していた。石狩市厚田
地区における過去５年間の推移をみると（図３）,２００８
～２０１０年には甲長３０mm以上の割合が増加して，小型
化の傾向は一旦収まった。２０１１年には再び甲長３０mm
未満の小型シャコの割合が増加したが，２０１２年には再

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）

－51－

１．14　シャコ

担当者　資源管理部　資源管理グループ　三原行雄　丸山秀佳
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び２０１０年とほぼ同じ組成となり，明瞭な小型化，大型
化の傾向は認められていない。
秋漁における甲長組成は，２００４～２００７年には甲長

３０mm未満の割合が増加して，小型化の傾向が認めら
れ，２００７年にはその割合が全体の６６％を占めていた。
小樽市髙島地区の過去５年間の推移をみると（図４）, 
２００８年には，甲長３０mm以上の割合が増加して，小型
化の傾向が認められなくなり，それ以降は甲長３０mm
以上の大型シャコの割合が高い状態が続いている。
 

ウ　現状におけるシャコ資源について

年間漁獲量は，２０１０年と２０１１年にはやや落ち込んだ
が，２０１２年には比較的安定していた１９９９～２００９年の水
準に回復した （図１）。漁獲物組成の推移では，２０１２
年には明瞭な小型化または大型化の傾向が認められて
いないが，聞き取り情報によると２０１１年秋漁と２０１２年
春漁において，甲長２５mm以下の小型シャコが例年に
比べて目立っていたとのことである。２００５～２００７年に
おいても同様な現象が認められ，その後漁獲量はしば
らく安定していた。今後の動向に注視していく必要が
ある。

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）

－52－

図１　石狩湾における漁協別および本所支所別の
シャコの漁獲量（上図）と漁獲金額（下図）

図２　石狩湾におけるシャコ漁獲物の甲長組成
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平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）

－53－

図３　春漁におけるシャコ漁獲物の甲長組成　
　　　（２００８～２０１２年５～６月, 石狩市厚田地区）

図４　秋漁におけるシャコ漁獲物の甲長組成
　　　（２００８～２０１２年１１月,小樽市高島地区）
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1986 57,474.8 4,453.0 61,927.8 1,672.2 0.0 63,600.0

1987 29,807.1 3,285.4 33,092.5 3,007.5 0.0 36,100.0

1988 24,977.6 485.8 25,463.4 3,240.6 0.0 28,704.0

1989 67,490.2 4,644.1 72,134.3 1,282.7 0.0 73,417.0

1990 8,813.0 1,138.5 9,951.5 417.3 0.0 10,368.8

1991 3,612.8 558.1 4,170.9 1,343.7 0.0 5,514.6

1992 1,814.3 154.6 1,968.9 203.1 0.0 2,172.0

1993 30.9 120.2 151.1 6,044.3 3.7 6,199.1

1994 3,058.7 386.2 3,444.9 1,651.9 0.0 5,096.8

1995 642.0 103.0 745.0 1,127.6 53.2 1,925.8

1996 493.1 54.9 548.0 209.7 0.0 757.7

19971) 222.1 222.1 0.0 222.1

1998 745.8 91.6 837.4 405.0 1.8 1,244.2

1999 2,231.4 51.3 2,282.7 2,190.6 57.6 4,530.9

2000 3,929.2 10.3 3,939.5 136.3 2.2 4,078.0

2001 167.9 12.7 180.6 193.4 0.0 374.0

2002 272.2 895.7 1,167.9 496.8 0.0 1,664.7

2003 2,939.0 856.6 3,795.6 1,061.5 0.0 4,857.1

20042) 6,372.6 6,372.6 42.0 6,414.6

2005 469.2 3.0 472.2 124.2 596.4

2006 530.7 0.0 530.7 1,083.0 1,613.7

2007 2,711.9 1,240.9 3,952.8 1,263.6 5,216.4

2008 1,975.4 991.0 2,966.4 754.3 3,720.7

20093) 1,631.1 49.6 1,680.7 0.0 1,680.7

2010 428.4 747.2 1,175.6 0.0 1,175.6

2011 659.3 33.4 692.7 0.0 692.7

2012 109.0 0.0 109.0 0.0 109.0

1) 1997

2) 2004

3)  2009
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（１）目的

北海道周辺海域の沿岸から沖合域にかけての漁場環
境を定期的（偶数月）かつ長期的に調査し，海洋の構
造および変動についての調査研究並びに海洋の生産力
についての調査研究を発展させる。また，その結果を
逐次漁業者およびその関係者へ報告するとともに，資
源の調査研究結果と併せて水産資源の変動や漁場形成
の予測に役立てる。

（２）経過の概要

本道周辺海域の定期海洋観測定点を図１に示す。こ
れらの点において，偶数月に１回，稚内，釧路，函館，
中央水試が分担し定期海洋観測を行った。定期海洋観
測の各水試の分担は表１に示したとおりである。また，

中央水産試験場資源管理部海洋環境グループが担当し
た海洋観測をまとめて表２に示した。
調査内容は，図１に示した基本定点，海況用補助定
点におけるCTD（型式SBE９１１plus）観測，ネットプラ
ンクトン採集定点における改良型ノルパックネット
（NYTAL５２GG網，網目幅０.３３５mm）によるプランク
トンの鉛直採集（深度１５０～０m，深度５００～０m），お
よび，ナンセン採水器あるいは多筒式採水器を用いた
基準層深度（０，１０，２０，３０，５０，７５，１００，１２５，１５０， 
２００，２５０，３００，４００，５００m）での採水である。このよ
うな調査に加え，航行中ADCP（金星丸：RD ３００kHz，
北洋丸：FURUNO CI-３０）による流れの連続観測を行
った。

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）
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２．海洋環境調査研究（経常研究）
２．１　定期海洋観測

担当者　資源管理部　海洋環境グループ　西田芳則

図１　北海道周辺海域における定期観測定点
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表２　中央水産試験場資源管理部海洋環境グループの海洋観測概要

表１　北海道周辺海域の定期観測の分担（平成２４年度）
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Ζが多くなっています（水温偏差表参照）。また，道北
では，対馬暖流が流れる利尻島・礼文島の西方で，例
年よりも１～２℃高くなっています（水温偏差表参照）。
余市における旬平均水温は，１０月下旬以降，１１月上
旬の「平年並み」を除き，「やや高い」でしたが，１２月
中旬では「やや低い」になっています。
☆道東太平洋海域

道東沿岸流（＊３）が道東沿岸を流れており，親潮
（指標：１００m層水温５℃以下）が道東沖合の深度１００ｍ
以深を広く覆っています。また，えりも岬沖では津軽
暖流が道東海域まで張り出しており，津軽暖流と道東
沿岸流・親潮との間に強い水温前線が形成されていま
す。
水温は，黒潮系北上暖水（指標：５０m層水温１０℃以
上）がみられる北緯４１度３０分，東経１４６度付近を除き，
全体的に例年よりも１～３℃低くなっています（水温
偏差表参照）。
☆道南太平洋海域

津軽暖流は，前回に引き続き，渦モード（＊２）に
なっています（指標：１００m層水温１０℃以上）。
水温は，ほぼ例年並になっています（水温偏差表参
照）。
☆オホーツク海海域

枝幸沖の北緯４５度以南の表層では東カラフト海流の
接岸がみられます。このため，宗谷暖流は枝幸沖から
潜流となり流れています。
水温は，表層を中心に深度５０m以浅では例年よりも
２～３℃高く, 深度１００m以深では１～３℃低くなって
いる海域がみられます（水温偏差表参照）。

２月中旬～下旬の海況
☆日本海海域

対馬暖流（指標：１００m層水温６℃以上）は，積丹半
島以南では本道の沿岸寄りを，道北では利尻・礼文島
の西方を北上しており，ほぼ直進した流路になってい
ます。また，宗谷海峡近海ではオホーツク海水の流入
がみられ（指標：表面水温２℃以下），その一部は本道
沿岸寄りを南下しています。対馬暖流の流量は，前回
に引き続き，例年よりも多くなっています。
水温は，積丹半島以南の沿岸側で例年よりも１～
２℃高い他は，例年よりも低い海域が広くみられます
（水温偏差表参照）。

余市における旬平均水温は，１月上旬から下旬では
「かなり低い」でしたが，２月中旬からは「平年並み」
になっています。
☆道東太平洋海域

道東海域一帯を親潮が覆っており，黒潮系北上暖水
はみられません。また，道東沿岸では沿岸親潮（＊１，
指標：水温１℃以下）が流れ，その先端はえりも岬ま
で達しています。
水温は，例年よりも低い海域が広くみられ，特に北
緯４１°東経１４４°～１４６°の海域では，水温は例年より
も１～３℃低くなっています（水温偏差表参照）。
☆道南太平洋海域

沿岸親潮が胆振・日高の沿岸域を覆っています。津
軽暖流は沿岸モード（＊２）ですが（指標：１００m層水
温６℃以上），えりも岬沖の北緯４１°３０′，東経１４３°
では，津軽暖流から派生した水塊がみられます（指標：
１００m層水温５℃）。
水温は，沿岸親潮が分布する胆振・日高の沿岸域で
例年よりも１～２℃低くなっています。また，噴火湾
湾口沖合では，水温は例年よりも１～２℃高くなって
います（水温偏差表参照）。

水温偏差表＊：中央水産試験場資源管理部海洋環境
グループのホームページに掲載されています
（http://www.fishexp.hro.or.jp/cont/central/section
/kankyou/index.html）

＊１：オホーツク海の海氷の融氷水を含む親潮として特
に沿岸親潮という名前が付けられています。
＊２：津軽暖流が津軽海峡から襟裳岬まで大きく張り出
してから南下している状態を「渦モード」と呼びます。
これに対して，津軽暖流が青森県尻屋埼からすぐ岸沿
いに三陸方面へ南下している状態を，津軽暖流の「沿
岸モード」と呼んでいます。
＊３：夏～秋季に道東沿岸を流れるオホーツク海起源の
沿岸流を道東沿岸流と呼んでいます。

北海道西岸を北上する５００m（db）基準面の傾圧地衡
流量の経年変化を図２に示す。今年度は４月と12月の
流量が約２.０Svで例年よりも多く，６月と８月の流量が
約０.５Svと例年よりも少なかったのが特徴である。
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（１）目的

漁業資源の源である動物プランクトン量が長期的に
どのように変化していくのかを全道規模（J４,J３,J１, 
O２,O３,P１,P５定線上の合計１０観測点で偶数月を基本に
採集）で監視し，長周期で変動を繰り返すマイワシ，
サンマ，マサバ，ニシン等浮魚類の資源変動要因の調
査研究に資することを目的とする。

（２）経過の概要

２０１２年も例年同様に，中央水試，函館水試，釧路水
試，網走水試，稚内水試が共同で，３隻の水試調査船
（金星丸，北辰丸，北洋丸）によって調査を実施した。
なお，１９８９年から継続実施している本調査に際しては，
１９９５年１２月以前は従来型の北太平洋標準ネット（ノル
パックネット，網目幅０.３３mm，口径４５cm），１９９６年２
月以降は改良型北太平洋標準ネット（改良型ノルパッ
クネット，網目幅と口径同じ，元田１９９４，日本プラン

クトン学会報４０（２），１３９-１５０を参照）を用いた。２００８
年４月以降については，海域別の代表４定点（日本海
J３３，オホーツク海O２６，道東太平洋P１５，道南太平洋
P５２）について，従来の深度１５０mからの鉛直曳きに加
えて，深度５００m（海底水深の浅いO２６では３００m）から
の鉛直曳きを並行して実施している。
動物プランクトン現存量の指標として湿重量を用い
た。一般に動物プランクトンは夜間表層に浮上する種
が多いため（例えばBary １９６７），深度１５０mからの採集
試料においては，夜間採集のほうが昼間採集よりも生
物量が多い。このため，動物プランクトン湿重量の季
節変化および経年変動の解析に際しては，１９８９～２００７
年に採集された湿重量の全データから，採集時間の昼
夜別の湿重量の平均値を海域別に求め，得られたファ
クター（f=夜間採集試料湿重量/昼間採集試料湿重量，
日本海海域f=１.７９，オホーツク海海域f=３.１２，太平洋海
域は昼夜差なし）を適宜用いて，昼間採集試料の湿重

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）
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２．１．３　低次生産環境に関する調査

担当者　資源管理部　海洋環境グループ　嶋田　宏　栗林貴範
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図１　 ２０１２年の海域別６定点における動物プランクトン湿重量（深度１５０m鉛直曳，昼夜補正済の値）
　　　および１９８９～２０１２年の平均値（誤差範囲は標準偏差）の季節変化
　　　＊はクラゲ類を多く含んでいたことを示す。
　　　＊＊は植物プランクトンを多く含んでいたことを示す。
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沿岸水温の季節変化からの変動を把握するため，毎
朝９時に，当水試前浜の水温を観測した。２００８年１月
上旬から２０１１年８月上旬までの旬平均水温の平年値
（１９７１年～２０００年）からの偏差と，その偏差を平年の期
間の標準偏差で割った値（偏差比）の旬変化をそれぞ
れ図１，図２に示す。ここで，図２中の「やや低い」と
は，σを標準偏差とすると，平年からの偏差の値が-
１.２８２σ以上-０.５２４σ未満で生起確率２０％，以下同様に
「やや高い」とは，平年からの偏差の値が０.５２４σ以上
１.２８２σ未満で生起確率２０％，「かなり低い」とは，平年

からの偏差の値が-１.２８２σ未満で生起確率１０％，「かな
り高い」とは，平年からの偏差の値が１.２８２σ以上で生
起確率１０％，「非常に低い」とは，平年からの偏差の値
が-２.０５２σ未満で生起確率２％，「非常に高い」とは，平
年からの偏差の値が-２.０５２σ以上で生起確率２％，「平
年並み」とは，平年からの偏差の値が-０.５２４σ以上０.５２４
σ未満で生起確率４０％であることを意味する。
２０１２年度の旬平均水温の推移で特徴的であったのは，
９月上旬から１０月中旬にかけて，「非常に高い」状態が
持続したことがあげられる。

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）
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２．２　沿岸環境モニタリング
（１）沿岸定置水温観測

担当者　資源管理部　海洋環境グループ　西田芳則
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図１　余市旬平均水温の平年値からの偏差（平年値は１９７１-２０００年の平均）

図２　余市旬平均水温の平年値からの偏差比（平年値は１９７１-２０００年の平均）
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中央水産試験場敷地内において，毎朝９時に「風向，
風速，風力，気圧，気温，最高気温，最低気温，湿度，
雨量，天気，雲量，積雪の深さ，降雪の深さ」を観測
した。
２０１２年４月から２０１２年３月の期間の最高気温旬平均
値と最低気温旬平均値の旬変化を図２に示す。夏季に
高気温に見舞われた２０１０年では７月下旬から９月中旬
まで最高気温旬平均値が２５℃以上であったが，今年度
では，２０１０年度とほぼ同様に，最高気温旬平均値が２５℃
以上になることが多かった。次に，最高気温旬平均値

と最低気温旬平均値の平年値からの偏差比を図３に示
す。夏季から初冬にかけては最高気温旬平均値，最低
気温旬平均値ともに約２ヶ月周期の変動が顕著にみら
れた。冬季においても周期的な変動はみられるが，両
旬平均気温は平年並みか，平年よりも低めで推移した。
当試験場敷地内における旬最大積雪量の旬変化を図
４に示す。今年度の積雪量は，各旬において，平年を
上回ることが多かった。
 

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）

－68－

（２）気象観測

担当者　資源管理部　海洋環境グループ　西田芳則

図３　試験場敷地内における最高気温旬平均値と最低気温旬平均値の旬変化（２０１２年度）

図４　試験場敷地内における最高気温旬平均値と最低気温旬平均値の平年値からの偏差
比（２０１２年度）。平年値は１９７１－２０００年の平均。
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海藻繁茂の物理化学的条件を探求するため，石狩湾
に面する忍路湾の防波堤において，月に１回，海面と
深度５m層の水温，塩分，栄養塩濃度，クロロフィル
a量のモニタリングを行った。なお，このモニタリング
は１９９２年から継続している。２０１２年度の深度０m層の

結果を図６に示す。２０１２年度の春季から秋季にかけて
の水温は例年よりも高く推移した。また２０１２年度の特
徴として，秋季から冬季にかけて，硝酸態窒素濃度，
リン酸態リン濃度が例年よりも高く推移したことがあ
げられる。

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）

－69－

図５　試験場敷地内における旬最大積雪量の変化（２０１２年度）

（３）忍路沿岸環境調査

担当者　資源管理部　海洋環境グループ　西田芳則　栗林貴範

図６　忍路モニタリング定点における表面の（a）水温，（b）塩分，（c）クロロフィルa量，
（d）硝酸態窒素，（e）リン酸態リン，（f）ケイ酸態ケイ素の２０１２年度，および２００１年
～２００８年平均値の月変化。図中の縦線は標準偏差を示す。
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（１）目的

現在スケトウダラ日本海北部系群の最大の産卵場と
なっている桧山沖海域のはえ縄漁場内の海流実態調査
を行う。漁場内の海流が漁況に与える直接的な影響だ
けでなく，スケトウダラ産卵期における海流の年変動
が再生産成功率に及ぼす影響等を検討するための基礎
データを得る。また，桧山海域の産卵場で生まれたス
ケトウダラ卵稚仔が，津軽海峡まで輸送される可能性
に関わる知見を得るため，スケトウダラ産卵場から津
軽海峡までの海流の連続性についても調査を行う。

（２）方法

陸棚上を中心とした海流調査には，函館水試所属試
験調査船金星丸搭載のドップラー流速計（ADCP，
RD社製多層式RD-VM１５０）を用い，日周潮及び半日周
潮の潮汐流成分を除去した残差流を求めるため，２４時
間５０分４往復法（加藤１９８８）を用いる。調査時期は，
漁期およびADCPで調査可能な天候状況を考慮し，ス
ケトウダラ初漁期の１１月頃とする。本調査は，２００５（平
成１７）年度まで単独調査航海であったが，２００６年度か
ら燃油代高騰対策として函館水試スケトウダラ産卵場
調査の中に計画を縮小して組み込む形で継続している。
陸棚のすぐ沖合側にある主産卵場の隣接海域に設定
されている延縄漁場内の海流実測は，調査船による往
復調査法や係留系では困難である。しかし，２００３年度
から，ひやま漁業協同組合スケトウダラ延縄部会所属
漁船の協力により，漁具の漂流情報を提供してもらう
ことで海流算出を試み，漁場内の海流実態の解析を行
うことができるようになった。また，２００５年度の漁期
から，投縄前に行う海流調査のデータを提供してもら
っている。投縄前海流調査時の漂流物は延縄漁具では
なく，浮きの下に，最下端におもりを付けた長さ約２００
尋（約３６０ｍ）の縄をつり下げただけのものである。し
たがって，これから得られる海流情報は水平流速を鉛
直方向に平均したものと考えられる。
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２．３　定期海洋観測以外の物理環境調査　檜山沖海流調査

担当者　資源管理部　海洋環境グループ　田中伊織　西田芳則
協力機関　函館水産試験場調査研究部　　　　　　　　　　　

図１　投縄前海流調査情報から得られた地区別全
海流ベクトル（２０１２年１１月～２０１２年１月）

 　　 （a）乙部地区，（b）豊浜地区，（c）熊石地区。
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（３）２０１２年度に得られた沖合の流れの結果

２０１２（平成２４）年度は乙部地区，豊浜地区，熊石地
区の延べ８漁船から投縄前に行う海流調査情報の提供
を受けた（熊石地区は未回収）。投縄前海流調査情報の
解析結果から得られた地区別全海流ベクトル（２０１２年
１１月～２０１３年１月）を図１に示した。地区別の平均流
は，北０.２５ノット（乙部地区），北０.２５ノット（豊浜地
区）であった。漁船別平均海流ベクトルには漁船間の
差が認められないことが分かっている（平成１９年度事
業報告書）ので，全日平均データを平均して全漁期間
平均流を求めた。その結果，全漁期間平均流は北０.２５
ノットであった。この結果は２０１１年度に得られた平均
流の結果（北０.２５ノット）と同じであった。
２０１２年度に乙部地区，豊浜地区の延べ８漁船から得
られた漁場内の日平均海流時系列（２０１２年１１月～２０１３
年１月）を図２に示した。漁期前半は長周期振動が不

鮮明であり，振幅も０.１ノット程度で，これまでに見ら
れない状況にあった。年明けの漁期後半は，周期８～
１８日で振幅が０.２～０.３ノットの南北方向の長周期振動
流が再び卓越して現れ，例年並みの状況に戻った。
２０１１年度の場合０.５ノット弱程度の振幅の大きい年だ
ったのに比べ，２０１２年度は漁期を平均すると振幅の小
さいという特徴があった。２００６年度以降，周期の範囲
は５～２０日の間にあるので，周期に対しては例年並み
であった。

（４）２０１２（平成２４）年度に得られた陸棚上の流れ

函館水試所属試験調査船金星丸搭載のドップラー流
速計による調査は，他の調査を優先しているために計
画できなかった。

（５）情報提供

２００３（平成１５）年度以降の調査結果の詳細な解析結
果は，毎年桧山すけとうだら延縄漁業協議会代議員会
（２０１２年度は２０１２年１１月８日）で報告している。

（６）残された課題

津軽海峡西方にしばしば形成される渦構造が，北方
から津軽海峡に流入する海流に影響を与えることが考
えられている。しかし，他の調査を優先していること，
また調査期間に荒天が多いことで，沖合海洋観測と海
流調査の同時調査はこれまで実施できていない。
江差から熊石沖の陸棚周辺の海流調査について，一
貫性のある調査結果が得られていないため，ここを優
先して継続調査する必要がある。しかし，燃油代高騰
の影響，また他の調査を優先していることから試験調
査船による海流調査に支障が生じている。
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図２　漁場内日平均海流の時系列（２０１０年１１月～
２０１１年１月）

　　　●：南北成分（正：北向き），○：東西成分 
（：東向き）。
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（１）目的

武蔵堆周辺海域はスケトウダラ幼魚の主な生息域で
あるが，沖底船の曳網で海底地形が平滑化され，当魚
種の生息環境の悪化が懸念されている。このような状
況から，水産庁は直轄の漁場整備事業として，武蔵堆
に人工礁を設置することを計画している。この礁は，
直接的には幼魚の保護効果を期待するものであるが，
間接的には人工湧昇流を発生させ，プランクトンなど
の餌生物を増大させて資源回復を狙うものである。し
かし，この海域の流況，基礎生産などの知見が十分に
は得られていないため，人工礁の設置が上記効果をも
たらすかどうかはわかっていない。そこで，当海域の
湧昇の有無，人工礁の効果の算定に必要な流れの特性
などを季節毎に把握することを目的とする。

（２）経過の概要

２０１２年５月８日から１０日にかけて，図１に示した調
査点（JW１線，L１線，L２線，J２線）において，CTD観
測，調査船の船底に搭載されているADCPを用いた流
れの観測（深度１０m，５０m，１００m）を実施した。なお，
本年度が本事業の最終年度であるため，３ヶ年の結果
をまとめて報告する。

（３）得られた結果

ア　大規模な湧昇の有無を確認するための現地観測

L１線上の密度（σｔ）の鉛直断面を図２に示す。武
蔵堆直上の密度の等値線の形状は，いずれの季節にお
いても上に凸にはなっていない。したがって，当海域
の深度１００m付近では湧昇は生じていないことがわか
った。

イ　武蔵堆周辺海域を流れる対馬暖流の流路

武蔵堆周辺海域の深度５０mにおける流速ベクトルの
水平分布を図３に示す。日本海では，強い流れは対馬
暖流によってもたらされるが，現地観測により，対馬
暖流は武蔵堆の南方で東西に分枝することがわかった。
武蔵堆の西方を流れる対馬暖流は等深線に沿って北上
しており，このことは，対馬暖流は渦度変化（水柱の
伸び縮み）を嫌う性質があることを示している。した
がって，対馬暖流は武蔵堆を迂回して流れるため，武
蔵堆直上では強い流れは発生しないことが考えられた。
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２．４　北方沖合域の生物生産向上に関する基礎調査

担当者　資源管理部　海洋環境グループ　西田芳則　栗林貴範
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図２　L１線上の密度（σｔ）の鉛直断面
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図１　武蔵堆周辺海域の水深と海洋観測点。なお，
武蔵堆はL１５およびL２５付近を中心とした浅
海域をいう。
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ウ　対馬暖流の流れの特徴

武蔵堆周辺海域における実測流速と傾圧流速の鉛直
分布を図４に示す。対馬暖流の実測流速と水温，塩分
から求められる傾圧地衡流速の鉛直分布はよく一致し
ている。このことは，対馬暖流は地衡流平衡を保ちな
がら流れていることを示している。一般に下層の密度
の水平傾度は表層に比べ小さいので，深所では強い流
れは生じない。このように下層の流速が速くなれない
ことが，武蔵堆周辺海域で大規模な湧昇が生じない理
由と考えられる。

エ　武蔵堆表層の内部波動

東経１４０°２０′線上の密度（σt）の鉛直断面を図５
に示す。冬季の鉛直混合期を除き，表層の等値線の形
状は武蔵堆直上で下に凸，武蔵堆の南北で上に凸にな

っており，内部波の発生が示唆される。そこで，密度
分布と流速をもとに密度フルード数を計算し，この値
を過去の室内実験（界面波動）の結果と比較したとこ
ろ，武蔵堆直上の表層で内部波動が発生してもおかし
くないという結果が得られた。

オ　武蔵堆周辺海域の平均的な流速，密度の鉛直分布

の作成

人工礁設置により，武蔵堆表層で内部波動による下
層からの栄養塩添加は皆無ではないということが推察
された。そこで，湧昇に有効的な人工礁の形状の開発
など，今後の研究に寄与するため，効果算定に不可欠
である平均的な流速，密度の鉛直分布を過去の水温，
塩分資料を用いて導出し，その結果は図６に示す。
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図３　武蔵堆周辺海域の深度５０mにおける流速ベ
クトルの水平分布

図４　武蔵堆周辺海域における実測流速と傾圧流
速の鉛直分布
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図５　東経１４０°２０′線上の密度（σt）の鉛直断面
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均）
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（１）目的

これまで, 浅海域の環境情報は大型の調査船での収
集が容易ではないことや, 収集目的が異なるため，手法
や測定項目が統一されておらず，沿岸環境と魚種資源
との関係を検討する際，全道的な問題に対応できる情
報とはなっていなかった。そこで, 本調査では沿岸域
における海洋環境を全道で統一した手法と項目でモニ
タリングし，データを集約することを目的とする。ま
た，関係機関でデータを共有化し，秋サケやホタテガ
イ，コンブ等重要沿岸資源の安定化にむけて，活用可
能なデータベースを構築する。

（２）経過の概要

平成１４年度から始められた事業で，全道の各地区水
産技術普及指導所および地元漁協の協力体制のもとに，
各定点（表）において水温，塩分観測およびクロロフ
ィル濃度の測定を全道統一的な手法で原則毎月１回以

上行う。各地区水産技術普及指導所は，マリンネット
端末のパソコンに観測データを入力し，各地区のデー
タベースを構築する。海洋環境グループは，全地区の
データを共有化し，沿岸資源の安定化にむけて活用可
能なデータベースを構築する。

（３）得られた結果

平成２３年度までは，Excelでデータベースを構築し，
取りまとめた結果について，水試・行政・指導所に電
子メールで定期的に送信していたが，長期的データと
して活用するためには不便であったため，平成２４年度
以降はAccessでデータベースを構築し，データを共有，
管理している。また，各地区水産技術普及指導所は，
環境速報として調査結果を地元関係機関に随時報告し
ている。海洋環境グループは，クロロフィルの分析手
法や解析方法に関する技術指導を各地区水産技術普及
指導所に実施している。
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３．沿岸環境調査（経常研究）

担当者　資源管理部　海洋環境グループ　栗林貴範　浅見大樹
全道各地区水産技術普及指導所　　　　　　　　　　　　　　　
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図１　平成２４年度の調査定点図
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図２　平成２４年度からの沿岸環境調査データ管理への移行について

表　全道各地区水産技術普及指導所における平成２４年度の調査定点
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（１）目的

水温，塩分等の海況の特性と変動が漁況に対してど
のような影響を与えるか，「海洋環境調査」等の研究成
果や漁業資源の調査研究結果と併せて推察し，漁海況
予測の精度向上のための基礎資料とする。本事業は平
成８年度で終了した漁況・海況予報調査に代わるもの
で，本事業の水試にかかわる部分の主な概要は，地域
における漁海況情報の収集・分析・提供機関としての
機能を果たすこと，隣接水産試験場とは収集データ等
の情報交換を行うこと，そして，独立行政法人海区水
産研究所から水研収集データおよび技術情報の提供等
の支援を受けることとなっている。なお，平成１３年度
から，小課題名が「新漁業管理制度推進情報提供事業」
から「地域レベルでの漁況海況情報の提供」に変更さ
れた。

（２）経過の概要

平成９年４月から，北水試定線番号JC１線（北緯４３
度，岩内沖観測線）を本事業定線として５点でCTD観
測（東経 １４０度２０分，観測定点JC１１ではノルパックネ
ット，クロロフィルａ）を行っている。この観測は年

６回の定期海洋観測時に一緒に行っていたが，平成１３
年度から本事業予算削減のため，本事業定線としては
２月を除く年５回に規模を縮小した。平成２２年度から
は茂津田沖定線（J４線）を追加設定した。平成２４年度
のJC１線の観測について，４, ６, ８, １０, 月定期海洋観
測では全観測点を完了した。１２月には２観測点
（JC１４, JC１５），２月には３観測点（JC１３, JC１４, JC１５）
を欠測した。J４線では,４, ６, ８, １０, １２月定期観測では全
観測点を完了した。２月には４観測点（J４３, J４４, J４５, 
J４６）を欠測した。
平成２５年１月に開催された「北水試海洋グループ会
議」（独立行政法人北海道区水産研究所が参加）を分析
検討会議に充て，北海道周辺海域の海況等について検
討した。

（３）得られた結果

得られた結果については，JC１線単独での解析は行
わず，北水試定期海洋観測の結果と併せて解析し，海
況速報第１４５号から第１５０号まで作成し公報した（本事
業開始は第５５号）。
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４．漁況・海況予報調査（経常研究）

担当者　資源管理部　海洋環境グループ　浅見大樹
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（１）目的

貝毒プランクトンの出現状況を調査し，貝毒化との
関係を把握するためのデータを蓄積する。また，貝毒
化の時期（毒力の上昇期・下降期）を予測し，これを
関係機関に速報して，ホタテガイなどの出荷計画に役
立てる。なお，本研究の成果は「貝毒プランクトン調
査結果報告書（赤潮・特殊プランクトン予察調査報告
書）」としてマリンネット北海道のHPに公開している。

（２）経過の概要

本調査は，２００５年４月上旬に厚岸産マガキから麻痺
性貝毒が検出されたのを機に，貝毒プランクトン出現
傾向と貝毒性値の推移の関係を総点検する目的で定点
を追加し，２００７年３月まで，全道沿岸の１９海域２１定点
で原則として月２回の頻度で実施した。これらの調査
結果をもとに，２００７年４月以降は１７海域１８定点に重点
集約して実施した。噴火湾海域を除く１５定点のうち，
江差，浜益，増毛，猿払，常呂，サロマ湖，標津およ
び厚岸を中央水試が，頓別，紋別，能取湖および網走
を網走水試が，静内および知内を函館水試が担当して
実施した。現地調査については，当該地域の水産技術
普及指導所と漁業協同組合が担当した。貝毒プランク
トンの出現状況を速報するため，一部の試料の検鏡を
株式会社日本海洋生物研究所に委託した。
ここでは，中央水試および網走水試が担当した１２海

域（日本海～オホーツク海（宗谷・網走海域）～根室
海峡）の結果について，要約を以下に記す。

（３）得られた結果

北海道の日本海～オホーツク海～根室海峡～えりも
以東太平洋の沿岸に１２定点（江差，浜益，増毛，猿払，
頓別，紋別，常呂，サロマ湖，能取湖，網走，標津，
厚岸）を設け（図１），Dinophysis属およびAlexandrium
属のプランクトンの出現状況と海洋条件及び貝毒化と
の関係を調査した。得られた結果は逐次関係機関に電
子メールで速報し，ホームページで公開した。２０１２年
の各定点における水温とプランクトンの鉛直分布の季

節変化を図２～５に示した。
網走中部および南部海域で７月下旬に，麻痺性貝毒
による生鮮ホタテガイの出荷自主規制値（４MU/g-可
食部）を超える毒化が認められた。
網走北部～根室海峡では６～７月に，A.tamarenseが
出現した。最高出現数は７/２１紋別（網走北部）の１３０
細胞/Lであった。太平洋では，A.tamarenseは５～８月
に出現し，最高出現数は６/１３厚岸（太平洋東部）の６０
細胞/Lであった。津軽海峡，日本海および宗谷海域で
はA.tamarenseの出現は認められなかった。
根室海峡海域で７月上旬に，下痢性貝毒による生鮮
ホタテガイの出荷自主規制値（０.０５MU/g-可食部）を
超える毒化が認められた。
津軽海峡～日本海～オホーツク海（宗谷・網走海域）
～根室海峡では，主な出現種は D. fortii，D. acuminata, 
 D. norvegica, D. mitraであった。D. fortiiは９/３サロ
マ湖で最高９０細胞/L，D. acuminataは５/１５能取湖で最
高５８０細胞/L，D. norvegicaは７/１２標津で最高１６０細胞
/L，D. mitraは９/２１能取湖で最高１２０細胞/Lそれぞれ
出現した。一方，太平洋では，主な出現種はD. fortii, D. 
acuminata, D. norvegicaであった。D. fortiiは１０/４厚岸
で最高１４０細胞/L， D. acuminataは８/６厚岸で最高
１３０細胞/L，D. norvegicaは６/２８厚岸で最高３７０細胞/L
出現した。
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５．ホタテガイ等二枚貝に関するモニタリング（経常研究費）
５．１　貝毒プランクトンモニタリング調査

担当者　資源管理部　海洋環境グループ　品田晃良　嶋田　宏 

(

図１　貝毒規制の海域区分と調査定点（２０１２年）
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（１）目的

日本海の沿岸域において，北部に位置する利尻，礼
文島ではリシリコンブが漁業として採取されるのに対
し，南部海域ではホソメコンブの繁茂量が少なく，磯
焼け状態が持続している。一方，サハリン西岸におい
ては，宗谷海峡に近い海域ではコンブ類が繁茂するの
に対し，北部海域ではコンブ繁茂量は少ない。このよ
うに，対馬暖流が流れる同じ日本海沿岸でありながら，
コンブの繁茂量は海域により異なっている。現在まで
の調査から，日本海北部海域は南部海域に比べ，冬季
に栄養塩量が増加する海洋条件の多いことがわかって
きた。今年度も冬季の栄養塩環境に焦点をあて，コン
ブが繁茂あるいは磯焼けになる条件を明らかにする。
なお，本調査はサフニロとの共同研究である。

（２）経過の概要

沖合域の水温・塩分・栄養塩観測

２０１２年１２月，２０１３年２月に図１に示した調査点を基
本定点とし，調査船を用いて，図中黒丸の点において
はCTD観測および栄養塩分析のための表層採水，白抜
丸の点においては栄養塩分析のための各層採水を行っ
た。なお，時化のため，各航海ともに，全調査点での
観測は実施できなかった。

（３）得られた結果

沖合域の水温・塩分・栄養塩観測

２０１３年２月における深度１０ｍの水温，塩分，鉛直混
合深度，表面の硝酸態+亜硝酸態窒素濃度，リン酸態
リン濃度及びクロロフィルａ量の水平分布を図２に示
す。なお，ここでの鉛直混合深度とは，深度０mの水
温が下方にマイナス１℃まで低下する深度とした。ま
ず，水塊分布については，対馬暖流の指標を水温７℃
以上とすると，暖流は岩内湾までは岸沿いを，積丹半
島以北では，離岸し沖合域を北上している。このよう
な暖流の流路は，暖流表層水の塩分が周囲よりも低い
ため，塩分の水平分布からも同様に判断できる。宗谷
海峡近海では水温が４℃以下，塩分３３.９以下の水塊が
岸沿いに分布しており，その先端は羽幌沖まで達して
いる。水温，塩分が低いことから，この水塊はオホー
ツク海からの移流の影響を受けている（以後オホーツ
ク水）。宗谷海峡のはるか西方には水温４℃以下の沖
合冷水が分布し，塩分３４.０５及び３４.０２５の等値線の形状
から，この沖合冷水は周囲の海水と混合しながら石狩
湾方向に舌状に張り出している。このように，観測時
の水塊構造は大きく，対馬暖流水，オホーツク水，沖
合水に分けることができる。
次に，硝酸態窒素濃度は７μmol/l以上の海域が多く
みられ，例年よりも栄養塩環境は良い。鉛直混合深度
は，積丹半島以北では，対馬暖流域，沖合冷水域及び
浅海な沿岸域を除き，１５０ｍ以上になっており，例年よ
りも鉛直混合が深所に達している。したがって，２０１３
年２月の硝酸態窒素濃度が全体的に高い傾向にある要

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）
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６.　水産国際共同調査（経常研究）
６.　１　北海道とサハリンのコンブ漁場の環境に関する比較調査

担当者　資源管理部　海洋環境グループ　西田芳則　栗林貴範
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因の１つに，鉛直混合が例年よりも強いことが考えら
れる。
水塊別に硝酸態窒素濃度を比較すると，窒素濃度は
対馬暖流域では７μmol/l以下と低く，沖合冷水域では
１０μmol/l以上と高い。また，沖合水の張り出しがみら
れる積丹半島の北方では硝酸態窒素濃度は９μmol/l
以上と高くなっている。一方，オホーツク水が分布す
る羽幌以北沿岸域では硝酸態窒素濃度は天塩以北で高
く，以南で低い。クロロフィルａ量が石狩湾以北沿岸
域で高い傾向にあることから，硝酸態窒素濃度の海域

差の要因に植物プランクトンの小ブルーミングによる
硝酸態窒素の消費の影響が考えられる。
以上のことから，沿岸域の栄養環境は水塊分布の影
響を強く受けていることがわかった。今年度の観測結
果では，沖合水が積丹半島以北の海域に広く張り出し
ており，このことが，前述した鉛直混合の強化に加え，
当海域で高栄養環境になった要因と考えられる。２０１３
年２月の対馬暖流の流量は約０.９３Sv（=１×１０６m３/s）
と例年よりも２割ほど少ない。したがって，沖合水の
張り出しの要因に対馬暖流勢力の弱化が示唆される。

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）
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(a) (b) (c)

(d) (e) (f)

図２　２０１３年２月の日本海における１０m深（a）水温，（b）塩分，（c）鉛直混合深度， 表面の
（d）硝酸態窒素濃度，（e）リン酸態リン濃度，及び（f）クロロフィルａ量の水平分布。
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（１）目的

我が国２００海里水域内の漁業対象資源の性状を科学
的根拠に基づいて評価し，生物学的漁獲許容量の推計
に必要な資料を収集するため，水産庁長官が独立行政
法人水産総合研究センターに委託して実施する我が国
周辺水域資源調査等推進対策委託事業の資源評価調査
のうち，独立行政法人水産総合研究センターで担うこ
とが困難な，地域の市場調査，沿岸域の調査船調査等
きめの細かい調査，あるいは広い海域において同時に
行う漁場一斉調査を行うことを目的とする。

（２）経過の概要

「平成２４年度資源評価調査計画」に基づき，以下の調
査を実施した。なお、試験調査船おやしお丸が、平成
２２年１月末日をもって、用途廃止となったため、昨年
度まで実施していたスルメイカの漁場一斉調査および
沖合域海洋観測調査とスケトウダラの新規加入量調査
については、それぞれ金星丸と北洋丸で実施した。
ア　生物情報収集調査

主要水揚げ港の漁獲統計データを収集すると共に，
生物測定で得られた結果と合わせて年齢組成データ等
を収得した。魚種別の調査地と調査回数は次のとおり
である。
・スケトウダラ：小樽（１回），古平（３回）
　　　　　　　　岩内（３回）
・マダラ　　　：小樽（１回），余市（１回）
・ホッケ　　　：小樽（８回），古平（２回）

　　　　　　　　寿都（１回）
・ヒラメ　　　：余市（２回）
・カレイ類　　：小樽（１回），余市（１回）
・スルメイカ　：余市（１回）
イ　生物測定調査

主要水揚げ港における漁獲物から標本を購入し，生
物測定（全長，体長，体重，成熟度，耳石による年齢
査定）を実施し，成長や成熟等に関する知見を収得し
た。魚種別の調査地と調査回数は次のとおりである。
・スケトウダラ：小樽（４回），古平（５回）
　　　　　　　　岩内（６回），島牧（１回）
・マダラ　　　：小樽（１回），余市（１回）
・ホッケ　　　：小樽（８回），古平（２回）
　　　　　　　　寿都（３回）
・ヒラメ　　　：余市（２回）
・ソウハチ　　：小樽（２回），古平（２回）
・スルメイカ　：余市（６回）
カ　データ等の収集・蓄積・管理

FRESCO新システムを設置し，生物測定調査等のデ
ータ登録を行った。

（３）得られた結果

生物情報収集調査，生物測定調査，漁場一斉調査及
び沖合海域海洋観測調査の結果については，
FRESCOシステムに登録したほか，電子ファイルで北
海道区水産研究所及び日本海区水産研究所に提出した。

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）

－93－

８．資源評価調査事業（公募型研究）

担当者　資源管理部　資源管理グループ　三宅博哉　志田　修　星野　昇　高嶋孝寛　山口幹人
三原行雄　和田昭彦　山口浩志　丸山秀佳　　　　　
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（１）目的

国は水産基本法第１３条，１５条の規定に基づき，我が
国排他的経済水域における水産資源の適切な保存及び
管理を図るため，主要資源と漁業の現状を評価するこ
とを目的として本調査事業を実施している。このため，
北海道周辺に分布するマダラの資源評価を行うために
必要な情報を収集することを目的として，後志管内に
おいて漁獲物の生物測定調査と漁獲統計調査を実施す
る。

（２）経過の概要

ア　漁獲物生物測定調査

２０１３年１月２４日に，沖合底びき網漁業により小樽機
船漁業協同組合に水揚げされた漁獲物から標本採集し，
各個体の生物測定（性別，全長，体長，体重，内蔵除
去重量，生殖腺重量，成熟度，肝臓重量，胃内容物重
量，胃内容物観察，耳石採取）を行った。また，２０１２
年１１月２３日に余市郡漁業協同組合に水揚げされた漁獲
物についても，同様の調査を行った。
イ　漁獲統計調査

後志総合振興局管内における漁獲量を漁業生産高報
告（北海道資料）から集計した。単年度の集計期間は
４月から翌年３月までとした。ただし，２０１２～２０１３年
分の漁獲量については中央水産試験場が集計した暫定
値である。また，２０１２年４月から２０１３年３月までに小
樽機船漁協に水揚げされた銘柄別箱数を同組合資料か
ら集計した。

（３）得られた結果

ア　漁獲物生物測定調査

標本採集と測定結果の概要を表１に示す。２０１１年度
は小樽機船漁協で３６尾，余市郡漁協で３６尾，計７２尾を
測定した。
イ　漁獲統計調査

１９８５～２０１１年度（４月～翌年３月集計）の漁獲量推
移を表２，図１に示した。後志総合振興局管内の沿岸
漁業では小樽市，余市町，古平町，積丹町，島牧村な
どで刺し網による漁獲量が多い。そのうち，小樽市，

余市町，古平町では２０００年度に前年度を大きく上回る
漁獲があったが，それ以降は２００７年度まで減少傾向が
続いた。２０１１年度は古平町や余市町などで漁獲量が前
年を大きく上回ったが，２０１２年度は微増もしくは減少
した。小樽市に水揚げされる沖合底びき網漁業の漁獲
量は近年著しい減少傾向にあり，２０１０年度は前年を大
きく上回ったもの，２０１１年度は再び減少に転じた（表
２，図１）。２０１２年度は集計途中であるが，２０１２年度の
小樽機船漁協における銘柄別漁獲箱数（表３）は，主
要銘柄で２０１１年度の倍以上の漁獲となっていることか
ら，漁獲量の集計値は大幅増加となる見込みである。
なお，資源状態などについては，「１．漁業生物の資源・
生態調査研究」を参照。

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）

－94－

８．１　マダラ

担当者　資源管理部　資源管理グループ　星野　昇

表１　２０１２年度の標本測定概要
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平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）

－95－

　　　　　　　　　　表２　マダラの漁獲量経年値　（４月から翌年３月）　　　　　　　　単位：トン

図１　各地区沿岸漁業におけるマダラ漁獲量の経
年推移

表３　２０１２年度の小樽地区沖合底びき網漁業によ
る銘柄別漁獲実績

　　　（２０１２年４月～２０１３年３月）
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（１）目的

スケトウダラ北部日本海系群の新規加入量（漁獲対
象および産卵親魚）を把握するために，年級豊度およ
び漁獲される前（漁期前）の産卵親魚量を推定する。

（２）経過の概要

ア　産卵群漁期前分布調査（秋季新規加入量把握調査）

本調査は産卵親魚の現存量推定を目的に，１９９６年度
から稚内水試および函館水試と共同で実施している。
２０１２年度は道西日本海において試験調査船北洋丸，金
星丸の２船を用いて１０月１０日～１０月２３日に調査を行っ
た（図１）。調査内容は，計量魚群探知機（以降計量魚
探機と略す）EK６０（シムラッド社製）による音響デー
タ収集（３８および１２０kHz）および着底または中層トロ
ール網による生物採集である。収集した音響データ
はEchoview（Myriax社製）を用いて解析し，調査線
ごとにスケトウダラの反応を抽出した。生物採集によ
り得られたスケトウダラ標本は船上で凍結し，後日研
究室で尾叉長，体重，性別，熟度，生殖腺重量などを
測定し，標本毎の平均TS（Target Strength）および
成魚割合を推定した。これらの音響データと生物測定
結果を用いて，調査海域に分布するスケトウダラの分
布量を推定した。

（３）得られた結果

ア　産卵群漁期前分布調査

２０１２年度の調査の実施期間において，荒天の日が続
いたため，計量魚探調査において実施できたのは予定
航走距離８８１マイルの内 の３９１マイル（予定航走距離の
４４％）であった。またトロール調査の実施点数は３点
であった（図１）。
２０１２年度におけるスケトウダラの水平分布を図２に
示す。石狩湾～積丹半島沖については調査できなかっ
たがスケトウダラは例年同様に主要な産卵場である檜
山海域，岩内湾に多かった。これに加えて，２０１０年度
および２０１１年度と同様に武蔵堆周辺および留萌沖にも
強い反応が観察された。
トロール調査は檜山海域沖と北部海域沿岸のみの実

施となったため（図１），８月と９月における北洋丸の
トロール調査の結果も参考値として用いた。採集され
た標本は全調査点（T１～T３）で尾叉長４０cm前後の
２００６年級群（６歳）と尾又長４２cm以上の７歳以上の高
齢魚で構成されていた（図３）。

２０１２年において実施できた調査海域全体（図４）の
スケトウダラ成魚の推定分布量（調査範囲が限定され
ていること，海況が悪くノイズの影響が懸念されるこ

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）

－96－

８．２　スケトウダラ新規加入量調査

担当者　資源管理部　資源管理グループ　三原行雄　志田　修　山口幹人　丸山秀佳

図１　産卵群漁期前分布調査の調査海域
　　　破線は魚探予定ライン，実線は実施ライン
　　　●はトロール地点，○は参考トロール地点
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とから，参考値とする）は約３.８万トンと，同一範囲に
おける２０１１年の分布量（約５.５万トン）の７割程度に減
少した。１９９８年以降のスケトウダラ成魚の分布量と比
較すると２０１２年の分布量は最も低位であった２００８年並
であったと推定された。

イ　結果の活用

調査結果は，スケトウダラ北部日本海系群の産卵親
魚量の指標として，国および道の資源評価に用いられ
ているが，２０１２年度の結果は参考値扱いとした。

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）

－97－

図２　産卵群漁期前分布調査におけるスケトウダラの分布
丸の大きさは反応の強さNASC（㎡/n㎡）　　
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平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）
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図３　産卵群漁期前分布調査により採集されたスケトウダラの尾叉長

図４　漁期前調査における推定分布量（２０１２年範囲と全調査範囲）の経年推移
　北部海域：北緯４３°４１.５'以北，南部海域：北緯４３°４１.５'以南の海域
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平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）
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図５　産卵群分布調査から推定されたスケトウダラ成魚分布量の推移
　　　　　北部海域：北緯４３°４１.５'以北，南部海域：北緯４３°４１.５'以南の海域
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（１）目的

国連海洋法条約では高度回遊性魚類のマグロ類につ
いて，沿岸国が国際機関を通じてその保存・管理に協
力することになっている。マグロの管理に関しては，
平成１６年に「中西部太平洋における高度回遊性魚類資
源の保存管理に関する条約（WCPFC）」が発効し，我
が国も平成１７年に加盟した。また，平成７年に設立さ
れた，「北太平洋におけるマグロ類および類似種に関す
る国際科学者委員会（ISC）」が資源評価を行い，
WCPFCに提言を行っている。
我が国周辺海域においては，クロマグロを中心に，

数種のマグロ類が来遊し，各種漁業により漁獲がなさ
れている。本事業では，我が国海域及び隣接する公海
を回遊するマグロ資源の資源評価及び適切な資源管理
方法を確立するため，科学的なデータを収集すること
を目的とする。
詳細は，「平成２４年度水揚地でのまぐろ・かじき調査

結果，２０１３年３月，独立行政法人　水産総合研究セン
ター」に記載した。

（２）経過の概要

ア　漁獲統計調査

函館水試と共同で，渡島・後志管内の主要７漁業協
同組合（戸井，松前さくら，福島芳夫か島牧，寿都町
および余市郡）を対象に日別，漁法別，銘柄別，水揚
げ状態（例：ラウンド，セミドレス）別のマグロ類お
よびカジキ類の漁獲尾数と漁獲重量を調査した。
イ　魚体測定調査

余市郡漁協で水揚げされたクロマグロの魚体測定を
行った。

（３）得られた結果

２０１２年の北海道におけるクロマグロの漁獲量（各地
区水産技術普及指導所に基づいて中央水試が集計した
暫定値）は５１２トンとなり，前年の３００トン（北海道水
産現勢）を大きく上回った。２０１２年の漁獲のうち９割
以上を渡島管内が占めていた。
２０１２年の後志管内主要漁協の漁獲量は２トンで前年

（５トン）を下回った。
余市郡漁協ではクロマグロ合計６１個体の尾叉長を計
測した。

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）
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９．国際資源評価事業（日本周辺クロマグロ）（公募型研究）

担当者　資源管理部　資源管理グループ　山口浩志　志田　修
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（１）目的

本事業は，日本海におけるTAC対象魚種であるスケ
トウダラ，ズワイガニ，スルメイカについて，適切な
ABC算定と資源管理方策の策定のために，日本海海況
予測システム（JADE）と連携した海洋環境を考慮し
た加入量予測シミュレーションの開発と改良を行い，
シミュレーション結果について検討する。
北海道ではスケトウダラに関する課題を担当する。
幼魚の耳石を用いた孵化日組成の推定，幼稚魚期にお
ける発育段階別の分布状況の解析，漁獲情報および調
査船調査結果から推測される産卵状況（産卵海域およ
び時期）を明らかにする。また，２００５年以降の産卵期，
生活史初期の解析を進め，加入量変動に影響を与えた
海洋環境の検討を行って加入量予測精度を向上させる
課題を担当する。

（２）経過の概要

ア　仔稚魚の分布および日齢データの解析

北洋丸を用いた調査により，スケトウダラ仔稚魚の
分布および日齢解析データを収集した（調査内容の詳
細は，稚内水試事業報告書を参照）。
イ　親魚の分布および量のモニタリングとデータ解析

北洋丸および金星丸を用いて行ったスケトウダラ産
卵親魚の分布および量に関するデータを再解析し，経
年比較する（調査船調査内容の詳細は，資源評価調査
の項および稚内，函館水試事業報告書を参照）。

ウ　輸送モデルシミュレーションの検討および結果の

とりまとめ

日本海区水産研究所において開催された検討会議に
参加し，スケトウダラの卵から仔魚期における輸送モ
デルシュミレーション結果について検討し，結果をと
りまとめた。

（３）得られた結果

ア　仔稚魚の分布および日齢データの解析

分布および日齢組成のデータを蓄積し，会議におい
て結果を報告した。
イ　親魚の分布および量のモニタリングとデータ解析

スケトウダラ産卵親魚の分布および量に関するデー
タを再解析し，会議において報告した。
ウ　輸送モデルシミュレーションの検討および結果の

とりまとめ

豊度の高い２００６年級および２０１２年級群の産卵期～稚
魚期の海洋環境（水温，流れ）を他の年と比較するこ
とにより，豊度の高い年級群の発生条件について検討
を進めた。また改良版JADEシステムの解析結果の妥
当性について検討するとともに今後の解析方針につい
て協議した。

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）
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10．資源変動要因分析調査（スケトウダラ日本海北部系群）（公募型研究）

担当者　資源管理部　資源管理グループ　三原行雄　志田　修
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（１）目的

近年，トドやイルカ類等の高次捕食海洋生物が，ス
ケトウダラ，スルメイカ等の重要漁業資源を相当程度
捕食していることが明らかになっている。海洋生態系
の「食う，食われる」の関係を定性的・定量的に解明
し，海洋生物資源の持続的な利用方策や資源管理の実
践につなげることが国際的にも強く求められている。
北海道ではトドによる漁業被害が古くから問題となっ
ており，近年では日本海に被害が集中している。
本事業は，トドによる漁業被害対策の一環として，

トド捕食影響調査（国際資源対策推進委託事業　平成
１６年度から調査開始）により基礎的な生態学的知見の
蓄積および被害実態を明らかにすることを目的とする。
また，トドを含む高次捕食海洋生物の生態系や漁業へ
の影響を評価し，重要漁業資源の適切な管理に役立て
る。

（２）経過の概要

成果については，共同研究機関である（独）水産総
合研究センター北海道区水産研究所で一括して報告書
として取りまとめて公表されるので，ここでは概略を
記述する。なお，２０１２年度より中央水試において混獲
調査および被害実態調査を担当することになった。

（３）得られた結果

ア　採捕・漂着個体からの試料採取

２０１２年度に，石狩湾および積丹半島において採捕さ
れたトド１１個体から，解体業者の協力を得て試料の採
取を行った。採集した試料は，頭部（年齢査定用，北
大担当），胃と腸（食性解析用，稚内水試担当），筋肉
（DNA・安定同位体分析用，北水研担当），生殖器（性
成熟判定用，北大担当）であり,それぞれ冷凍もしくは
ホルマリンで固定して分析担当機関に送付した。
試料採取した個体の生物学的特性値などを表１に示
す。オスは８個体で，体重２００～８５０kg，メスは３個体
で，体重１８０～２７０kgであった。なお，標識個体の捕獲
は１個体で,サハリン中知床岬沖チュレニー島におい
て標識された個体であった。
イ　被害実態調査

トドによる漁業被害を把握するために，１）現地での
被害状況の聞き取り，２）道で集計している被害統計の
解析によって被害実態を把握し，３）被害の多い漁業種
や魚種の統計値を収集・解析した。
ウ　混獲調査

後志総合振興局管内における底建網の操業実態を把
握するため混獲実態調査を実施した（調査項目：積丹
半島周辺海域における混獲実態聞き取り調査，操業日
誌調査，混獲個体からの標本収集）。

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）
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11．有害生物被害軽減実証委託事業（トド出現実態・生態把握調査）（公募型
研究）

担当者　資源管理部　資源管理グループ　和田昭彦　志田　修　三宅博哉

13901 270 225 275 145 70 47
13902 390 268 288 175 85 54
13903 850 318 365 293 150 93
13904 540 285 326 192 85 66.4
13905 270 225 259 157 55 44
13101 180 210 242 129 35 47
13907 200 205 245 135 35.5
13102 450 270 329 179 75 59
13103 210 217 257 128 38 48
13910 400 265 317 164 40
13104 190 200 235 138 32

表１　2012年度に石狩湾および積丹半島周辺で採取されたトド標本
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（１）目的

スケトウダラは，平成２３年３月に公表された我が国
の海洋生物資源の資源管理指針（平成２４年１２月改正）
の対象魚種となっている。本事業では，スケトウダラ
日本海北部系群を漁獲対象としている沖合底びき網漁
業（以後，沖底）の資源管理指針・計画について，そ
の効果や問題点を検証するとともに，沖底の主要な漁
獲対象種であるホッケ，マダラおよびソウハチについ
ても管理措置の必要性について検討することを目的と
している。

（２）経過の概要

北海道区水産研究所と道総研（中央水産試験場，稚
内水産試験場，函館水産試験場）が事業を担当した。
北海道区水産研究所は，スケトウダラ資源と沖合底
びき網漁業に関わる現状および事業全体の取りまとめ
を担当し，道総研中央水産試験場，稚内水産試験場，
函館水産試験場は，ホッケ，マダラ，ソウハチ資源と
知事許可漁業に関わる現状の取りまとめを担当した。

（３）得られた結果

ア　沖合底びき網漁業の魚種別漁獲状況

日本海の沖底における主漁獲対象種の２０００年以降の
漁獲量を以下に示す。
スケトウダラの漁獲量は，２００２年の３.８万トンをピー
クに減少し，２０１１年は２００２年の１/６に減少した。漁獲
量の減少は資源状況の悪化の影響の他，２００８年度より
TAC数量が大きく削減された影響も大きい。
ホッケの漁獲量は２００８年までは８万トン前後で比較

的安定して推移していたが，２００９年以降は減少傾向と
なり，２０１１年は２０００年の１/３に減少した。
マダラの漁獲量は２０００～２００４年までは２千トン前後

で推移していたが，２００５年に１千トンまで減少し，そ
れ以降は１千トン前後で推移している。
ソウハチの漁獲量は２００７年までは１.０～１.３千トンの
範囲で推移していたが，２００８年以降は０.８～１.０千トンの
漁獲で推移している。
イ　沖合底びき網漁業の主漁獲対象種の資源状態

日本海北部系群のスケトウダラの資源量は１９８７～
１９９２年度には高い水準にあったが，１９９１年度以降は減
少傾向を示しており，２００７年度にはピーク時の１/１０程
度に減少し，２０１１年度も依然として低水準にある。
道北系群のホッケの資源水準は，２００８年以降減少傾

向が続いており，２０１１年は低水準にある。
日本海海域のマダラの資源水準は，２００５年以降は低
水準で推移していたが，２０１１年には中水準となった。
日本海～オホーツク海海域のソウハチの資源水準は，
中水準のまま推移しており，２０１１年も中水準である。
ウ　資源管理の状況と資源維持・回復のために必要な

取り組みの提案

スケトウダラはTACにより管理されている。TAC
はABCに基づき漁業者の経営状況等も考慮され設定
されている。またTACは国が定めた中期的管理方針
に合致するように設定されており，スケトウダラ日本
海北部系群では「資源の減少に歯止めをかけることを
目指して管理を行うものとし，資源管理計画に基づく
取組の推進を図るものとする」とされている。ホッケ，
マダラ，ソウハチについては，TACによる管理は実施
されていない。
北海道区水産研究所が行ったシミュレーションの結
果によるとスケトウダラ日本海北部系群を資源回復さ
せるためには，豊度の高い年級群の発生により今後良
好な加入があったとしても，若齢魚の保護だけではな
く，TAC数量自体を増加させないことが必要である。
国の資源評価および北海道の資源評価の結果，マダ
ラおよびソウハチについては概ね現状よりも資源を減
少させないことを目標に，現状以上の漁獲圧をかけな
い操業が望ましいと判断される。しかし，ホッケにつ
いては資源の急激な減少が認められることから，資源
回復に向けた取り組みを実施する必要がある。

（４）成果の活用策

取りまとめ結果は平成２５年３月１日に札幌市で開催
された資源管理指針等推進事業報告会にて報告をした。
また，これらの結果は，年度末に報告書としてまとめ
られた。

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）
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12．資源管理指針等推進事業（公募型研究）

担当者　資源管理部　資源管理グループ　三原行雄　志田　修
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（１）目的

北海道資源管理協議会において，北海道資源管理指
針の見直しにあたり，科学的知見に基づく総合的な検
討に資するため，漁業生物の資源状況や生態把握及び
適切な管理等に関する科学的データの収集を目的とす
る。 

 

（１）目的

委託業務処理要領に基づき，当水試においては次の
１２魚種：スケトウダラ，マダラ，ホッケ，マガレイ，
ソウハチ，クロガシラガレイ，ヒラメ，ニシン，ハタ
ハタ，エビ類，タコ類およびスルメイカの資源状況及
び生態等の把握を行う。

（２）経過の概要

実施内容については，「漁業生物の資源・生態調査研
究（経常研究）」に一括して記載した。ただし，クロガ
シラガレイについては得られた資料を石狩湾以北日本

海～オホーツク海海域クロガシラ担当の網走水試に送
付し資源評価書作成の資料とした。
また，前年度の調査及び評価に従い各魚種毎に資源
の評価書を作成し，平成２４年度資源評価調査部会で内
容を検討した。そして，その結果を水産資源管理会議
で報告した。
作成された評価書はマリンネット 

（ http://www.fishexp.hro.or.jp/exp/central/kanri/ 
SigenHyoka/index.asp ）で公表すると共に，ダイジェ
スト版を「北海道水産資源管理マニュアル２０１２年度版」
として印刷公表した。

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）
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13．漁業生物の資源・生態調査及び資源管理手法開発試験調査（受託研究）

13．１　資源・生態調査研究

担当者　資源管理部　資源管理グループ　三宅博哉　志田　修　星野　昇　高嶋孝寛　山口幹人
三原行雄　和田昭彦　山口浩志　丸山秀佳　　　　　
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（１）目的

ホッケは道西日本海海域の沿岸漁業・沖合漁業双方
にとって，きわめて重要な漁業資源である。この資源
を持続的に利用するため，資源評価結果などの科学的
知見に基づき，関係する漁業の実態に見合った資源管
理指針を策定することを目的とする。

（２）経過の概要

ア　資源管理技術開発

道北群資源に対し，現状の漁業が今後も継続した場
合と，一定程度の資源管理を行った場合を想定して将
来予測を行い，その結果を比較することで管理効果を
検討した。２０１２年までの資源量はVPA解析結果
（１．１．６．漁業生物の資源・生態調査研究「ホッケ」
を参照）によった。現状の漁業を２００８～２０１０年の平均
漁獲圧（F値）で表すこととした。２０１３年以降の将来
予測をVPAの前進計算により行った。毎年の新規加
入量を親魚量に応答して変化するリッカー型再生産モ
デル１）により与えた。ただし，加入量予測値をモデル
による期待値に対して確率分布（ガンマ分布）に従っ
て発生させることにより，予測の不確実性を考慮した。
資源重量および親魚量の計算では，高嶋ほか２）による
年齢－サイズ関係式を用いた。これらの計算を，漁業
を現状のまま推移させた場合（１.０F）と，漁獲圧を３
割削減した場合（０.７F）とでそれぞれ２０２０年まで計算し，
比較した。
イ　高度資源管理指針策定

これまでの本調査による取組み成果に基づき，稚内
水産試験場（以下，稚内水試）および網走水産試験場（以
下，網走水試）と共同でホッケ道北群の高度資源管理
指針を策定した。指針の詳細および平成２０～２４年度に
おける取組み成果について，ホッケ道南群，シシャモ
（道南太平洋海域），ハタハタ（道東太平洋海域，日本
海海域），およびアカガレイ（噴火湾海域）における取
組み成果と共に報告書１）を作成し，関係機関等へ配布
した。
ウ　研究成果の普及・広報

北海道試算林務部（以下，水産林務部）が２０１２年下

半期より指導開始した資源回復対策の検討の機会に，
管理効果の検討結果をはじめとした情報を提供した。
漁業生物の資源・生態調査研究（経常研究）および
資源評価調査（受託研究）による資源評価に，本課題
による成果を反映させた。また，関係漁業者対象の説
明機会等において，その都度，最新の研究成果を紹介
した。

（３）得られた結果

ア　資源管理技術開発

漁獲圧を１.０Fと仮定した場合，２０１２産卵年以降，親
魚量が２万トンを越えることは起こりにくく，そのた
め加入量が５億尾前後に抑えられた。その結果，資源
重量がほぼ１０万トン未満で低迷して推移した（図１）。
一方，０.７Fを仮定した場合は，２０１５産卵年には親魚量
がほぼ２万トン以上に達してその後も増加し，これら
に応じて加入量も増加した。その結果，資源重量も増
加傾向となり，２０１７年にはほぼ確実に１０万トンを超え
る計算結果が得られた（図２）。これらのことから，現
状の漁業を継続する限り資源は低い水準のまま推移す
るが，漁獲圧を一定程度削減すると，数年後に高い確
率で資源が回復することが期待できると考えられた。
イ　高度資源管理指針策定

平成２０～２４年度の本調査業務ならびに経常研究等に
よる取組成果により，ホッケ道北群資源にとって親魚
量は重要な役割を果たしており，漁獲圧の制御によっ
てそれを増大させることができると判断された。その
ため，高度資源管理指針の基本的な考え方を「漁獲努
力量の削減により産卵親魚量の増大を図る」こととし，
具体的な方策として，①若齢魚の保護，②産卵親魚保
護，および③迅速な資源管理体制の構築を提示した１）。
ウ　研究成果の普及・広報

水産林務部，北海道漁連，北海道機船連，水産庁，
および道水誌により，ホッケ道北群の管理対策につい
て，漁獲圧削減による回復効果と，漁獲制御の強さお
よび実施期間が漁業経営に及ぼす影響とを勘案しつつ
協議された。その結果，北海道水産林務部により，２０１２
年下半期から２０１５年上半期まで，漁獲努力量を２００８～

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）
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13．２．２　ホッケ

担当者　資源管理部　資源管理グループ　高嶋孝寛
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２０１０年平均値に対して３割削減することを基本とした
自主管理が指導されることとなった。
資源状況および管理措置の必要性を説明した平成２４
年度中の諸会議等について，中央水試職員出席分を表
１に示した。

（４）文献

１）前田圭司，板谷和彦，後藤陽子，鈴木祐太郎，高
嶋孝寛，浅見大樹，品田晃良，田中伸幸，室岡瑞
恵，城　幹昌，藤岡　崇，岡田のぞみ：ホッケ

（道央日本海～オホーツク海・道南日本海～道南太
平洋海域）．「受託研究　漁業生物の資源・生態調査
および資源管理手法開発試験調査業務　資源管理
手法開発試験調査報告書」地方独立行政法人北海
道立総合研究機構　水産研究本部，余市．１–７７
（２０１３）.

２）高嶋孝寛，星野　昇，板谷和彦，前田圭司，宮下
和士：耳石断面観察によるホッケ道北群の年齢査
定法と年齢－サイズ関係，日水誌７９，３８３–３９３ 
（２０１３）.

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）
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表１　資源状況・管理方策等の説明機会一覧（平成24年度　中央水試出席分のみ掲載）

図１　1.0Fを仮定したシミュレーション 図２　0.7Fを仮定したシミュレーション
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（１）目的

石狩湾系ニシンの漁獲量は１９９７年以降に増加し，近
年では数百～２千トンで変動している（図１）。これは
１９９５年級群の出現を契機として資源が増大したためで
あるが，日本海ニシン資源増大（増大推進）プロジェ
クト（平成８～１９年度：以下，ニシン・プロジェクト）
における種苗放流事業の実施および自主的漁業管理の
取組も貢献していると考えられる。
平成２０年にニシン・プロジェクトは終了したが，資
源を維持増大させるためには，種苗放流と漁業管理の
継続が必要と判断された。そこで，日本海北部にしん
栽培漁業推進委員会が種苗放流事業を継続するととも
に，漁業管理の前提条件となる漁況予測を実施するこ
ととなった。このうち，漁況予測に関しては，専門的
技術と知見を有し，調査実績がある道総研中央および
稚内水産試験場が調査を受託・実施した。

（２）経過の概要

ア　２０１２漁期年度の漁況予測

高齢魚（３歳以上）については，前年度までの漁業
情報（漁獲統計・漁獲物組成）から①資源状況を把握
し，それに基づいて漁況予測が可能である。一方，若
齢魚（２歳以下）については②加入量を予測するため
の調査が必要である。
そこで，２０１２漁期年度（２０１２年５月～２０１３年４月：

盛漁期は２０１３年１～３月）の３歳以上の漁況予測のた
め，VPA（Virtual Population Analysis）に基づいて，

主漁業である刺し網が開始される２０１３年１月の資源重
量を推定した。
１歳魚の２０１３年１月の資源重量は，ニシン・プロジ

ェクトから継続してきた稚魚分布調査から，２歳魚につ
いては試験調査船のトロール調査結果から推定した。
イ　次年度以降の予測に向けて

次年度以降にも漁況予測を継続するため，以下の調
査を実施した。（主目的が前述の①と②のどちらである
かを項目名の後に示した。）
（ア）稚魚分布調査②

２０１２年６月１３日，２６日，７月２日，１７日の４回，石
狩川河口周辺の砂浜域の６点において，調査用地びき
網を用いた稚魚分布調査を実施した。
（イ）トロール調査②

２０１２年８～９月に試験調査船北洋丸によるトロール
調査で，採集されたニシンの生物測定を実施した。
（ウ）漁獲物調査①

石狩湾海域において，２０１３年１～３月に刺し網で漁
獲されたニシンを中心に，生物標本を採集した。加え
て，２０１２年１２月～２０１３年２月の沖合底びき網で漁獲さ
れたニシンについても，生物測定を実施した。
なお，トロール調査を含め生物測定の項目は，性別，
尾叉長，体重，内臓除去重量，生殖腺重量，成熟度お
よび耳石による年齢査定とした。その方法は「北水試　
魚介類測定・海洋観測マニュアル，北海道立水産試験
場（１９９６）」に従った。標本については付表１，２に尾
叉長組成と共に示した。
（エ）漁獲統計調査①

漁業生産高報告および石狩湾周辺の各漁協の漁獲統
計資料を収集し，集計を行った。また，石狩地区およ
び後志北部地区水産技術普及指導所の協力を得て，石
狩湾漁業協同組合と小樽市漁業協同組合の日別漁獲量
および出漁日数を調べた。
また資源の経年動向を把握するため，産卵期である
１～４月の沿岸漁業の漁獲量を「産卵群漁獲量」とし
て集計した。
 

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）
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14．石狩湾系ニシンの漁況予測調査（受託研究）

担当者　資源管理部　資源管理グループ　山口幹人
協力機関　石狩・後志北部地区水産技術普及指導所 
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図１　石狩湾系ニシンの産卵群漁獲量
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ウ　予測の検証

アで示した２０１３年１月の予想資源重量と実際の漁獲
状況とを比較し，予測の検証を行った。
エ　漁期前調査（経常研究）

本調査と平行して，刺し網の漁期に来遊するニシン
の尾叉長や年齢組成の早期把握を目的として，石狩湾
漁協の協力を得て，２０１２年１２月１７日に石狩市の厚田地
区，２０１３年１月５日に厚田地区と石狩地区において刺
し網（１.８寸，２.０寸，２.１寸，２.２寸および２.３寸目合い）
による漁期前調査を実施した。

（３）得られた結果

ア　２０１２漁期年度の漁況予測

前年度までのVPAの結果に基づいて計算した２０１３
年１月時点の資源重量（予測値）を過去の資源重量
（VPA結果）とともに図２に示した。３歳（２００９年級，
４年魚と称す）以上の資源重量は前進計算で求めた。
１歳（２０１１年級）の資源尾数は，地曳き網調査による
採集状況（図３）から標準的な年級豊度と判断して，
過去１００～１０００万尾であった年級の平均値である３５０万
尾とした。２歳（２０１０年級，３年魚と称す）は，トロー
ル調査結果（図４）の２歳と３歳の比率から７２４万尾と
した。２０１３年１月における３歳以上の資源重量は約
３,４００トンで，前年の３,３００トンとほぼ同じと予測された。
一方，今漁期に本格的に漁獲対象となる２歳の資源重
量は８００トンにとどまる（前年は２,５００トン）こと，さ
らに網目合いの規制によって３年魚のすべてが漁獲の
対象とはならないことを考慮すると，漁獲対象となる
資源は前年よりも減少し，２００８年とほぼ同程度となる
と考えられた。
そこで，２０１３年１月において主たる漁獲対象となる

２歳以上の資源重量を，次のとおり予測し，稚内水産
試験場と連名で公表した。

http://www.fishexp.hro.or.jp/exp/central/kanri/sigen
_index.html

 

イ　次年度以降の予測に向けて

（ア）稚魚分布調査

６調査点（図５）の調査日毎の採集状況を表１に示
した。
４回の調査を通じてニシン稚魚が採集された。最も
採集尾数が多かったのは２回目（６月２６日実施）の調
査で，合計４９,５７５尾と推定された。４回目（７月１７日
実施）の調査では著しく低い採集尾数となった。４回
の調査の合計採集尾数は１０５,３０１尾で，１９９８年の実施開
始以降で最多となった。稚魚の平均全長は６月１３日に
３５.４１mm（前年同期３２.８１mm），６月２６日には３６.６８mm
（同３７.８２mm），７月２日には３９.８７mm（同４１.４９mm），
７月１７日には３８.７４mm（同５０.９３mm）であった。底層
水温は７月２日（３回目調査）まで１３～１６℃台で推移
したが，７月１７日までに１９℃台に上昇した。
以上の結果から，２０１２年級群は稚魚期においては

１．漁獲量は２００８年並となる。

２．魚体は，４年魚（２００９年級）が主体。

３．来遊のピークは２月となる。

漁況予測

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）
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図２　１月時点での資源重量の推移と２０１３年の予
測値
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図３　地曳き網による稚魚の平均採集尾数と加入
尾数
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図４　２０１２年９月に雄冬沖でトロールによって採
集されたニシンの尾叉長-年級群関係
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１９９８年以降で最高水準の資源豊度で沿岸域に分布し，
水温が１０℃台後半まで上昇した７月上旬に，沖合域へ
と分布を移したと考えられた。これまでの傾向から，
この調査で採集尾数が著しく多かった年級群の漁獲加
入尾数は比較的多い傾向があることから，２０１２年級群
が漁獲加入する２０１４～２０１５年の漁獲動向が注目される。
（イ）トロール調査

試験調査船北洋丸のトロール調査によって，８月に３９
尾，９月に１８尾（図４）のニシンが採集された。年齢
別には３歳魚（２００９年級群）の割合が最も大きく，こ
の結果を上記のとおり２０１３年１月時点の２０１０年級群の
資源量推定のためのデータとして活用した。
（ウ）漁獲物調査

漁期中に石狩湾沿岸で実施した漁獲物調査のうち，
いくつかの地区・時期における尾叉長・年齢組成を図
６に示した。いずれの時期においても尾叉長のモード
は２０cm台後半にあり，漁期中は一貫して３歳魚（２００９
年級群）の占める割合が大きかった。３月の厚田地区
の漁獲物には２歳魚（２０１０年級群）が約１４%含まれた。
（エ）漁獲統計調査

図１に示したとおり石狩湾系ニシンの資源変動の指
標である産卵群漁獲量は，１９９６年まで１００トン未満であ
ったが，１９９７～２００３年には２００～３００トンに増加した。
２００４年には１,２００トンに達し，その後２００５，２００６年には
３００トン前後に減少したものの，２００７年以降はおよそ
８００～２,０００トンで推移してきた。２０１３年は暫定２,２００ト
ンと前年（１,２２４トン）から大幅に増加し，石狩湾系と
しては統計史上最高値となった。

ウ　予測の検証

漁期前の予測では，前記のとおり「漁獲量は２００８年
並（７７６トン）」としたが，実際の漁獲量はその約３倍
に達し（図１），大きく外れた。「魚体は４年魚（２００９年
級群）主体」としており，図６のとおり４年魚主体の
まま推移しており，予測通りであった。「来遊のピーク
は２月」としており，石狩湾沿岸の漁獲状況は１月末
より漁獲が増え始め，２月中旬にピークとなっており，
予測通りであった。来遊量の予測が大きく外れた要因
は，VPAの前進計算を基に資源量を予測した２００９年級
群の豊度が，結果的に著しく過小評価であったことに
よる。この部分の解釈の深化や計算方法等の改善が必
要と考えられた。
エ　漁期前調査

例年，１月の漁期前調査の漁獲物が漁期はじめの漁
獲物に類似し，前年１２月の漁期前調査で得られた漁獲
物の尾叉長組成が漁期を通した組成に近い傾向がある。
図６に示したとおり，１２月の調査の尾叉長モードは
２８cmであり，１２月，１月ともに４年魚（３歳；２００９年
級群）主体で，これは漁期中の組成と概ね一致した。こ
のことから，今年度についても漁期前調査の結果は，

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）
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図５　稚魚分布調査の調査点図

6 4 3 2 1' 1
13'18" 14'50" 15'26" 16'01" 16'36" 16'46" -
18'58." 20'47" 21'20" 21'58" 22'18" 22'34" -

9:25 9:58 10:23 10:43 11:48 11:19 -
13.27 13.70 13.64 13.40 14.93 13.48 -
13.22 13.64 13.59 13.30 14.45 13.21 -
33.69 33.77 33.69 33.70 20.80 33.72 -
33.69 33.61 33.66 33.67 24.20 33.72 -

0 18,389 4,122 451 0 1,188 24,151
- 35.32 34.82 37.20 - 38.31 35.41
- 1.88 1.65 1.57 - 2.43 -
- 39.33 38.28 42.66 - 43.12 43.12
- 31.16 30.40 32.58 - 29.73 29.73
- 0.21 0.20 0.26 - 0.29 0.21

11:10 10:40 10:20 10:00 9:35 9:15 -
18.08 18.01 17.14 19.41 18.85 19.05 -
16.36 15.87 16.20 15.90 15.89 15.12 -
30.00 9.45 27.59 23.92 7.93 11.81 -
33.05 33.36 32.92 32.95 33.20 33.38 -
5,248 9,246 22,337 7,453 1,167 4,125 49,575
35.64 35.41 37.22 38.76 34.69 34.69 36.68
1.67 2.14 2.72 4.07 1.61 3.02 -
39.76 43.38 45.71 60.15 38.91 46.67 60.15
31.42 27.08 30.96 31.79 31.13 29.91 27.08
0.20 0.18 0.23 0.29 0.19 0.20 0.22

9:40 10:15 10:40 11:10 11:50 11:30 -
16.17 15.61 15.63 15.93 18.84 18.32 -
15.90 15.31 15.39 15.12 15.76 15.49 -
29.81 31.606 33.235 28.825 12.934 19.677 -
33.6 33.606 33.619 33.668 33.407 33.616 -
5 1,922 94 1,488 25,240 2,506 31,255

74.71 48.32 58.91 35.26 39.46 39.46 39.87
2.67 4.57 5.87 3.35 2.13 3.36 -
77.06 62.76 69.49 40.24 49.06 47.26 77.06
71.76 41.47 43.18 26.29 36.59 30.10 26.29
2.40 0.67 1.15 0.19 0.42 0.33 0.42

11:40 11:15 10:50 10:30 9:50 9:30 -
19.95 20.59 20.46 20.35 20.78 20.74 -
19.02 19.04 18.96 18.55 20.32 19.07 -
18.99 17.01 17.88 17.16 4.26 4.83 -
32.03 32.92 31.61 33.60 29.41 32.59 -

8 3 1 35 0 4 51
36.55 42.20 36.15 39.02 - 38.64 38.74
1.46 4.59 - 3.02 - 0.61 -
38.59 46.38 36.15 52.53 - 39.36 52.53
34.27 37.28 36.15 34.91 - 38.01 34.27
0.24 0.42 0.24 0.31 - 0.30 0.30

St.

表１　２０１２年度　稚魚分布調査結果
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漁期中の予測に関わる有用な情報となったといえる。
オ　普及・広報

漁況予測を２０１２年１１月１５日に公表した（前記）。
漁期前調査および漁獲物調査の結果は随時，FAX・

メール速報およびマリンネット北海道ホームページへ
の掲載を通して関係者に報告・公表した。
また，２０１２年度の調査内容の詳細を，「平成２４年度石

狩湾系ニシンの漁況予測調査結果報告書」にとりまと
め，受託元である日本海北部ニシン栽培漁業推進委員
会に報告した。
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図６　石狩湾で漁獲されたニシンの尾叉長･年齢
組成

Title:p109_112.ec7 Page:112  Date: 2013/12/05 Thu 09:14:43 



（１）目的

近年, 全国的に定置網等に大きな被害をもたらして
いる大型クラゲの出現動向についての全国的な把握調
査に協力し，漁業者等に広報，注意喚起する。また，
このことによって出現予測や被害防止のための施策に
役立てるとともに，操業の効率化と資源の効率的利用
に資する。

（２）経過の概要

（社）漁業情報サービスセンター（以下,  JAFIC）か
らの受託により水産庁による全国的「大型クラゲ等有
害生物出現調査及び情報提供事業」として実施した。
道としては，単年度事業として函館水試とともに受託
した調査である。
JAFICとは平成２４年５月８日に委託契約を結び，調

査を行った。その主な内容は沖合域における調査船
（当水試の場合は北洋丸）による目視観測と沿岸域定点
（当水試の場合は島牧沿岸）における聞き取りによる大
型クラゲの出現等の情報収集と情報提供である。沿岸
域における聞き取り調査では，島牧地区で大型定置網
等を行っている漁業者の協力を得て，出漁できた日毎
の目視情報を収集した。

１）調査船調査：試験研究船での各種調査時に沖合域
における大型クラゲの目視情報を収集し，提供する。
２）聞き取り調査：沿岸域における大型クラゲの目視
情報を収集し，提供する。これには道が独自に行って
いる情報収集網の情報を参考にして，松前（白神岬）
定点とともに島牧定点において日毎の目視情報や被害
状況を把握した。これには定置網漁業者の協力を得た。

（３）得られた結果

受託契約に従い，JAFICには実績報告書を提出した。
調査の概要については，以下のとおりである。
調査は２０１１年９月から１２月までの期間実施された。

１） 調査船による目視観測結果を表１に示した。両調
査船ともに目撃情報は全く無かった。

２）沿岸定点における漁業者への聞き取り調査結果を
表２に示した。函館水試では， ９～１２月に北海道南
部海域の３箇所の漁業者（定置，底建網業者）から出
現情報収集を実施した結果, 松前沖で１０月に５個体, 上
ノ国沖で１０月に１個体, 函館市の南茅部沖（臼尻）で９
月に１個体の出現報告があった。中央水試では９～１２
月に北海道西部海域の１箇所の漁業者（定置業者）か
ら出現情報収集を実施した結果, １０月に３個体, １１月に
１個体の出現報告があった。

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）
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15．有害生物出現調査並びに有害生物出現情報収集・解析及び情報提供委託
事業（大型クラゲ出現調査及び情報提供事業）（受託研究）

担当者　資源管理部　海洋環境グループ　浅見大樹

表１　調査船による目視調査結果

表２　漁業者からの聞き取り調査
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（１）目的

北海道オホーツク海沿岸海域で生産されている地ま
きホタテガイの貝柱成長は，春季の餌環境に強く依存
している。貝柱の大きさ（重さ）は，ホタテガイの単
価に影響を及ぼす。よって，春季における餌環境の変
動機構を明らかにすることは，地まきホタテガイ漁業
の安定化にとって重要である。
これまで，紋別漁場と常呂漁場において定点観測を
月１～２回実施することで餌環境の変動をモニタリン
グしてきた。しかし，地まきホタテガイ漁業が行われ
ているオホーツク海沿岸海域は，基本的に稚内から網
走の岸沿いに流れる宗谷暖流の勢力下にあり，さらに，
沖合水が接岸する現象も報告されている。よって，オ
ホーツク海沿岸海域の餌環境の変動を把握するために
は，沿岸の定点観測に加え，宗谷暖流域および沖合水
を含む広範囲の海洋観測を行う必要がある。
本研究は２０１１年から２０１３年の４月に北海道オホーツ

ク海沖合水の海洋環境を詳細に調査することで餌環境
を広域的に把握して，春季における地まきホタテガイ
漁場の餌環境の変動機構を解明するための基礎的知見
を得ることを目的としている。今回は２０１２年の結果に
ついて報告する。

（２）経過の概要

北海道オホーツク海沖合水の海洋環境を把握するた
め２０１２年４月２３日から２４日にかけて図１に示す各定点
で海洋観測を行った（図１）。表面水温は採水した海水
を棒状水銀温度計で，塩分は採水した海水を実験室に
持ち帰った後，Autosal８４００B（Guildline社）によりそ
れぞれ測定した。クロロフィルa濃度は，試水３００mlを
４７mm径のWhatman GF/Cフィルターでろ過し，N,N-
ジメチルホルムアミド（DMF）で抽出した後，蛍光光
度計１０-AU（Turner Designs社）を用いてWelschmeyer
法で測定した。栄養塩類（硝酸塩，亜硝酸塩，アンモ
ニウム塩，リン酸塩，ケイ酸塩）はuAAtro２-HR（BL-
TEC社）で分析した。
 

（３）得られた結果

全定点における表層の水温，塩分，硝酸塩+亜硝酸
塩濃度およびクロロフィルa濃度を図２に，全データ
を表１に示す。沿岸定点の水温は４～６℃と２０１１年に
比べ１～２℃ほど高かった。塩分も３３～３３.５の範囲に
あり，２０１１年よりも高かった。沖合定点の水温，塩分
は２０１１年と同様で約２℃，３３.０以下であった。硝酸塩+
亜硝酸塩濃度は沿岸定点よりも沖合定点で高く北東部
では１６μM以上であった。クロロフィルa濃度は，北
西部の沿岸定点で２～３μg/Lと高い傾向にあった。
これらの結果は，沖合定点でクロロフィルa濃度が高
く，硝酸塩+亜硝酸塩濃度が低かった２０１１年の状況と
大きく異なっている。
クロロフィルa濃度に影響を与える要因としては，
水温，栄養塩濃度，日射量等が考えられる。水温と栄
養塩濃度に関しては２０１１年と２０１２年で大きな変化が無
く，日照時間については２０１１年が２０１２年の９０％（紋別
気象台：気象庁HP）であった。よって，これらの要因
では２０１１年と２０１２年のクロロフィルa濃度の違いを説
明するのは難しい。
網走地方気象台では，「流氷終日」と呼ばれる視界内

の海面で流氷が見られた最後の日を公表しているが，
２０１２年は４月１６日であり２０１１年の３月１２日と比べ３５日
も遅かった（網走・紋別地方海氷情報第４号）。流氷の
下に存在する植物プランクトンは海氷により日射を遮
られるため，流氷の存在下にない植物プランクトンに
比べ，増殖が遅い可能性がある。２０１２年は調査直前ま
で流氷の勢力下にあったため，植物プランクトンの増
殖が遅くなり，クロロフィルa濃度が低く，硝酸塩+
亜硝酸塩濃度が高い状態が保たれていた可能性がある。

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）

－119－

17．ホタテガイ成長モニタリング調査（受託研究）

担当者　資源管理部　海洋環境グループ　品田晃良

図１　調査海域
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 (m) (psu)

2012 4 23 O15 0 7.6 31.98 1.72 2.8 0.09 0.10 0.12 10.0

2012 4 23 OA10 0 2.4 33.52 2.61 9.3 0.18 0.27 0.91 17.3

2012 4 23 O11 0 5.7 33.56 2.99 1.2 0.09 0.11 0.20 3.5

2012 4 23 O12 0 5.2 33.94 1.86 2.8 0.12 0.64 0.33 4.8

2012 4 23 O13 0 2.7 34 2.03 7.6 0.20 0.16 0.64 11.7

2012 4 23 O14 0 2.2 32.48 0.69 12.9 0.18 0.05 1.29 24.3

2012 4 23 OA01 0 5.5 32.89 0.49 3.8 0.11 0.54 0.33 8.6

2012 4 23 OA02 0 4.7 33.97 2.45 3.6 0.13 0.52 0.40 6.0

2012 4 23 OA03 0 2.1 32.65 0.58 13.7 0.17 0.32 1.34 25.5

2012 4 23 OA04 0 1.5 32.5 1.92 12.0 0.19 0.09 1.26 24.7

2012 4 24 OA05 0 2.1 32.52 1.70 11.8 0.18 0.06 1.27 25.6

2012 4 24 O21 0 4.8 33.47 3.23 0.4 0.05 0.09 0.27 4.3

2012 4 24 O22 0 5.3 33.53 2.55 2.1 0.09 0.26 0.30 5.3

2012 4 24 O23 0 2.0 32.93 0.98 12.5 0.16 0.56 1.29 25.5

2012 4 24 O24 0 0.8 32.56 0.57 14.9 0.16 0.12 1.40 25.9

2012 4 24 O25 0 1.5 32.54 0.98 13.5 0.17 0.13 1.33 25.5

2012 4 24 O26 0 ND ND ND ND ND ND ND ND

2012 4 24 OA11 0 7.9 26.86 0.71 12.4 0.14 0.53 0.35 42.3

2012 4 24 OA12 0 7.8 31.53 0.63 5.0 0.12 0.27 0.25 15.1

2012 4 24 OA13 0 3.3 32.59 0.38 12.5 0.15 0.34 1.22 24.1

2012 4 24 OA14 0 1.9 32.42 0.29 14.4 0.17 0.19 1.31 25.9

2012 4 24 OA20 0 1.2 32.52 2.16 12.5 0.16 0.50 1.19 23.6

2012 4 24 O32 0 1.6 32.48 0.67 13.5 0.16 0.11 1.29 25.6

2012 4 24 O33 0 1.3 32.27 0.83 14.8 0.17 0.51 1.32 27.6

2012 4 24 O34 0 1.6 32.56 1.38 16.2 0.15 0.01 1.47 29.8

2012 4 24 O35 0 1.4 32.62 0.48 15.7 0.15 0.02 1.45 27.9

2012 4 24 O36 0 ND ND ND ND ND ND ND ND

ND: No data.
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（１）目的

チシマタマガイは，国内では東北地方・能登半島以
北に生息するタマガイ科の肉食性巻貝で，本州や九州
のアサリ漁場で問題となっているサキグロタマツメタ
やツメタガイの近縁種である。北海道ではウバガイや
アサリを捕食する食害生物として知られている。
北海道のサロマ湖赤川地区にあるアサリ造成漁場で
は，本種が多数生息し，アサリの増殖に悪影響を与え
ている。本種による食害の防止策は，徒手による個体
や卵塊の駆除であるが，駆除した場所には時間の経過
とともに周囲のチシマタマガイが再び侵入することが
問題となっている。本種によるアサリの食害を低減す
るには，駆除に加え，駆除を行った場所への侵入を防
止することが有効であると考える。
そこで本研究では，チシマタマガイが漁場内に侵入
することを防止するためのフェンス開発とその普及を
目的とする。
昨年度は，水槽試験で本種の行動を観察し，フェン
スの諸元を検討した。今年度は，昨年度の結果をもと
に作成したフェンスの効果をアサリ漁場で試験した。

（２）経過の概要

２０１２年４月２５日に赤川地区アサリ増殖場第１工区
（図１）において，３m四方をフェンスで囲った区画
（試験区，写真１上）と３m四方をロープのみで囲った
区画（対照区，写真１下）を交互に１.５～３m離して各
区画４個，合計８区画を設定し（図２上），区画内のチ
シマタマガイを全て除去した。フェンスは，地下部は
目合い７.５mmの高密度ポリエチレン製ネットを１０cm
の深さまで埋設し，地上部は目合い１２mmのポリエチ
レン製ネットを１０cmの高さまで設置した 。１～２か
月おきに１０月まで，試験区と対照区のチシマタマガイ
の個体数を全数計数し，フェンスの効果を評価した。
また，試験開始時に各区画のアサリの現存量を枠取
り（採集面積０.２㎡）で調査した。

なお，実験区設置時にアサリやチシマタマガイの大
量斃死が確認されたため，７月に試験区と対照区の半数
の区画の外側にさらにフェンス（目合い７.５mmの高密
度ポリエチレン製ネット）を地上部１０cm，地下部１０cm
で設置し，周辺で採集したチシマタマガイ１０３個体（殻
長２７～５１mm，平均３９mm）を外側のフェンスと実験区
との間に移殖した（図２下）。サロマ湖赤川地区では融
雪時期に，氷の下に入り込んだ河川水のためにアサリ
などの大量斃死が過去に数度発生している。

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）

－122－

Ⅱ　資源増殖部所管事業
１．チシマタマガイによるアサリの食害防止技術の普及（職員研究奨励）

担当者　資源増殖部　水産工学グループ　秦　安史　櫻井　泉
共同研究機関　サロマ湖養殖漁業協同組合　　　　　　　　　　
協力機関　西村組　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

写真１　試験区（上）と対照区（下）

図１　調査地点
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（３）得られた結果

ア　試験区と対照区のチシマタマガイの密度の推移

試験開始時のアサリの現存量は，試験区が１６３g/㎡，
対照区が２０７ g/㎡で有意差はなかった（U-test，
P>０.０５）。
チシマタマガイの密度の推移を図３に示した。チシ
マタマガイ除去前の４月の試験区と対照区の平均密度
は，ともに０.０３個/㎡であった。５～７月の平均密度は，
試験区が０個/㎡，対照区が０～０.１４個/㎡であった。
７月にチシマタマガイを移殖したため，８月以降は移
殖の有無で区画を再区分した。移殖した区画の実験区
は，試験区（移殖），対照区（移殖）とし，移殖しなか
った区画の実験区は，７月以前と同じ試験区，対照区と
した。８～１０月の平均密度は，試験区が０個/㎡，試験
区（移殖）が０～０.０６個/㎡，対照区が０.１１～０.２２個/㎡，
対照区（移殖）が０.０６～０.４４個/㎡であった。試験期間
を通じ，試験区および試験区（移殖）内で採集された
チシマタマガイは１０月の試験区（移殖）の１個体のみ
であった。
以上から，本フェンスはチシマタマガイの侵入防止

に有効であることが確認された。
イ　フェンスの目視観察

５～９月はフェンスに特段の異変はなかったが，１０
月は波向きと垂直方向のフェンスの一部が砂の堆積で
埋もれていた（写真２）。１０月の試験区（移殖）で採集
されたチシマタマガイは，この埋もれた部分から侵入
したものと推察された。

また，フェンスへの砂の堆積は時化による砂の移動
のためと推察され，時化後にメンテナンス（堆積砂の
除去等）を行うことでこの問題点は解決できるものと
考えられた。

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）

－123－

図２　実験区の配置

図３　チシマタマガイの密度の推移

写真２　移動した砂の堆積で一部が埋もれたフェ
ンス
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（１）目的

北海道日本海沿岸の磯焼け海域には，餌不足のため
に漁獲サイズになっても生殖巣が小さく味や色も悪い
キタムラサキウニが多数生息している。このようなウ
ニは給餌蓄養することで商品価値を高めることができ
るが，蓄養にかかる経費を補うためには単価の高い禁
漁期（９月中旬から１０月）に出荷する必要がある。し
かし，天然海域では水温の上昇に伴い成熟が進むため，
８月以降は卵や精子が流れ出す身溶け（生殖巣の崩壊）
や味の低下など質的な問題が生じることが知られてい
る。そのため，身溶けが起こる前の成熟段階で出荷し
なければならない。
これまでの研究でキタムラサキウニは低温飼育によ
り成熟を抑制できる可能性が示唆されているが，漁業
者が実際に実施するためには，成熟抑制精度の向上や，
集約的飼育条件の解明，餌料である養殖コンブの安定
生産及び供給技術の確立と，これらの研究に基づく事
業規模での実証試験，さらに生産したウニの市場性に
ついて検討を行う必要がある。
重点研究「給餌型ウニ低温蓄養システムの開発」は，
①低温飼育による成熟抑制技術の検討（北水研），②高
密度収容条件の解明（栽培水試調査研究部），③餌料用
コンブ安定生産・供給技術の検討（北海道大学北方生
物圏フィールド科学センター），④事業規模蓄養試験に
よる成熟抑制技術の検証（中央水試資源増殖部），⑤低
温蓄養ウニの市場性及び経済効果の検討（北水研・中
央水試加工利用部・資源増殖部）の５課題から構成さ
れており，ここでは中央水産試験場資源増殖部水産工
学グループが担当している課題④と⑤を中心に，課題
③で実施した現地試験結果に関しても報告する。

（２）経過の概要

ア　水温管理手法の開発（課題④）

岩内港の深層水施設では表層水を取水する設備がな
いことから，一定の温度を維持することが困難であっ
た。そこで図１に示したエアーリフトポンプの原理を
基に，浮体式大型水槽（長さ３.３５ｍ，幅１.８５m，水面下

高さ１.４m，容量８トン）の給水側に混合水槽（１００L）
を設置し，そこで表層水と深層水を混ぜ，サーモスタ
ットにより通気ポンプの稼働を調整して水温を設定で
きるようにした（図２）。また，水槽内と水槽外には小
型記憶式温度計（Onset社ティドビットV２）を水深１
mに設置して２時間毎に温度を観測した。

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）

－131－

４．給餌型ウニ低温蓄養システムの開発（重点研究）

担当者　資源増殖部水産工学グループ　干川　裕　福田裕毅　　　　　　
協力機関　後志南部地区水産技術普及指導所，岩内郡漁業協同組合，岩内町

図１　エアーリフトポンプの原理

On or Off

図２　浮体式大型水槽水温調整装置
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イ　水槽内流動環境の検討（課題④）

浮体式大型水槽への給水方式と仕切り板の有無が水
槽内の流動環境に及ぼす影響を調べるため，２０１２年１１
月２２日に水槽内で流動環境調査を行った。測定には電
磁流速計（Infinity-EM：JFEアドバンテック社製）を
２基用い，水槽中央に対して給水口側と反対側でセン
サーが同じ深度になるように設置し，同時期に観測を
行った。また，給水量は３L到達時間から求めた。
ウ　海洋深層水によるコンブ品質保持試験（課題③）

２０１２年７月１０日に岩内町沿岸から採集したホソメコ
ンブ８.５kgを岩内港深層水施設にある浮体式大型水槽
内に根縛りで垂下し，その後の変化を調べた。水温は
アで示した小型記憶式水温計で観測した。８月９日に
重量を測定後に，１.５kgをウニの食害がない表層水中層
に垂下した。９月３日と９月２７日に重量を測定した。
また，９月２７日には深層水で保存したホソメコンブか
ら任意に選択した５０株と，同時期のウニの食害がない
場所から採集したホソメコンブ２２株について葉長と葉
重を測定した。本試験中，水槽はテント生地の覆いで
遮光していた。水槽内と水槽外の光条件を調べるため
に，２０１２年１０月１６日から２２日にかけて小型記憶式光量
子計（MDS-Mk V/L：（株）アレック電子 = 現（株）
JFEアドバンテック）を深度１mに設置し，１０分毎に
観測を行った。
エ　生殖巣の品質に及ぼす年齢の影響評価（課題⑤）

２０１２年５月２３日に岩内町沿岸で採集したキタムラサ
キウニを用いて，高齢と思われる大型群（平均殻径
６９.９mm±SD２.８，平均重量１４２.３g±SD１６.７，平均生殖
巣指数８.９±SD３.６）と若齢と思われる小型群（平均殻
径５１.９mm±SD４.９，平均重量６３.７ｇ±SD２０.３，平均生
殖巣指数９.２±SD２.４）を各５０個体，６月２５日から８月
１６日までトリカルネット製カゴ（縦６５cm，横６５cm，
高さ４０cm，目合１cm）に収容し，無調温度海水を掛
け流しで飼育した。餌は生のホソメコンブを飽食状態
になるように給餌した。開始時（１０個体）と終了時
（５０個体）に生殖巣指数を下記の式で求めるとともに，
生殖板の輪紋による年齢査定を行った。
　生殖巣指数=生殖巣重量/全重量×１００
生殖巣の成分分析等は加工利用部が担当したので省
略する。
オ　加工業者による品質評価（課題⑤）

２０１２年１２月１４日に森町にあるウニ加工業者を訪問し，
１０月の端境期に本事業で生産予定のキタムラサキウニ
の需要について聞き取りを行った。

（３）得られた成果

ア　水温管理手法の開発（課題④）

エアーリフトポンプによる水温調整試験期間中の表
層水，深層水，混合水槽，および大型水槽内の温度変
化を図３に示した。９月中旬には表層水は２５℃付近で
推移していたが，１１月上旬には１３℃まで下がった。深
層水は試験期間中を通じて７℃前後で推移していた。
９月中旬まで混合水槽から大型水槽への給水口に取り
付けたサーモスタットを１３℃に設定したが，混合水槽
はその数値になるものの大型水槽内の温度は表層水の
影響を受け２～３℃高めであった。９月下旬から設定
水温を１１℃に下げた結果，混合水槽の温度は１１℃で安
定していたが大型水槽は当初３℃ほど高い値を示し，
周囲の表層水温度が低下するのに伴って混合水槽の温
度に近い値まで下がった。
今回の結果から，エアーリフトポンプによる温度調
整の可能性が明らかになり，調整用のサーモスタット
を大型水槽内部のウニ蓄養位置まで下げることでより
精度の高い温度管理が可能になると考える。

イ　水槽内流動環境の検討（課題④）

水槽内の流向流速を観測した時の給水量は，水槽底
面から給水する水槽で１.８トン/時であったが，水面付
近からの給水する水槽では０.２トン/時と少なかった。
このように給水条件が異なることに加えて，アクリル
板に穴を開けた仕切り板の有無や，給水口側とその反
対側，水面付近と水槽の底面付近というように観測位
置を変えて観測した結果から計算した合成流速を表１
に示した。
給水量が少ない上面給水の水槽の値が，底面から給
水していた水槽で観測された値に対して低い場所があ
ったが，全体の合成流速は最大でも０.５６４cm/sであり非
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図３　温度調整試験の結果
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常に遅いことが明らかになった。また，仕切り板の影
響やセンサーの位置による差は明確ではなかった。
深層水の給水量が限られていることと，流速に関す
る観測結果から，次年度に事業規模でウニを蓄養する
場合には通気により強制的に水を動かす必要があるこ
とが明らかになった。

ウ　海洋深層水によるコンブ品質保持試験（課題③）

８月９日に測定した湿重量は８.７kgと若干増加して
いたが，これは垂下した連毎にまとめて測定したため
コンブの間の水分量による誤差と思われる。この時点
で深層水水槽には７.１kgを残したが，９月３日には
６.７kg（残存率９４.３％），９月２７日には６.１kg（残存率
８５.９％）と僅かに減少した。一方，８月９日に表層水
中に垂下したホソメコンブは，８月３０日には０.１kg（残
存率６.６％）であり，末枯れに加えて垂下している基部
の腐敗で脱落したと考えられる。９月２７日に測定した
平均葉長と平均葉重は，深層水群が９６.５cm±SD２５.６お
よび４０.６g±SD１５.５，表層水群が２０.３cm±SD９.０および
７.８g±SD５.０であった。
光量子計で測定した結果，水槽外では日中の最大値
は天候により６３～２１０μMolであったが，水槽内では同
時刻でも値は０であった。試験期間中の水温は，表層
水は７月上旬で２０℃であり，その後８月下旬から９月
初旬には２５℃に達した。試験終了時の９月下旬にはや
や低下したがそれでも２３℃であった。深層水水槽内の

水温は７月上旬で５℃，８月下旬から９月下旬は７℃で
推移した。
以上の結果から，深層水で暗条件に保つことで餌と
なるコンブを生で長期間保存することが可能になると
思われる。
エ　生殖巣の品質に及ぼす年齢の影響評価（課題⑤）

８月１６日の終了時の平均殻径と平均重量は，大型群
で６９.３mm±SD２.６および１３９.８g±SD１５.６，小型群で
５２.６mm±SD５.０および６５.１g±SD２０.３であり，開始時と
ほとんど変化がなかった。平均生殖巣指数は大型群で
１３.９±SD３.０，小型群で１４.１±SD２.３であり，開始時に比
べ両群とも約５ポイント増加した。
年齢組成は，大型群が４～１３歳で７～９歳が全体の

７６%を占めていたが，小型群では４～８歳で４歳が最
も多く５２％を占め，次いで５歳の１８％であった。殻径
は年齢とともに大型化し，殻径６０mm以上では７歳以
上の高齢個体の割合が高かった（図４）。

オ　加工業者による品質評価（課題⑤）

現在，キタムラサキウニの端境期には東北地方や海
外のウニを活用していることから，１０月に良質な加工
原料が入手できる場合には，その需要は高いとのこと
であった。
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表１　浮体式大型水槽内合成流速（cm/s）
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図４　キタムラサキウニの年齢と殻径の関係
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（１）目的

過去の試験に於いてホソメコンブ配偶体の生長・成
熟や，初期胞子体の生長に対して，流速と栄養塩（硝
酸態窒素）濃度が与える作用が検討されてきた。その
結果，初期胞子体に対しては流速と硝酸態窒素濃度の
増加が，生長の促進をもたらすことが示唆されている。
本事業においては，ホソメコンブの群落形成に大きく
影響すると考えられる微小世代（配偶体）の成熟に及
ぼす栄養塩濃度及び流速の影響を定量化し，相互作用
を総合的に検討すると共に，ホソメコンブの発芽状況
と海洋環境を比較することで，藻場造成技術を高度化
するための基礎的知見を得る。

（２）経過の概要

栄養塩濃度と流速がホソメコンブの配偶体成熟を促
進する作用を検討する室内試験と，ホソメコンブの発
芽時期の年変動と栄養塩の濃度変化を把握する野外試
験を行った。平成２４年度は室内試験について栄養塩濃
度をごく低い値にした場合の影響を検討した。
ア　室内試験

平成２３年度と同じく円形水槽を電動ろくろ上で回転
させて流速を発生させる装置（図１）を使用した。こ
の装置に余市町内で採集したホソメコンブの遊走子を
着生させたスライドグラスを図１のように配置し，培
養 試 験 を 実 施 し た。流 速 条 件 を ４ 段 階
（２.５，７，１３.５，２１.５ cm・s-１）と硝酸態窒素濃度４段階
（０.２，１.２，１.４，１.７μmol・L-１）を組み合わせた計１６試
験区を設定し，配偶体の成熟状況を比較した。その他
の環境条件は，水温１０℃，光強度７０μmol・m-２・sec-１，
光周期１２L:１２Dとし，培地には平成２４年８月に中央水
試でくみ上げた海水を用い，他の栄養塩類を補うため
窒素・リン成分を除いた改変Grand培地を加えた。こ
の海水に硝酸ナトリウム水溶液を加え硝酸態窒素を添
加した。培養海水の栄養塩濃度は一部を別途-３０℃で
冷凍保存し，オートアナライザーで栄養塩分析を行っ
て濃度を確認した。培養開始から１２日目の時点で成熟

した雌性配偶体の割合を倒立顕微鏡下で各試験区ごと
に測定した。
イ　野外試験

小樽市忍路地先のコンブ群落内において，全長１６m
の測線を設定し平成２４年１０月から平成２５年４月まで７
～１４日おきに１㎡枠を用いてホソメコンブの被度を調
査した。また，調査地点で冬期間定期的に採水を行い，
栄養塩分析のための試水を得た。

（３）得られた結果

ア　室内試験

図２に配偶体の成熟状況を硝酸態窒素濃度別・培養
流速別に示した。硝酸態窒素濃度の高い試験区におい
て，配偶体の成熟率が高い結果が得られ，成熟が早く
進行していることが明らかになった。また，硝酸態窒
素濃度が最も低い区（０.２μmol・L-１）では，流速が増
加しても殆ど成熟がみられなかった。また，今年度の
試験では栄養塩添加を実施した区では成熟率がばらつ
いた。これは平成２３年度試験よりも硝酸態窒素の濃度
が低いため，実験区間の差が小さくなったためと思わ
れる。図３に流速と硝酸態窒素濃度を乗じたフラック
スを横軸に，成熟率を縦軸としたグラフを実験年次別
に示す。今年度の試験結果は前年度結果と合わせて対
数近似でき，フラックスの増加に対する成熟率の増加
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６．磯焼け海域におけるホソメコンブ群落形成を促す栄養塩類の種類と流速
に関する研究（経常研究）

担当者　資源増殖部　資源増殖グループ　秋野秀樹　　
                                                協力（中央水産試験場　資源管理部　海洋環境グループ）

図１　流速別・栄養塩濃度別培養試験装置の模式図
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が急激である範囲にあった。前年度試験の結果に加え
て低いフラックスの範囲の詳細が明らかとなり，流速
と栄養塩濃度は互いに補完し合う関係にあることが示
された。次年度は窒素に次いで重要な栄養塩であるリ
ン酸態リンの濃度変化に対する成熟促進作用を，磯焼
け海域におけるホソメコンブの成熟の実態と比較しな
がら検討を進める計画である。
イ　野外試験

図４にホソメコンブの被度の推移を，過去の結果と
共に示す。平成２４年度調査（平成２４年１０月～平成２５年
の調査）では，平成２３年度調査と同様に１月中旬から
肉眼視できる大きさのホソメコンブが確認され，その
後被度が上昇した。平成２２年年度調査では，ホソメコ
ンブが視認され始めるのは約２週間遅い１月下旬から
であった。漁業生物の資源・生態調査研究で実施して
いる忍路の海藻モニタリングでは，平成２４，２５年６月

のホソメコンブ現存量は中程度のレベルにあり，平成
２３年度におけるホソメコンブ現存量よりも多かったこ
とから，発芽時期の違いが現存量の違いに関連する可
能性がある。
図５に平成２４年１０月から平成２５年４月までの栄養塩
類濃度の季節変化を示す。硝酸態窒素濃度は平成２４年
１０月から２.５μmol/L程度の値を示し，その後殆ど上昇
せず２月中旬から４月にかけて低下した。リン酸態リ
ンは殆ど濃度が変化せず，アンモニア態窒素は１１月に
値が急上昇しそれ以外は低い値で推移した。今後の野
外調査ではホソメコンブの出現状況と栄養塩濃度の経
年変化を把握し，漁業生物の資源・生態調査研究で実
施している夏期のホソメコンブ現存量モニタリングと
比較するなどして，発芽時期の差異がどのような海洋
環境の特徴を反映しているのか検討する計画である。
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－138－
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図３　培養開始から１２日後におけるホソメコンブ　
配偶体の成熟率とフラックスとの関係
図中の線は平成２４年の結果と平成２３年の結果を合わ
せて対数近似させた曲線を示す
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図２　硝酸態窒素濃度と培養流速別の培養１２日目
における配偶体の成熟状況

　　　（グラフ横の数字は成熟率を示す）

図４　小樽市忍路におけるホソメコンブ出現状況
の季節変化

図５　小樽市忍路における冬季の主要な栄養塩濃
度の季節変化
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（１）目的

種苗放流による資源の造成や資源管理の基礎知見と
なる北海道周辺におけるニシン系群の分布状況を明ら
かにするため，系群判別の基準となるデータベースを
構築する。データベースには産卵期に産卵場で採集さ
れた成魚のmtDNA 分析による遺伝的特徴および形態
的，生態的特性値等を登録する。

（２）経過の概要

ア　標本収集と生物測定

平成２４年３月１日から１２日までの間に江差町および
上ノ国町で漁獲されたニシン計３１尾と，同地区にて３
月２４日から４月３日の間に漁獲されたニシン計２９尾を
生物測定（性別，尾叉長，体重，内臓除去重量，生殖
腺重量，成熟度，年齢，脊椎骨数）の後にmtDNA分
析用サンプルとして肉片を採取し，栽培水産試験場へ
送付した。なお，これらのサンプルの収集および
mtDNA解析は日本海ニシン栽培漁業調査研究で実施
したが，結果については本事業でのデータベース作成
に利用する事とした。
５月１０日に小平町臼谷で漁獲されたニシンを無選別
で１０㎏（９６尾）を購入し，生物測定の後に，mtDNA
分析用サンプルとして肉片を採取し，栽培水産試験場
へ送付した。なお，小平町（留萌管内）は稚内水試の
担当であり，稚内水試でも同標本の収集を行ったが，
協議のうえ中央水試で測定した標本をmtDNA分析に

充てる事とした。
６月１日に石狩市石狩で漁獲されたニシン数１０㎏中
から成熟個体を選別して約２㎏（１６尾）を購入し，生
物測定の後にmtDNA分析用サンプルとして肉片を採
取し，栽培水産試験場へ送付した。

（３）得られた結果

ア　標本収集と生物測定

生物測定の結果を表１に示す。３月２４日から４月３
日の江差町・上ノ国町のサンプルの雌成熟率が５７.１％
と低めであったが，それ以外は成熟率が非常に高く，
産卵来遊個体の標本収集ができたと考えられる。これ
らの標本について成熟期，平均脊椎骨数および
mtDNA分析の結果等から系群を推定した結果，江差
町・上ノ国町の３月１日から１２日の標本は石狩湾系群
に非常に近い集団であると考えられた。同３月２４日か
ら４月３日の標本は平成２１年から２３年に確認されてい
る檜山集団と推定された。５月１０日小平町臼谷の標本
はサハリン由来の系群（北海道サハリン系群あるいは
テルペニア系群）と推定された。６月１日石狩市石狩
の標本はテルペア系群と推定された。
なおmtDNA分析の詳細は研究総括の釧路水産試験
場および分析担当の栽培水産試験場の平成２４年度事業
報告で報告する。また，５月１０日小平町臼谷および６
月１日石狩市石狩の標本については北水試だより８５号
において系群推定結果等を発表済みである。

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）

－141－

８．北海道周辺に分布するニシンの遺伝情報を利用した集団構造解析技術開発　Ⅰ
－ 産卵群のミトコンドリアＤＮＡ（mtDNA）を中心とした系群特性値データ
ベースの構築 －（経常研究）

担当者　資源増殖部　資源増殖グループ　瀧谷明朗
資源管理部　資源管理グループ　山口幹人

協力機関　留萌南部地区水産技術普及指導所 　　　
石狩地区水産技術普及指導所 　　　　　
檜山南部地区水産技術普及指導所 　　　

*

表１　標本収集状況と生物測定結果
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（１）目的

日本海ニシンは，平成８年度からプロジェクトで取
組を開始し，日本海北部（積丹以北～宗谷）において
は，放流による産卵親魚の増加や漁業者の自主的資源
管理の取組，産卵藻場の保全などにより，それまでの
２０ﾄﾝ未満の漁獲レベルから，２００～２,０００トンの漁獲が
得られる資源水準となった。資源量の増大に伴って，
積丹半島以南でも石狩湾系群の産卵来遊が確認される
状況となったため，種苗放流による資源増大の可能性
を検討する。また，地場の天然ニシンについて調査し，
放流に伴う地場ニシンへの影響について検討する。
また，檜山地域でもニシン資源増大に対する要望が
強い。そのため，現在檜山海域に来遊するニシンの系
群判別と放流適期・適地解明の事前調査として餌料環
境について調査する。

（２）経過の概要

ア　種苗放流

北海道栽培漁業振興公社羽幌事業所（以下，栽培公
社羽幌事業所）で平成２４年２月２０日に厚田産の親魚を
用いて生産したニシン人工種苗を，泊村堀株の海水浴
場（図１）から時期別に２群を放流した。第１回放流
群（以下Ⅰ群）は６月５日，６日の両日で合計２０万尾
（平均全長５９.９mm）を放流し，第２回目放流群（以下
Ⅱ群）は６月１９日，２０日の両日で合計２０万尾（平均全
長５９.６mm）を放流した。計画では５月中旬にⅠ群を，
６月上旬にⅡ群を放流する予定であったが，平成２４年
は採卵が計画よりも半月以上遅れたため，放流計画も
半月ほど遅くなった。
放流種苗には天然群や他の放流群と区別するために
Ⅰ群には５月２９日（日齢８５日，５ppm８時間染色）に耳
石にALC１重標識を付けた。Ⅱ群には５月２９日と６
月１５日（１０２日齢，３.５ppm８時間染色）の２重標識の
他，６月４日（日齢９１日齢，３.５ppm８時間染色）と６

月１５日の２重標識と，５月２９日と６月４日と６月１５日の
３重標識が含まれる。これは５月２９日の標識の際に４
水槽中１槽で半数近くの死亡が発生したため，死亡尾
数に対する補充を実施したためである。また，６月１５日
の標識の際も２水槽中１槽で魚の状態が悪化したため，
その水槽では加水して濃度を下げて標識を実施した。
イ　放流回帰調査

（ア）刺し網調査

平成２４年２月から４月まで岩内港周辺で５回の刺し
網調査（揚網日は２月１日，２３日，３月９日，２４日，４
月１４日）を行った。１回の調査に刺し網を３放し使用
した。入網時間は約１日間で，昼に入網し，翌日昼に
揚網した。採集したニシンは体重，尾叉長，成熟度な
どを測定し，耳石から年齢査定およびALC標識の確認
を行なった。
（イ）混獲物調査

平成２４年２月６日から４月１９日までの泊村，岩内町
および寿都町で混獲された４９９尾のニシンについて体
重，尾叉長，年齢，成熟度などの測定を行なった。ま
た，平均脊椎骨数や産卵期から系群を推定した。
ウ　放流効果調査

（ア）放流追跡調査

種苗放流後，泊村
堀株から岩内港北側
までの５定点（図１，
St-１～５）で地曳き
網による追跡調査を
６月７日，１１日，２１
日，２５日の計４回行
った。また，泊原子
力発電所の取水口に
入ったニシンについ
て北海道電力株式会
社に提供を依頼し

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）

－142－

９．日本海ニシン栽培漁業調査研究（経常研究）

担当者　資源増殖部  資源増殖グループ　瀧谷明朗
協力機関　後志南部地区水産技術普及指導所　　　

檜山北部地区水産技術普及指導所　　　
檜山南部地区水産技術普及指導所　　　
後志南部地域ニシン資源対策協議会　　

図１　放流および追跡調査地点
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た。採集したニシン人工種苗は，全長，尾叉長，体重
などの生物測定後に耳石を摘出し，蛍光顕微鏡により
ALC標識の有無を確認した。
（イ）餌環境調査

放流後の稚魚の摂餌状況について調べるため，放流
追跡調査で再捕した稚魚の胃内容物について種の同定
および計数をした。餌環境についてはプランクトンネ
ットを用いて動物プランクトンを採集した。調査は放
流追跡調査の際に同調査地点で実施した６月７日，１１
日，２１日，２５日の計４回と，さらに７月１１日，２５日の
計６回実施した。胃内容物および動物プランクトンの
種同定および計数は㈱日本海洋生物研究所に委託した。
（ウ）食害魚調査

放流後のニシンの食害状況を調べるために，放流追
跡調査で地曳き網に入網した魚について胃内容物を調
査した。
エ　檜山海域

（ア）系群判別調査

檜山管内に現在来遊するニシンの系群を判別するた
め，平成２４年３月１日から５月２２日まで檜山管内で混
獲された１６８尾のニシンについて体重，尾叉長，年齢，
成熟度および脊椎骨数の測定を行なった。本年は同一
日にまとまったサンプルが得られなかった事から，３月
１日から１２日までの３１尾をまとめて３月前半のサンプ
ルとし，３月２４日から４月３日までの２９尾をまとめて
３月後半のサンプルとして２サンプルについて
mtDNA分析を実施し，平均脊椎骨数や産卵期と合わ
せて系群の推定を実施した （mtDNAの分析は栽培水
試が実施）。
（イ）餌料環境調査

檜山におけるニシンの餌料となるようなプランクト
ンの出現状況について調べるため，後志利別川河口域
の３地点で５月１０，２１日，６月１４，２５日の４回，厚沢
部川河口域の３地点で５月８日，２１日，６月５，２７日
の４回および天の川河口域の２地点で５月１４，３１日，
６月８，２５日の４回について動物プランクトンを調査し
た。調査地点はいずれも水深約３ｍの地点を定点とし
た。動物プランクトンの種同定および計数は㈱日本海
洋生物研究所に委託した。

（３）得られた結果

ア　種苗放流

Ⅰ群とⅡ群の放流時の全長組成をそれぞれ図２，図３
に示す。Ⅰ群の平均全長は５９.９mm，モードは６３mm，

Ⅱ群の平均全長は５９.６mm，モードは５９mmであった。
前述のように，平成２４年はALC標識の際に斃死が発生
したが，同年には羽幌だけでは無く北海道区水産研究
所（厚岸）や別海町ニシン種苗生産センターでも同様
の死亡が見られており，この問題について原因の解明
と対策が望まれる。
イ　放流回帰調査

（ア）刺し網調査

２月２３日，３月９日，２４日，４月１４日にそれぞれ３
尾，４尾，３尾，６尾を採集した。標本数が少ないた
め系群判別は実施しなかった。また，ALC標識は確認
されなかった。 
（イ）混獲物調査

本調査期間（平成２４年２月６日から４月１９日）に４９９
尾のニシンサンプルを得た。２月６日から４月６日ま
での標本は脊椎骨数を計数したが，このうち標本数が
少なかった２月６日から２月２９日までの３３個体と３月
１日から３月２６日までの４３個体については，それぞれ
まとめて平均脊椎骨数と雌成熟率を求めた（表１）。そ
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図２　放流時全長組成（Ⅰ群）

図３　放流時全長組成（Ⅱ群）
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の結果，２月，３月には雌の８割以上が成熟している
が，２月のものは平均脊椎骨数が多く，３月は少なか
った。また，４月３日には平均脊椎骨数が多く，全て
産卵後の群れが見られたが，４月６日には平均脊椎骨
数が少なく，未だ３分の１が成熟状態の群れが見られ
た。これらのことから，これまで同様，石狩湾系群
（平均脊椎数が多く，成熟期が早い）と後志南部の地域

集団（平均脊椎骨数が少なく，成熟期が遅い）の２群
が混在していると考えられる。ただし年齢別尾叉長組
成（図４）から，１歳は２群あると思われるが，それ
以外は同一年齢内で成長に開きはあるものの，２群の
明瞭な違いを確認できなかった。
ALC標識の確認を行なったが，本年は放流魚の再捕
は確認されなかった。
ウ　放流効果調査

（ア）放流追跡調査

地曳き網を用いた放流後の追跡調査の結果，６月７
日にSt-１で天然魚６尾，St-２でⅠ群１４２尾，６月１１日
にSt-４で天然魚１尾，St-５で天然魚２７尾，６月２１日
にSt-１でⅠ群１尾，St-３でⅡ群１尾，St-５でⅠ群１
尾，天然魚１６５尾の計３４４尾を採集した（表２）。泊原子
力発電所において取水口で再捕した稚魚の提供を依頼
したが，本年は原発の運転停止の影響もあってか６月
８日にⅠ群２尾のみであった。
昨年は，放流時点の全長と耳石ALC標識の嘴状突起
側半径の関係および再捕時全長から日間成長量の推定
を行ったが，本年は６月２１日St-５で再捕したⅠ群１尾
以外は放流の翌日ないしは翌々日のため日間成長量の
推定は行わなかった。 
（イ）餌環境調査

胃内容物については地曳き網で再捕したもののうち，
Ⅰ群については６月７日の１０尾，６月２１日の１尾を，Ⅱ
群については６月２１日の２尾を調べた（表３）。本年は
全体的に摂餌状況が非常に悪く空胃に近い状態であっ
た。これまで摂餌の主体となっていたカイアシ類もほ
とんど摂餌が見られなかった。平成２２年，２３年と放流
後数日の稚魚の摂餌状況が非常に悪い事を報告したが，
本年も６月７日Ⅰ群と６月２１日Ⅱ群で同様の結果とな
った。放流から約２週間後の６月２１日のⅠ群でも摂餌
状況は非常に悪く，胃内容物重量はかろうじて３８.１㎎
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表１　混獲物調査で得られたニシン

図４　後志南部混獲ニシンの年齢別尾叉長組成

St-1

St-2 142 54.5

St-4 1

St-5 27

St-1 1

1

St-5 1

表２　放流追跡調査による再捕・採集結果
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あったものの，大型のアミ類を１個体捕食していたた
めであり，摂餌状態が良かったとは言いがたい状況で
あった。
放流追跡調査の４回およびその後７月１１日と２５日の

計６回，放流海域の餌料プランクトンの調査を実施し
たが，このうち主な餌料生物となっているカイアシ類
について，環境水１㎥あたりの出現数を図５に示す。
全体としてカイアシ類の出現は少ないが，６月２１日は比
較的多くのカイアシ類が見られた。しかしこの日の再
捕魚の胃内容物にもカイアシ類が少なかった。

（ウ）食害魚調査

放流追跡調査で地曳き網に入網したニシン稚魚以外
の魚類のうち，放流後の稚魚を食害する可能性のある
魚として６月２１日のアメマス４尾について胃内容物を
調べた（表４）。過去にはアメマスによるニシンの食害
が確認されているが，本年は胃内容物として確認され
た魚類は全てイカナゴであった。
エ　檜山海域

（ア）系群判別調査

本調査期間（平成２４年３月１日から５月２２日）に１７１
尾のニシンサンプルを得て測定した（表５）。本年はま
とまったサンプルが得られた日がなかった。そのため，
３月１日～１２日のサンプル（３１検体）を檜山３月前期
群，３月２４日～４月３日のサンプル（２９検体）を檜山
３月後期群として平均脊椎骨数の算出やmtDNA分析
による系群の解析などを行った。
檜山３月前期群の平均脊椎骨数は５４.４５を示し，石狩

湾系群の範囲に入った。雌の成熟率は７８.６％と大半が
完熟しており，産卵来遊のものと考えられる。
mtDNA分析の結果は石狩湾系群の可能性を示した。
檜山３月後期群の平均脊椎骨数は５４.３１を示し，脊椎骨
数だけでは系群を推定することは困難であった。雌の
成熟率は５７.１％と低めであった。mtDNA分析の結果，
これまで３年間檜山で見られた集団（檜山集団）と一
致した（mtDNA分析の詳細は平成２４年度栽培水産試
験場事業報告で報告）。檜山にも産卵期を異にする２
群が産卵来遊している可能性があり，資源増大対策の策
定のためにも系群構造を明らかにしていく必要がある。
（イ）餌料環境調査

後志利別川（図６上），厚沢部川（図６中）および天
野川（図６下）の河口域定点のカイアシ類出現数を示
す。３地点とも５月に比べ６月の出現数は減少した。
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表３　ニシン胃内容物分析結果

7.1
428

表４　ニシン食害状況

図５　泊村堀株調査定点のカイアシ類出現個体数
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泊村堀株で見られた６月下旬から再び増加する傾向は
確認できなかった。後志利別川での出現個体数が非常
に多かった。但し，後志利別川のサンプルには砂や砂
利が含まれている地点があることから，流速が早いた
めに水深から算出した濾水量よりも実際の濾水量が多
かった事で出現量が多めに算出されている可能性が考
えられる。
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表５　檜山管内で得られたニシン標本

図６　檜山調査定点のカイアシ類出現個体数（後
志利別川（上），厚沢部川（中），天の川（下））
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（１）目的

１９９６（H８）年度に始まった日本海及び津軽海峡の
ヒラメ放流事業について，市場調査データに基づいて
放流効果をモニターするとともに，放流技術の高度化
を図るための試験調査を実施する。

（２）経過の概要

ア　放流データの収集

水産技術普及指導所が実施した放流種苗の体色異常
の出現率に関する調査結果や，社団法人北海道栽培漁
業振興公社（以後，栽培公社と略記）が集計した放流
尾数などに関する情報を収集した。人工種苗の無眼側
黒化区分は以下の通り。
区分１：全く黒斑が確認されないか，熟練しないと見

落とす可能性のあるもの
区分２：１～２mm程度の黒斑が１から２個，又はご

く少量の薄い黒斑が見られ，成長と共に消失
または見落とす可能性のあるもの

区分３：上記以外のもので，漁獲サイズに至っても黒
斑が残ると思われるもの

イ　市場調査

栽培公社が集計した市場調査（１２箇所）の測定デー
タ（全長及び無眼側黒化の有無，２０１１年１～１２月）を
用いて，混入率や回収尾数，回収率などを算定し，年
級別の累積回収率の値を更新した。
ウ　加入した人工種苗の放流サイズに関する調査

余市郡漁協に水揚げされたヒラメを購入して生物測
定を行い，耳石（扁平石）を摘出し，落射蛍光顕微鏡
下でALC（アリザリンコンプレクソン）標識が確認さ
れた個体についてALC標識径を計測し，該当する放流
年級の全長－ALC標識径の回帰式に代入して放流全
長を計算した。
エ　餌料環境調査

２０１２年７月１７日，７月３０日及び９月３日に，余市湾
のヒラメ放流水域の２m，４m，６m，８m，１０mの各
水深帯で，ソリネット（幅１m，高さ０.３m，コッドエ

ンド目合２.５mm）の３分曳網による餌料環境調査を実
施した。

（３）　得られた結果

ア　放流データの収集

北部日本海放流群（稚内市～積丹町，２０１１年羽幌産
種苗）の体色異常は，無眼側の黒化区分１，２，３がそれ
ぞれ８.５％，２０.３％，７１.３％，また有眼側の白化率が０%
を示した（表１）。
南部日本海放流群（神恵内村～函館市，２０１１年瀬棚
産種苗）の体色異常は，無眼側の黒化区分１，２，３がそ
れぞれ２.５％，１１.９％，８５.５％，また有眼側の白化率が
０%を示した（表２）。

イ　市場調査

①　混入率
２０１１年の市場調査における無眼側黒化個体の混入率
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（＝無眼側黒化尾数/調査尾数）は，北部日本海が６.１％
（調査尾数５,７７７尾中，３５４尾），南部日本海が４.５％（調
査尾数２,４３２尾中，１０９尾）で，北部日本海がやや高い
傾向を示した（表３）。個々の調査市場の混入率は，北
部日本海が１.５～１０.４%，南部日本海が０.９～８.７%の範囲
で変動した（表３）。

１９９６～２０１１年の混入率（表４）を見ると，１９９６～２００５
年の１０年間は南部日本海で高い傾向が見られるが，最
近５年間（２００６～２０１１年）については逆に，北部日本
海で高い傾向が続いている。

②　回収サイズ
市場に水揚げされた無眼側黒化ヒラメの標本全長組

成を図１に示した。水揚げ規制対象の全長３５cm未満
の個体は，両海域ともに出現しなかった。新規加入し
た全長３５～４０cm階級の割合は両海域で類似していた。
全長モードは南部日本海（n=１０９）では４０～４５cmに，
また北部日本海（n=３５４）では４５～５０cmに出現した。

③　各調査市場における放流効果の算定
ヒラメ協議会では２０１１年１～１２月に北部日本海の７

市場（稚内，豊富，羽幌，苫前，増毛，小樽，余市郡）
と，南部日本海の６市場（寿都町，瀬棚，上ノ国，松
前さくら，福島，知内）で水揚げされたヒラメの全長
測定と体色異常に関する市場調査を実施した。なお，
ひやま漁協乙部市場の日別水揚台帳を参考資料として
て収集した。
各調査市場における人工種苗ヒラメの放流効果（回
収尾数，回収率，回収重量，回収金額）を，北田（１９９１）
の「市場でのサンプリングによる放流効果の直接推定」
の方法を用いて算定した。
計算例として，余市郡漁協の結果を示す（表５）。

２０１１年の年間回収尾数（表５，黒化区分２と黒化区分
３の合計割合を標識率として補正）は，１歳が０尾，２
歳が６１４尾（９５%信頼区間，３６９～８６０尾），３歳が４７５尾（同，
２９１～６６０尾），４歳が８１尾（同，２～１６１尾），５歳以上が
０尾と推定された。
回収年齢は２～４歳で，２歳が回収尾数のピーク（完
全加入年齢）を示した（但し，疾病のため放流を中止
した２００５年級に相当する６歳魚は出現していない）。
年間の総回収尾数は点推定値が１,１７０尾，９５%信頼区間
下限が６６２尾，上限が１,６８１尾と推定された。
回収率は２歳（２００９年級）が１.６２%（９５%信頼区間，０.９７
～２.２６%），３歳（２００８年級）が１.１４%（同，０.７～１.５９%），
４歳（２００７年級）が０.２４%（同，０.０１～０.４８%）と推定
された。
回収重量は２歳（２００９年級）が３８８kg（９５%信頼区間，

２３３～５４３kg），３歳（２００８年級）が５６６kg（同，３４７～
７８７kg），４歳（２００７年級）が１４４kg（同，４～２８５kg），
またヒラメ水揚げ重量（年計）に対する放流魚の重量
貢献率は３%（同，２～５%）と推定された。
回収金額については２歳（２００９年級）が２７万円（９５%

信頼区間，１６～３８万円），３歳（２００８年級）が４０万円
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図１　ヒラメ無眼側黒化魚の全長組成（２０１１年市
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（同，２４～５６万円），４歳（２００７年級）が１０万円（同，
０～２０万円），また２０１１年の余市郡漁協のヒラメ生産金
額（２,３０６万円）に対する放流魚の経済貢献率は３%（同，
２～５%）と推定された。
回収魚のモニタリング調査を実施した１３市場と水揚
げ台帳から算定した乙部市場における放流効果の算定
結果を表６に示した。
各調査市場の年齢別回収率は，北部日本海の７市場
で１歳が０～１.１２%，２歳が０.０７～１.６２%，３歳が０．０７
～１.１６%，４歳が０～０.４７%，また南部日本海の７市場
で１歳が０%，２歳が０.０６～０.４８%，３歳が０～０.８１%，
４歳が０～０.９９%，５歳が０～０.３４%，６歳以上が０～
０.３２%の市場間変動を示した。
各調査市場における２０１１年のヒラメの漁獲量と生産

金額に対する放流魚の占める割合（貢献率）は，北部

日本海では０.４～３.４%，南部日本海で０.４～９.８%と算定さ
れた。
④　調査市場から海域全域への算定値の引き延ばし
北部日本海と南部日本海で実施した市場調査の結果

（表６）を用いて，それぞれの海域全体の放流効果を算
定した。
北部日本海の算定では７カ所の市場調査の結果を，

ヒラメの漁獲統計がある２６市場と１機船について，算
定が過大となることを避けるため，年間漁獲量が６ト
ン以下の８ヶ所を引き延ばしの母数から除外し，計１９
ヶ所へ引き延ばした（図２）。同様に，南部日本海では，
６カ所の調査市場の結果を，ヒラメの漁獲統計がある
２５市場の内，年間漁獲量が６トン以下の３ヶ所を除外
し，計２２市場へ引き延ばした（図３）。
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⑤　北部日本海と南部日本海の算定結果
北部日本海における放流効果の算定結果（黒化区分
２+黒化区分３の割合を標識率として補正）を表７に
示した。
２０１１年の年間回収尾数は，１歳が１９２尾（９５%信頼区
間，３１～３５１尾），２歳が４,３３９尾（同，１,９２２～６,７５５尾），
３歳が５,０６５尾（同，２,９００～７,２３０尾），４歳が１,１６８尾
（同，５３４～１,８０２尾），５歳 が１８８尾（同，-３０～４０５尾），
６歳は未放流，７歳が３３尾（同，-１０～７６尾），８歳が５７
尾（同，-３９～１５１尾），９歳が０尾と算定され，３歳が
回収尾数のピーク（完全加入年齢）を示した。
年齢別平均体重を乗じて求めた回収重量は，１歳が

５７kg（９５%信頼区間，９～１０５kg），２歳が２,６０３kg（同，
１,１５３～４,０５３kg），３歳が５,５７２kg（同，３,１９０～７,９５３kg），
４歳が１,９８５kg（同，９０８～３,０６３kg），５歳が４３２kg（同，-
６８～９３１kg），６歳は未放流，７歳が１０１kg（同，-３１～
２３５kg），８歳が１７６kg（同，-１２２～４６９kg） ，９歳が０

kgの計１０,９２６kg（同，５,０４０～１６,８１０kg）と算出された。
回収重量に単価を乗じて求めた回収金額は，１歳が
４万円（同，１～８万円），２歳が１９９万円（同，８８～
３０９万円），３歳が４２５万円（同，２４３～６０７万円），４歳
が１５１万円（同，６９～２３４万円），５歳が３３万円（同，-５
～７１万円），６歳は未放流，７歳が８万円（同，-２～
１８万円），８歳が１３万円（同，-９～３６万円），９歳は０
万円の計８３４万円（同，３８５～１,２８３万円）と算出された。
次に，南部日本海（神恵内村～函館市）における放
流効果の算定結果（黒化区分２+黒化区分３の割合を
標識率として補正）を表８に示した。
２０１１年の年間回収尾数は，１歳が６３尾（９５%信頼区
間，-３４～１５９尾），２歳 が３,７７２尾（同，８１５～６,７２８尾），
３歳が５,７４５尾（同，２,０４２～９,４４８尾），４歳が
１,３７６尾（同，４２７～２,３２４尾），５歳 が１,６３６尾（同，
８９～３,１８３尾），６歳が７６７尾（同，-２２０～１,７５３尾），７歳
が１５５尾（同，-１３０～４３８尾），８歳 が１７８尾（同，-１５８～
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５１４尾），９歳が１６尾（同，-９～４２尾）と算定され，３
歳が回収尾数のピーク（完全加入年齢）を示した。
年齢別平均体重を乗じて求めた回収重量は，１歳が

１９kg（９５%信頼区間，-１０～４８kg），２歳が２,２６３kg（同，
４８９～４,０３７kg），３歳が６,３１９kg（同，２,２４７～１０,３９２kg），
４歳が２,３３９kg（同，７２６～３,９５１kg），５歳が３,７６４kg（同，
２０６～７,３２２kg），６歳 が２,３７９kg（同，-６８１～５,４３４kg），
７歳が４８０kg（同，-４０２～１,３５７kg） ，８歳が５５２kg（同， 
-４８９～１,５９４kg），９歳が４９kg（同，-２７～１３１kg）の計

１８,１６５kg（同，２,０５７～３４,２６５kg）と算出された。
回収重量に単価を乗じて求めた回収金額は，１歳が２

万円（同，-１～５万円），２歳が２２５万円（同，４９～４０１
万円），３歳が６２８万円（同，２２３～１,０３２万円），４歳が２３２
万円（同，７２～３９２万円），５歳が３７４万円（同，２０～７２７
万円），６歳が２３６万円（同，-６８～５４０万円），７歳が４８万
円（同，-４０～１３５万円），８歳は５５万円（同，-４９～１５８万円），
９歳が５万円（同，-３～１３万円）の計１,８０２万円（同，
２０５～３,３９８万円）と算出された。

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）

－151－

-5

55 5

5

7

- - - - -

5

Title:p147_152.ec7 Page:151  Date: 2013/12/05 Thu 09:23:09 



⑥　１９９６～２０１０年級の累積回収率
２０１１年の市場調査から推定した北部日本海（表７）
と南部日本海（表８）の放流年級別の回収尾数と回収
率を用いて，これまでに放流した１９９６～２０１０年級の回
収尾数と累積回収率の値を更新した（表９）。
両海域とも，放流した人工種苗は１歳ないし２歳で
資源に新規加入し，２歳または３歳で回収尾数がピー
クに達して完全加入し，その後，６歳頃には累積回収
率の値がほぼ確定した。
そこで，２０１１年までの市場調査で累積回収率の値が

ほぼ確定したと思われる１９９６～２００５年級について，標
識率を無眼側の黒化区分２と黒化区分３の合計割合と
して補正した場合，海域別の累積回収率は北部日本海
で０.６～２.６%，南部日本海で１.８～４.４%の範囲で年級変動
が観察された。
同一年級の累積回収率を海域間で比べると，北部日
本海，南部日本海の順に，１９９６年級では０.６%と１.９%，
１９９７年級では１.２%と３.１%，１９９８年級では１.８%と３.４%，
１９９９年級では１.６%と３.２%，２０００年級では１.７%と３.０%，
２００１年級では２.０%と４.４%，２００２年級では１.５%と２.３%，
２００３年級では１.３%と２.２%，２００４年級では２.６%と１.８%と
算定され，２００４年級を除き，南部日本海で放流した年
級の方が累積回収率が高かった。
ウ　加入した人工種苗の放流サイズに関する調査

余市湾で２００７～２００９年に放流したALC標識群（表
１０）について，放流後３年以内に余市郡漁協に水揚げ
された，それぞれ３１尾，３５尾，２１尾の回収個体の耳石
から推定した放流時の全長の各階級割合を，放流時の
実測全長組成の各階級割合で除して，放流サイズ指数
を求めた。
放流サイズ指数は，２００８年の全長階級１１０mm台を除

くと，何れの年級も６０mm台で指数値が最大となるよ

うな傾向を示した。
今後，古平漁協や小樽漁協など，放流水域外に拡散
して回収される標本についても調査対象とし，大型個
体の逸散の可能性についても検討を加えたい。
エ　餌料環境調査

７月中旬，下旬，９月上旬の３回の調査では何れも，
エビジャコ，アミ類が採集された（表１１）。両者の平方
メートル当たりの個体数は，７月の方が９月に比べて多
い傾向を示した。また７月には，エビジャコは８m水
深帯に，アミ類は４～６m水深帯に多い傾向が見られ，
両者の卓越する水深帯に違いが認められた。
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（１）目的

ヒラメのウイルス性神経壊死症（VNN）に対する適
切な診断，検査方法を開発するとともに，ウイルス保
有魚を排除することにより防疫対策の確立に資する。

（２）経過の概要

本道では，ヒラメのVNN対策として北海道栽培漁業
振興公社（以下栽培公社）羽幌・瀬棚事業所で生産さ
れた種苗のRT-PCR法による検査，親魚の抗体検
出ELISA法による検査でウイルス保有魚の排除を実
施しており，平成８年度から生産が行われている栽培
公社産種苗で平成１６年度までVNNの発病は起こらな
かった。また平成１３年度の試験から親魚には発病に直
接関わらないウイルスゲノムのDNA型が存在し，親魚
から卵及び精子にこのDNA断片が移行している可能
性が示唆された。
その後，E-１１細胞等を用いて原因ウイルスを培養し，
検出することが可能となった。そこで平成１４年度から
は，従来から行われてきた配付前種苗のRT-PCR法な
らびにDNA型の検出に加え，E-１１細胞を用いたウイル
ス培養を行ってきた。
また，次年度親魚として使用するヒラメのELISA法

による抗体検査も，引き続き実施しているが，平成２１
年度から陽性対照血清を設定し，これとのELISA吸光
度により陽性・陰性を判定している。
なお，平成１７年度に栽培公社羽幌事業所で種苗生産
し中間育成中の種苗（平均全長８０mm）でVNNが発生
したことを受け，種苗のVNN検査を孵化仔魚と３０mm
種苗時点の２回とし，今年度から種苗の検査を凍結か
ら生サンプルに改めた。

ア　種苗のRT-PCR法による検査

孵化仔魚では羽幌事業所の４ロットと瀬棚事業所の
６ロットにつき約１００mgの魚体全体を，３０mm種苗で
は羽幌事業所の６ロットと瀬棚事業所の４ロットにつ
いて６０尾を５尾ずつプールして目と脳を検査試料とし
た。

イ　種苗のウイルス培養検査

孵化仔魚と３０mm種苗について，上記と同じサンプ
ルを磨砕・希釈後静菌処理し，２４ウエルプレ－トで培
養したＥ-１１細胞に終濃度が１０－３，１０－４になるよう添加
後，２０℃で１４日間培養して，CPE（細胞変成）の有無
を観察した。
ウ　親魚のELISA法によるウイルス抗体検査

栽培公社羽幌事業所に新たに収容し飼育されていた
天然親魚２０３尾についてELISA検査を行った。前年度
と同様に，平成２０年度に凍結融解後の１:２０血清で
のELISA吸光度が０.０５０となった個体の血清を標準血
清とした。これを被検魚の１:２０血清を分注し
たELISAプレートに１:２０標準血清も分注してELISA
検査を行い，標準血清のELISAのELISA吸光度と同じ
又はこれより高い値の個体を陽性，これより低い値の
個体を陰性と判定した。

（３）得られた結果

ア　種苗のRT-PCR法による検査

栽培公社羽幌，瀬棚両事業所で生産された孵化仔魚，
３０mm種苗何れも全ロットが陰性だった。
イ　種苗のウイルス培養検査

両事業所産孵化仔，３０mm種苗の全ロットとも１４日
間の観察でCPEが形成されず，ウイルスは検出されな
かった。
ウ　ELISA法による親魚のウイルス抗体検査

ELISA検査の結果，羽幌事業所で飼育されていた尾
中２０３尾中８尾を陽性と判定し，助言により廃棄とした。
エ　VNN発生の有無

上記ア及びイの検査結果から，羽幌・瀬棚両事業所
とも種苗生産でのVNNの発生はなく，また中間育成期
間中の発症もなかった。
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（１）目的

マツカワのウイルス性神経壊死症（VNN）に対する
適切な診断，検査方法を開発するとともに，ウイルス
保有魚を排除することにより防疫対策の確立に資する。

（２）経過の概要

本道では，マツカワのVNN対策として平成１７年度ま
で北海道立栽培漁業総合センタ－で生産された種苗の
RT-PCR法による検査，親魚のELISA法による抗
VNNウイルス抗体検査でウイルス保有魚の排除を実
施してきており，平成７年度以後生産された種苗で
VNNの発病は確認されていなかった。しかし，平成１６
年度に稚魚で陽性と判定される種苗が見出されたため，
平成１７年度以降，新たに卵，精子および孵化仔魚につ
いてもRT-PCR法で検査することとした。
平成１８年度からマツカワの種苗生産が北海道栽培漁

業振興公社伊達事業所（以下伊達事業所）で実施され
ているため，伊達事業所で飼育されている親魚から得
られた卵，精子および孵化仔魚，３０mm種苗のRT-PCR
検査，３０mm種苗の細胞培養法によるウイルス検
査，ELISA法による親魚候補魚の抗VNNウイルス抗体
検査を実施して来た。しかしこのうち卵，精子につい
ては，検体数が１,０００にも及び検査費用がかさむことか
ら，２２年度から検査を取りやめた。
また，ELISA法による抗VNNウイルス抗体検査につ

いて，検査で得られた検査結果は，罹病魚の処分や親
魚候補魚の選別における判断基準として，伊達事業所
に提供していたが，ELISA法を改良中であることから
今年度は北大と共同で中和試験による検査を実施し，
情報を提供した。
ア　孵化仔魚及び３０mm種苗のRT-PCR法による検査

孵化仔魚については１９ロット，３０mm種苗について
は８ロットについて検査を行った。孵化仔魚について
は６０尾以上（５０～１００mg）を１検体にし，３０mm種苗
については脳と目を取り出し，５尾を１検体として核

酸抽出を行い，RT-PCR法でT４領域の検出を試みた。
イ　３０mm種苗の細胞培養法によるウイルス検査

上記と同じサンプルを磨砕・希釈後，静菌処理し，
２４ウエルプレ－トで培養した SSN-１細胞に，終濃度
が１０－２～１０－３になるよう添加後，１５℃で１４日間培養し
て，CPE（細胞変性）の有無を観察した。CPEらしき
ものが観察された場合は培養上清をRT-PCR法でT-４
領域を増幅し,VNNウイルスによるものかを判別した。
ウ　VNNウイルスの中和試験による親魚候補魚の選

別

合計８１９尾検査した。なお，VNNウイルスの中和試
験は北海道大学と共同で以下のとおり行った。
中和試験前日に９６ウエルプレートにSSN-１細胞を

培養した。中和試験当日は９６ウエルプレートに
Hank's BSSを９０μＬとマツカワ血清１０μＬ入れ混合
（以下，マツカワ希釈液）し，次にあらかじめ用意して
おいた１０００TCID５０／１００μLのＶＮＮウイルス液をマ
ツカワ希釈液の入った９６ウエルプレートに１００μＬ入
れ，マイクロプレートミキサーで混合した。次に１５℃
で３０分間反応させ，反応後の液を５０μＬずつ細胞へ１
検体につき２ウエル接種し，１５℃で３週間培養し，
CPEの有無からウイルスが中和されたかどうかを判定
した。　
エ　電解水による洗卵試験

１tのアルテミア水槽に４kg弱の受精卵を収容し，次
亜塩素酸濃度が０.５ｍｇ/Lとなるように調整し，５分間
浸漬した後，受精卵表面の生菌数を海水培地で測定し
た。
オ　開発中の抗VNNウイルス抗体検出ELISA法の実

用化試験

昨年度ELISA法による検査を北海道大学と同時に
行ったところ，北大と水試で出した値に相違が認めら
れたため，その原因を追及したところ，試薬の調整方
法の差によるものと考えられた。そのため，マイクロ
プレートのロット番号，試薬のロット番号など同じも
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10．２　マツカワ放流事業
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担当者　資源増殖部　資源増殖グループ　伊藤慎悟  三浦宏紀
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のを使用し，検証を行った。

（３）得られた結果

ア　孵化仔魚及び３０mm種苗のRT-PCR法による検査

今年度検査した全ロット陰性であった（表１）。
イ　３０mm種苗の細胞培養法によるウイルス検査

今年度検査した全ロット陰性であった（表１）。

ウ　VNNウイルスの中和試験法による親魚候補魚の

選別

８１９尾中６７検体が中和試験で陽性と判断されたため，
処分した（表２）。

エ　電解水による洗卵試験

殺菌率は７３.６％と昨年よりも低くなった。収容した
卵量の差などがあることから次年度以降，昨年との差
について検証していく予定である。
オ　開発中の抗VNNウイルス抗体検出ELISA法の実

用化試験

マイクロプレート，発色試薬などのロット番号の同
じものを使用したが，北大との値が数倍違った。その
ため，北大と共同で検証を行ったところ，T-PBSとい
う洗浄液で値に差が出たことが判った。これに使用す
る超純水は，水試では２０年近く前の製造装置を使用し
ており，比抵抗も超純水の最低基準（１５MΩ･㎝）は満
たしているものの理論値（１８.２MΩ･㎝）よりかなり下
がっていることから，超純水が原因ではないかと疑わ
れた。次年度以降に他の超純水製造装置を使用し，検
証する予定である。
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0 8 0

38 0 9 0
-* - 4

0 8 0

0 8 0

38 0 9 0
-* - 4

0 8 0

表１　過去４年間の北海道栽培漁業振興公社伊達
事業所の孵化仔魚と３０mm種苗のRT-PCR
検査結果

- -
*3

67 *4

表２　過去４年間の北海道栽培漁業振興公社伊達
事業所マツカワ親魚のＥＬＩＳＡまたは中
和試験検査結果
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（１）目的

マツカワ漁獲の盛期は，春季（５～６月）と秋季
（１０～１２月）の２期であり，それ以外の時期は漁獲が少
ないため品薄となる。１年を通して安定的に確保し需
要に対応するためには，陸上水槽での蓄養技術が望ま
れる。
盛期に漁獲されるマツカワを数か月間蓄養すること
によって，マツカワ流通の端境期にも出荷を可能にし，
通年の安定供給を図る。また，漁獲行為で受けた傷を
治癒するとともに，給餌飼育を行うことで漁獲時より
も大型の個体とすることにより商品価値の向上を図る
ことを目的とする。

（２）経過の概要

当事業は平成２２年度から開始され本年で終了するこ
とから，ここでは２４年度の結果概要を含めて３か年の
総括的なまとめを記載する。なお，平成２２-２３年度の結
果を引用した部分の図表は当該年度の事業報告書に掲
載された図表番号を記すにとどめ，再掲示しなかった
ので，詳細についてはそれぞれの事業報告書を参照さ
れたい。
ア　飼育水温別蓄養試験（平成２２-２３年度）

春季の漁獲個体を６月から１０月まで，また，秋季の
漁獲個体を１１月から３月まで，無調温，１３℃，１８℃の
水温で飼育した。春季の試験は配合飼料を，秋季の試
験ではオキアミと配合飼料を給餌した。また，無給餌
状態での体重減少率を調べた。
イ　給餌技術開発（平成２２-２４年度）

春季の試験では配合飼料への餌付けは比較的順調で
あった。しかし，秋季の試験では配合飼料はほとんど
摂餌しなかった。また，春季の試験でも，配合飼料を
摂餌しない個体があったため，個体別に配合飼料の摂
餌状況を観察するとともに蓄養終了時の体重変化から
春季と秋季それぞれの蓄養期間で配合飼料に餌付いた
個体と餌付かなかった個体の割合を算出した。
また，春季無調温飼育で配合飼料と冷凍オキアミを

それぞれを飽食させた場合の増肉計数を計算した。
さらに，配合飼料への餌付きを促進させるため，市

販の摂餌促進剤（オキアミエキス）とオキアミ抽出物
（水およびエタノール抽出）を配合飼料へ展着させた場
合の摂餌促進効果について調べた。
ウ　漁獲時創傷の治癒（平成２２-２３年度）

漁獲時にうけた創傷が蓄養期間中のどのように変化
するかを記録した。
エ　寄生虫について（平成２２-２４年度）

試験期間中に見られた外部寄生虫は，ツブムシの一
種，コシダカセンチュウ，ウオジラミであった。この
うち，ツブムシとコシダカセンチュウについて，その
消長等の知見を集積した。
オ　採算性に関する資料

３か年の蓄養試験の結果に基づいて，蓄養期間中の
生残率，配合飼料の摂餌率，増肉係数などを示し，蓄
養を行った場合の採算性について計算できる基礎資料
を提示した。

（３）得られた結果

ア　飼育水温別蓄養試験

春季の試験では，成長率，肥満度とも１８℃区で良好
であった（平成２２年度；図３，４，５）。秋季の試験では，
飼育水温にかかわらず成長率，肥満度とも低下する個
体が多かった（平成２２年度；図８，９，１０）。また，秋季
では配合飼料の摂餌が極めて悪かったことも成長率低
下の一因であると考えられた。
無給餌飼育時の体重減少率は，６～７月に無調温で
飼育した場合，１日あたり０.３～０.４%であり（平成２３年
度；図３），１か月で１０%，２か月で２０%におよぶ。ま
た，冬期間は水温の低下に伴って体重減少率も夏季よ
り少ないが，それでも１か月で５％，３か月で８％程
度の体重減少が認められた（平成２２年度；図９）。
飼育期間中（２か月間）の斃死率は春季蓄養の場合
で１２%，秋季蓄養では３０%におよんだ。また，秋季蓄
養で加温（１８℃）した場合には７３%と高い斃死率を示
した（図１）。
イ　給餌技術開発

搬入から１か月経過しても配合飼料を摂餌しない個
体の割合は，春季で２５%，秋季では５８%であった（図２）。
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10．３　養殖技術開発推進事業（マツカワ蓄養試験）

担当者　資源増殖部　資源増殖グループ　髙谷義幸　中島幹二　伊藤義三
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また，配合飼料を摂餌する個体であっても，摂餌開始
までは飼育環境に慣れる期間が必要であり，漁獲から
摂餌開始までは最低２～４週間の期間が必要であった。
摂餌が良好な個体の日間摂餌率は湿重量で配合飼料

１.４２％，オキアミ４.４３%，乾燥重量換算では配合飼料
１.３３%，オキアミ０.９７%であった。また，増肉計数は湿
重量で配合飼料２.２，オキアミ８.８であったが，乾燥重量
換算では配合飼料２.０，オキアミ１.９とほぼ同程度であっ
た。
摂餌促進のために，市販摂餌促進剤，オキアミ抽出
物を配合飼料に展着させて給餌したが，いずれも配合
飼料の摂餌を促すことはできなかった。

ウ　漁獲時創傷の治癒

漁獲時に重度の損傷を受けた個体は蓄養中に死亡し
た。中程度の損傷は１～２か月程度で治癒する（平成
２２年度；写真１）。一方で，漁獲直後には見えなかった
刺網等による傷が，１～２週間の蓄養で顕在化する場合
があり（図３），注意が必要である。
エ　寄生虫について

ツブムシの寄生状況を表１にまとめた。ツブムシは，
マツカワの鰓蓋内（主に鰓弓部に寄生），口腔内，体表
への寄生が認められたが，主な寄生部位は鰓蓋内であ
り，通常，外観からは発見されることは少ない（図４）。
寄生率は高く，２０１１年は苫小牧で採集された個体で
９０%以上，豊浦で採集された個体で８４.６%で寄生が認め
られた。２０１２年採集個体では寄生率はやや低下したが，
それでも８０％の個体に寄生が認められた。一方で，１尾
あたりの虫体数は２～３個体と比較的少なかった。本
種の寄生数の推移は，搬入時期によって異なり，５月に
外海から搬入されたマツカワへの寄生数は搬入時をピ
ークに漸減傾向であったが，６月に搬入されたマツカ
ワでは搬入時よりも翌月（７月）に寄生数が増加し，
その後漸減傾向となった（図５）。搬入から１か月後に
寄生数が増加した原因は不明であるが，搬入時には肉
眼的に発見できなかった虫体が成長することによって，
発見数が多くなった可能性が考えられる。
２０１１年の春季に採集され，蓄養試験に供していた個
体を２０１１年１０月１７日に観察したところ，３８尾中９尾に
コシダカセンチュウの寄生が認められた（図６）。１尾
あたりの虫体数はほとんどの個体で１個体であったが，
中には複数の個体が寄生しているものもあった。本種
は，鰭条の間などで発見されるため，寄生があれば見
落とされることはないと考えられるが，蓄養個体のみ
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図１　蓄養期間中（２か月）の斃死率

図３　漁獲時創傷の状況（短期間で悪化する場合，○部分）
左；漁獲直後，右；１週間後 　　　　　　　
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図２　配合飼料の摂餌個体率
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ならず各種の標本調査でも発見されたことはない。ま
た，２０１２年に採集されたマツカワには本種の寄生は認
められなかったことから，２０１１年に見られた本種の寄
生は，特定的な事例であると考えられた。なお，マツ

カワへの本種の寄生はこの事例が初記録である（長澤，
私信）。
オ　採算性に関する資料

以下に，３か年の蓄養試験によって得られた各種デ
ータの総括を示す。これらの数値は，飼育条件によっ
て変動すると思われるが，現場で蓄養を行う際の採算
性を計算するための目安の数値となる。
○蓄養期間中の死亡率･･･夏の蓄養（５～６月に漁獲
して８月頃まで蓄養した場合）で１２%，冬の蓄養
（１１月頃に漁獲し２月頃まで蓄養した場合）で３０％。
これらは，蓄養中のロスとなる。
○配合飼料を摂餌する個体の割合･･･夏の蓄養で７５%，
冬の蓄養で４２%。これ以外の個体は配合飼料を摂餌
しないので，蓄養期間が長くなるにつれて魚体重が
減少する。
○無給餌の場合の体重減少率･･･夏の蓄養で１日あた
り０.３～０.４%，１か月で１０%，２か月で２０%の体重減少
となる。冬の蓄養では１か月で５%，３か月で８%の
体重減少となる。また，配合餌料を摂餌する個体で
あっても，漁獲後，蓄養水槽に搬入してから２～４
週間は摂餌しないので，漁獲から１か月程度は上記
の体重減少を見込む必要がある。
○飼料の摂餌率と増肉係数･･･夏の蓄養の場合，配合
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図４　マツカワに見られたツブムシの一種
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図５　ツブムシ寄生数の推移

表１　ツブムシの寄生状況

(A)

(B)

図６　マツカワに見られたコシダカセンチュウ
（Ａ）魚体への寄生状況，（B）とりだした虫体
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飼料は１日あたり魚体重の１.４２％，オキアミは４.４３%
を摂餌し，この時の増肉係数は配合飼料で２.２，オキ
アミで８.８であった（いずれも湿重量ベース）。冬の
蓄養では摂餌してもほとんど成長しないため，無給
餌の方がよいかも知れない。

○その他･･･寄生虫の存在は多くの場合問題とならな
い。漁獲時の創傷は重度の場合を除いて１～２か月
の蓄養期間中に治癒するが，２週間程度の短期蓄養で
は逆に創傷が目立つ場合があり，販売単価に影響を
与える可能性がある。
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（１）目的

全国的なアサリ漁獲量の減少については，埋立によ
る生息場の減少，幼生ネットワークの崩壊，乱獲，食
害，秋季から冬季における波浪によるアサリの減耗，
成長・成熟不良が主要な要因として挙げられている。
また，北海道ではアサリ漁獲量は安定しているものの，
一部の漁場において成長不良が問題となっている。こ
うした生息場の減少や成長・成熟不良等は，母貝場の
再生産機能の喪失や低下を引き起こすと考えられ，そ
の回復により産卵量の底上げが期待できる。しかし，
母貝場としての機能を評価するための手法や基準はな
く，具体的な機能回復手法も開発されていない状況に
ある。このため，海洋環境を詳細に把握し，アサリの
再生産能力に対する場の評価手法の開発や基準の策定
を行うとともに，母貝場の機能回復手法の開発が課題
となっている。
そこで本研究では，母貝となるアサリの成熟・産卵
といった再生産能力とクロロフィルフラックスを中心
とした環境指標との関係を評価するため，現場試験お
よび室内実験を実施し，成熟・産卵に対する制限要因
の特定と成熟・産卵を確保できる基準の策定を目的と
する。また，これらの指標を目安として，既存の母貝
場における機能向上を図るための環境改善対策の提案
や新たな母貝場の創出技術の開発を目指す。
なお，本課題は今年度が最終年のため，これまで３
年間の成果の総括を報告する。

（２）　経過の概要

ア　成熟・産卵の制限要因の特定

（ア）アサリケージ飼育試験および定期調査

アサリケージ飼育試験は，２０１０年７月１３日～１０月２８
日，２０１１年６月１６日～１０月２６日および２０１２年５月２３日
～８月１日の間に，サロマ湖赤川地区にある２つのア
サリ増殖場（第１工区と第４工区）で実施した（図１，
表１）。２０cmの深さまで埋設した蓋つきプラスチック

製ケージ（縦５１×横３２×高さ２７cm，底面積０.１６㎡）に，
周辺で採集して殻長等の測定と油性マジックで個体標
識したアサリを３０個体/０.１６ ㎡の密度で収容した。そ
の後，定期的に各工区のケージ１個からアサリをすべ
て回収し，生残個体を計数した（以下，飼育標本と称
す）。
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11．漁場生産力の有効活用によるアサリ母貝場造成および新規創出技術開発
　　（公募型研究）

担当者　資源増殖部　水産工学グループ　秦　安史　櫻井　泉　
共同研究機関　増養殖研究所　北海道区水産研究所　東京海洋大学
協力機関　サロマ湖養殖漁業協同組合　西村組　　　　　　　　　

図１　調査地点

表１　ケージ飼育試験に用いた標本の概要
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定期調査は，２０１０年７～１０月，２０１１年６～１０月およ
び２０１２年５～１０月の毎月，第１工区の飼育試験実施場
所の近傍で殻長３０mm前後のアサリ３０個体を採集して
行った（以下，基準標本と称す）。
飼育試験および定期調査で得たアサリ標本は，殻長，

殻高，殻幅，全重量および軟体部湿重量を測定し，肥
満度を軟体部湿重量（g）/（殻長（cm）×殻高（cm）
×殻幅（cm））×１００の式により算出した。飼育アサリ
の成長については，飼育開始時と終了時の殻長差と飼
育期間から日間増殻長（mm/日） を算出した。測定
後のアサリは，グリコーゲン含量および卵黄タンパク
量（２０１２年７，８月），安定同位体比（２０１０年）の測定
ならびに生殖腺および消化管内の珪藻組成（２０１０年お
よび２０１１年）の観察に供した。グリコーゲン含量は，
後部閉殻筋を凍結保存の後，一部改変したフェノール
硫酸法で測定した（１４個体/調査点）。卵黄タンパク量
は，アサリ軟体部全体を－８０℃で凍結保存の後，卵巣
を含む軟体部の一部をホモジナイズして，ELISAで測
定した。安定同位体比は，アサリ軟体部全体を凍結保
存の後，元素分析計で測定した（６個体/調査点）。生
殖腺の観察は， Davidson液で一晩固定して７０％エタ
ノールで保存したアサリ軟体部の中央部を，常法によ
りパラフィン包埋して，５μm厚の切片を作成し，ヘマ
トキシリン・エオシン染色後，光学顕微鏡にて行った
（１４個体/調査点）。消化管内の珪藻組成の観察は，消化
管内容物を５％グルタルアルデヒド海水で固定後，光
学顕微鏡および走査型電子顕微鏡にて行った（６個体
/調査点）。
（イ）環境調査

アサリケージ飼育試験期間中，第１工区と第４工区
の飼育試験実施場所の近傍において，水温，塩分，ク
ロロフィル濃度および流速の連続観測を実施した。水
温と塩分は，JFEアドバンテック株式会社（旧アレッ
ク電子株式会社）製COMPACT－CTを漁場の底質表
面に設置して１０分間隔で行った。水柱のクロロフィル
の測定には，JFEアドバンテック株式会社製
INFINITY-CLWを用いて１０分間隔で行い，測器の蛍光
センサー部は漁場の底質表面上１５㎝になるように設置
した。蛍光値は，観測時の大型粒子の通過などにより
異常値が記録されるため，毎時の前後５ 区間の最小値
をその時刻の代表値とした（例　１０:００ の代表値は，
９:４０，９:５０，１０:００，１０:１０，１０:２０ の観測の最小値）。ま
た，培養したPavlova lutheriを用いたキャリブレーショ
ン式の作成により，測器の蛍光値をクロロフィル濃度

へ換算した。流速は，JFEアドバンテック株式会社製
のINFINITY-EMを用い，センサー部の中心が底質表
面上１５㎝の高さになるように設置した。計測にあたっ
ては，１２０分毎に５分間の作動を繰り返し，各作動時間
中に０.５秒間隔で６００回の流速の計測を行い，１２０分毎の
絶対流速の平均を算出した。なお，いずれの項目にお
いても，干出時の観測値は欠損とするとともに，冠水
時であっても異常と判断した場合には欠損とした。絶
対流速やクロロフィル濃度に加え，これらによる複合
的な餌量環境を評価するため，同時刻の絶対流速とク
ロロフィル濃度をかけあわせてクロロフィルフラック
ス（cm/s×μg/L）を算出した。
また，２０１０年は，各工区の飼育試験実施場所の近傍

において，満潮時にポンプで海底から約１cmの高さの
海底直上水を，干潮時に直径３cmのシリンジで１cm
厚の底泥を採取し，直上水と底泥の安定同位体比を分
析した。直上水と底泥の安定同位体比は，直上水２L
を吸引濾過したガラス繊維濾紙（ワットマンGF／F）
およびシリンジ採取した底泥を，それぞれ元素分析計
で測定した。
イ　既存漁場における母貝場機能向上技術の開発

（ア）底生藻類利用によるアサリの成長促進試験

市販の珪砂（中央粒径０.７mm）を５cm厚に敷き，個
体標識したアサリ２０個体を収容したプラスチックコン
テナ（３７cm×２６cm×２４cm）（以下，水槽と称す）を２
個用意し，２０１１年５～１２月および２０１２年５～１０月の間
に表２に示す条件でアサリを飼育した。試験中にアサ
リが死亡した場合は，別に給餌飼育していた死亡個体
と同サイズのアサリを補充してアサリの収容密度を保
った。試験中は１～２ヶ月間隔でアサリの殻長と全重
を測定した。なお，休日は２水槽ともに無給餌の濾過
海水掛け流しで飼育した。
（イ）底生藻類の巻上げ技術に関する試験

２０１１年７月１３日に第４工区において，図２に示す底
生藻類の巻上げを目的とした沈子ロープ（以後，巻上
げ装置と称す）を両端に取り付けたプラスチック製ケ
ージ（ケージ飼育試験と同型，試験区）と何も取り付
けていないケージ（対照区）を各１個，埋設した。各
ケージには第４工区で採取した平均殻長２３.９～
２５.５mmのアサリを，３０個体/ケージの密度で収容した。
その後２０１１年８月２５日，９月２１日および１０月２６日に試験
区と対照区のアサリの殻長を測定した。
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（３）得られた結果

ア　成熟・産卵の制限要因の特定

（ア）アサリケージ飼育試験および定期調査

a 成熟状態

アサリ生殖腺の組織観察による成熟状態を図３に示
した。いずれの場所や年においても，夏季に向けて成
熟が進み，両工区ともに概ね８～９月が卵・精子の放
出期であった。ただし，２０１０年の第４工区の雄では１０
月に放出期像が，２０１１年の基準標本では６月から放出
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図４　マツカワに見られたツブムシの一種

図２　巻上げ装置の概要

表２　試験区の設定条件

図３　アサリ生殖腺の群成熟の推移
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期像が確認され，生殖腺の成熟は年や場所でやや異な
る部分もあった。
卵黄タンパク量から推定した軟体部１gあたりの平
均卵数±標準偏差は，第１工区が２４.０万±２２.０万個
/gWW，第４工区が１０.５万±６.７万個/gWWで，場所間
に有意な差があった（図４）。また，基準標本の平均卵
数±標準偏差は５.５万±４.８万個/gWWであった。

b 肥満度，グリコーゲン含量，成長，安定同位体比，

消化管内の珪藻組成 

肥満度は生殖腺の成熟の進行に伴って変動し，２０１０ 
年９月と２０１１年１０月を除き，第１工区のほうが第４ 工
区に比べて高い傾向にあった（図５）。グリコーゲン含
量は，２０１０年９月と２０１１年９月を除き，第１工区のほ
うが第４工区に比べて高い傾向にあった（図６）。アサ
リの日間増殻長は，２０１１年６～１０月間の飼育を除き，
３ヶ年ともに第１工区のほうが第４工区に比べて高い
傾向にあった（図７）。飼育期間中の生残率は，３ヶ年
ともに９０％程度で，場所間に大きな差異はなかった（図
８）。アサリの窒素安定同位体比（δ１５N）と炭素安定
同位体比（δ１３C）を図９に示した。窒素安定同位体比
は場所間で有意差はなかったが，炭素安定同位体比は
第４工区のほうが第１工区に比べて有意に高かった。
アサリ消化管内容物中の珪藻組成を表３，４に示した。
浮遊性珪藻はほとんど確認されず，付着性珪藻が大部
分を占めていた。２０１０年は，場所間で大きな差異は認
められなかったが，２０１１年は場所間で多少差異が認め
られた。
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図４　成熟盛期のアサリ軟体部１gWWあたりの
推定孕卵数
縦棒とバーは，各工区における平均値と標準偏差を示
す　**：p<０.０１（Mann-Whitney’s U-test） 

図５　飼育標本と基準標本の肥満度
シンボルとバーは，平均値と標準偏差を示す
飼育標本間の比較 **：p<０.０１（Mann-Whitney’s U-
test）

図６　飼育標本と基準標本のグリコーゲン含量
シンボルとバーは，平均値と標準偏差を示す
飼育標本間の比較
**：p<０.０１，*：p<０.０５ （Mann-Whitney’s U-test）

図７　飼育試験におけるアサリの日間増殻長
縦棒とバーは，各工区における平均値と標準偏差を示す
**：p<０.０１,*:p<０.０５（Mann-Whitney’s U-test）
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（イ）　環境調査

第１工区と第４工区における３ヶ年の飼育期間中の
水温，塩分，クロロフィル濃度，流速，クロロフィル
フラックスの平均を図１０～１４に示した。水温とクロロ
フィル濃度は３ヶ年ともに第４工区のほうが有意に高
かった。塩分は場所間で有意差が認められたが，一定
の傾向はなかった。流速とクロロフィルフラックスは
第１工区のほうが有意に高かった。底質直上水および
底質の窒素安定同位体比（δ１５N）と炭素安定同位体比
（δ１３C）を図１５，図１６にそれぞれ示した。底質直上水
の窒素および炭素安定同位体比ならびに底質中の窒素
安定同位体比は場所間に大きな差異はなかった。底質
中の炭素安定同位体比は第４工区のほうが第１工区に
比べ高い傾向にあった。
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図４　マツカワに見られたツブムシの一種

図８　飼育試験におけるアサリの生残率
  ■：第１工区，□：第４工区

表３　消化管内の珪藻組成（２０１０年１０月）

表４　消化管内の珪藻組成（２０１１年８月）

図１０　飼育試験期間中の水温
縦棒とバーは，各工区における平均値と標準偏差を示
す
**：p<０.０１（paired t-test）

図９　飼育試験（２０１０年）におけるアサリの窒素
　　　同位体比（上）と炭素安定同位体比（下）

シンボルとバーは，平均値と標準偏差を示す
*:p<０.０５（Mann-Whitney’s U-test）

Title:p160_168.ec7 Page:164  Date: 2013/12/05 Thu 09:31:19 



平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）

－165－

図１１　飼育試験期間中の塩分
縦棒とバーは，各工区における平均値と標準偏差を示す
**：p<０.０１（paired t-test）

図１２　飼育試験期間中のクロロフィル濃度，流速
およびクロロフィルフラックス（２０１０年）
縦棒とバーは，各工区における平均値と標準偏差を示す
**:p<０.０１（Wilcoxonの符号付順位検定）

図１３　飼育試験期間中のクロロフィル濃度，流速
およびクロロフィルフラックス（２０１１年）
縦棒とバーは，各工区における平均値と標準偏差を示す
**:p<０.０１（Wilcoxonの符号付順位検定）

図１４　飼育試験期間中のクロロフィル濃度，流速
およびクロロフィルフラックス（２０１２年）
縦棒とバーは，各工区における平均値と標準偏差を示す
**:p<０.０１（Wilcoxonの符号付順位検定）

図１５　２０１０年の底質直上水の窒素安定同位体比
（上）と炭素安定同位体比（下）
シンボルは，平均値（N=２）を示す
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（エ）考察

ケージ飼育試験の結果，アサリの孕卵数や肥満度，
グリコーゲン含量，日間増殻長は，第４工区に比べ第
１工区のほうが高い傾向にあった。
一方，環境は，第１工区は第４工区に比べてクロロ
フィル濃度で代表されるアサリの餌料濃度は劣ってい
たが，流速で代表される餌料の供給効率や総合的な餌
料環境の指標となるクロロフィルフラックスは優れて
おり，その結果，孕卵数や肥満度，グリコーゲン含量，日
間増殻長が相対的に高い値を示したと考えられた。
また，本調査の範囲内においては，増殻長や孕卵数
はクロロフィルフラックスと直線的な関係にあり（図
１７，１８，１９），成長や成熟を評価する環境指標としてク
ロロフィルフラックスの有効性が示唆された。
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図１６　２０１０年の底質中の窒素安定同位体比（上）
と炭素安定同位体比（下）
シンボルとバーは，平均値と標準偏差を示す
*:p<０.０５（Mann-Whitney’s U-test）

図１７　クロロフィルフラックスとアサリの孕卵数
との関係（２０１２年）

図１８　クロロフィルフラックスとアサリの成長と
の関係（２０１０年）

図１９　クロロフィルフラックスとアサリの成長と
の関係（２０１１年）

Title:p160_168.ec7 Page:166  Date: 2013/12/05 Thu 09:31:20 



イ　既存漁場における母貝場機能向上技術の開発

（ア）底生藻類利用によるアサリの成長促進試験

試験期間中の生残率は９０％以上で，試験区間で大き
な差異はなかった（図２０）。日間増殻長または日間増重
量は，２０１１年は９月まで，２０１２年は７月まで試験区の
ほうが対照区に比べて有意に高かったが，その後は
２０１２年の７～８月の日間増殻長を除き，試験区と対照
区の間で有意差は認められなかった（図２１，図２２）。
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図２０　２０１１年（上）と２０１２年（下）における飼育
期間中のアサリ生残率

図２１　２０１１年における飼育期間中のアサリの日間
増殻長（上）と日間増重量（下）
縦棒とバーは，平均値と標準偏差を示す
**：p<０.０１（Mann-Whitney’s U-test）

図２２　２０１２年における飼育期間中のアサリの日間
増殻長（上）と日間増重量（下）
縦棒とバーは，平均値と標準偏差を示す
**：p<０.０１，*：p<０.０５（Mann-Whitney’s U-test）
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（イ）底生藻類の巻上げ技術に関する試験

アサリの平均殻長の増加量は，３回の測定すべてにお
いて試験区のほうが対照区に比べて高かった（図２３）。
ただ，９月以降の成長は対照区のほうが試験区に比べ
高いことが窺われた。

（ウ）考察

室内試験と野外試験の結果から，底生藻類の巻上げ
によってアサリの成長を促進できることが示唆された。
ただ，成長が促進される時期は限定され，サロマ湖に
おいて底生藻類の巻上げを実施するにあたっては９月
頃までが適当であると考えられた。また，漁場で実際
に底生藻類を巻上げる装置を考案したが，規模の拡大
等の改良が今後必要である。
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図２３　試験区別のアサリの平均殻長の増加量
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(m)

141 21 39.6 43 46 20.4 18.8

141 21 52.9 43 46 45.9 5.0
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141,21,53.7 43,43,16.0

141,22,00.6 43,46,29.1
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0m 10m 20m 30m 40m 50m

2332 1297 2835 - - - 

40 7 - - - - 

6 121 - - - - 

3 18 - - - - 

- 57 - - - - 

- 139 - - - - 

- 2 - - - - 

�������	
���������������

0m 10m 20m 30m 40m 50m

( /m2) 0 3 6 9 6 2 

(mm) - 57.6 50.0 53.0 52.7 55.5

(g) - 83.2 56.1 61.6 59.3 65.0

GI - 15.8 14.2 13.6 11.5 11.5

( /m2) 2 1 0 0 0 0 

(mm) 56.4 43.0 - - - - 

(g) 72.1 28.6 - - - - 

GI 14.8 21.7 - - - - 
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0m 10m 20m 30m 40m 50m

- - - 254 - - 

�������	
���������������

0m 10m 20m 30m 40m 50m

( /m2) 0 1 1 2 3 6 

(mm) - 20.8 40.2 45.0 45.1 58.2

(g) - 3.9 28.6 40.9 38.8 80.1

GI -  - 15.0 9.2 13.2 13.7

�������	
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0m 10m 20m 30m 40m 50m

3 - - - - - 

3 - - - - - 

6 - - - - - 

g/�������	
���������������

0m 10m 20m 30m 40m 50m

( /m2) 0 2 0 2 4 0 

(mm) - 36.9 - 51.5 53.7 -

(g) - 25.6 - 61.6 63.2 -

GI - 2.2 - 3.1 1.7 -
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0m 10m 20m 30m 40m 50m

( /m2) 0 3 6 9 6 2 

(mm) - 57.6 50.0 53.0 52.7 55.5

(g) - 83.2 56.1 61.6 59.3 65.0

GI - 15.8 14.2 13.6 11.5 11.5

( /m2) 2 1 0 0 0 0 

(mm) 56.4 43.0 - - - - 

(g) 72.1 28.6 - - - - 

GI 14.8 21.7 - - - - 

�������	
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 0m 10m 20m 30m 40m 50m 
 

� �P�� 2 2 3 3 0 3 

�PP� 19.0 49.3 45.3 52.7 - 47.8 

�J� 3.1 46.0 53.1 68.2 - 43.9 

*, - 13.2 24.0 16.5 - 11.4 

 

� �P�� 3 0 0 0 0 0 

�PP� 34.9 - - - - -

�J� 17.0 - - - - -

*, 10.8 - - - - -
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0m 10m 20m 30m 40m 50m

( /m2) 0 1 2 21 2 1 

(mm) - 49.4 71.3 54.1 52.7 67.7

(g) - 45.3 133.6 64.1 52.6 104.8

GI - 0.0 1.0 2.8 0.0 0.5
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No.

(m) ( ) (m) ( ) 

1 N 
8/6 19:00

0.98 5.20 0.77 5.07
8/6 21:00

2 N 
9/4 16:00

0.52 5.60 0.40 5.86
9/5 1:00

3 NNW
8/23 15:00

0.90 5.56 0.79 5.51
8/23 23:00

4 NNW
9/5 4:00

0.34 4.14 0.27 4.2
9/5 8:00

5 NW
8/13 16:00

0.35 3.85 0.30 3.4
8/13 17:00

6 NW
9/20 23:00

0.59 4.85 0.56 4.75
9/21 4:00

7 WNW
8/12  4:00

0.57 4.79 0.55 4.89
8/12 10:00

8 WNW
9/8 1:00

0.49 4.67 0.50 4.53
9/8 3:00

9 W 
8/21 15:00

0.50 4.56 0.50 4.6
8/21 19:00

10 W 
8/22 4:00

0.59 5.26 0.54 5.38
8/22 11:00

�������	
������
No.

(m) (%)

(m)

/

×100

1 N 0.98 0.77 0.73 95

2 N 0.52 0.40 0.38 95

3 NNW 0.90 0.79 0.83 105

4 NNW 0.34 0.27 0.31 115

5 NW 0.35 0.30 0.32 107

6 NW 0.59 0.56 0.57 102

7 WNW 0.57 0.55 0.54 98

8 WNW 0.49 0.50 0.48 96

9 W 0.50 0.50 0.44 88

10 W 0.59 0.54 0.56 104
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No.
(cm/s) (cm/s)

(%)

/

×100

1 N 183.8 187.0 102

2 N 83.5 100.3 120

3 NNW 155.3 218.1 140

4 NNW 38.2 76.2 199

5 NW 49.2 78.3 159

6 NW -  

7 WNW 126.2 144.3 114

8 WNW 91.2 126.3 138

9 W 56.3 57.1 101

10 W 76.2 151.7 199
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�������	��
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��������	
����

(m) ( ) 

5 0.52 4.14 W 

6 0.45 4.30 W 

7 0.48 4.19 W 

8 0.50 4.27 W 

9 0.45 4.32 W 
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4/9 5/8 6/14 7/11 8/6 9/5 10/9 11/13 12/4 1/8 2/6 3/1

0.0 0.0 0.7 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
5.0 0.5 0.0 1.4 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.3 0.0

16.0 0.0 0.0 11.3 2.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1
0.0 8.1 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.0
0.0 0.0 2.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8 0.0 0.0 0.0

48.0 66.3 77.2 70.1 75.3 85.2 87.2 89.5 95.9 94.7 92.3 93.0
15.9 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
4.6 0.0 0.0 10.1 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 0.0
0.0 2.8 3.2 0.0 0.0 14.8 12.8 7.3 3.3 2.7 0.0 4.6
0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.5 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 9.8 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0 3.2 0.0 1.5 0.0 0.0
3.5 3.9 6.1 4.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8 1.4
0.0 1.6 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
2.1 0.0 0.0 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0
1.3 0.0 3.3 0.0 19.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0
3.2 1.5 1.2 0.5 2.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8 0.1 0.0
0.0 5.4 4.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.8
0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

�������	
�����������

4/9 5/8 6/14 7/11 8/6 9/5 10/9 11/13 12/4 1/8 2/4 3/1

0.5 34.1 5.9 1.2 0.9 1.2 0.2 0.1 0.3 1.0 0.3 0.2

0.0 0.0 0.0 35.9 2.9 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

1.4 0.1 0.2 2.4 10.0 17.0 56.6 72.5 33.7 33.3 7.5 8.9

0.0 0.0 2.1 10.4 6.4 2.2 1.1 1.8 0.7 1.5 0.0 0.0

1.2 1.8 3.2 0.9 4.0 20.1 14.5 4.3 16.6 2.1 1.7 38.6

1.1 1.7 19.3 2.5 1.1 1.1 0.0 0.1 0.4 0.8 1.2 4.2

0.4 0.1 1.8 9.2 8.8 2.2 0.0 1.7 1.6 1.2 0.6 0.4

0.0 38.4 35.0 3.8 5.6 3.5 0.5 1.2 1.6 1.7 2.7 1.4

0.0 0.0 0.0 0.7 23.9 3.3 0.0 0.0 0.2 0.7 0.1 0.1

0.2 0.3 2.4 4.1 4.1 4.1 0.3 0.0 0.3 0.0 1.1 0.0

1.1 2.9 2.7 5.4 0.9 5.3 0.3 0.1 0.4 0.3 1.8 0.0

19.9 1.4 0.5 2.4 1.7 0.4 0.3 0.4 6.1 5.8 28.1 12.9

4.1 5.4 0.7 1.1 5.1 2.2 8.9 1.8 9.1 20.6 8.3 0.1

0.3 0.9 0.9 1.2 5.3 5.7 0.6 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0

16.5 0.0 0.2 0.5 2.8 0.9 2.3 0.2 1.1 6.5 8.7 5.8

53.4 12.9 25.0 18.2 16.5 30.5 14.3 15.7 27.7 24.4 37.9 27.3

�������	
��������������

4/9 5/8 6/14 7/11 8/6 9/5 10/9 11/13 12/4 1/8 2/4 3/1

0.2 5.4 4.4 14.2 6.5 6.0 0.6 0.1 0.2 2.3 0.4 2.1

0.0 21.0 7.1 13.8 6.4 1.9 0.0 0.0 9.3 0.0 23.4 0.0

0.0 0.0 7.0 4.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

4.0 23.3 11.9 6.6 14.4 16.8 7.4 26.8 4.9 0.0 17.8 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 22.2 17.9 14.2 7.0 7.9 1.0 7.5

13.9 11.8 11.1 23.8 13.0 3.0 1.1 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 2.7 4.1 12.9 0.0 2.7 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 5.0 3.6 5.6 2.7 3.9 0.8 1.1 0.0 0.6 0.6

1.1 0.5 0.2 1.6 2.3 6.2 36.8 39.7 13.3 27.6 4.4 11.6

4.0 4.9 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 6.7 4.2 28.6 11.3 28.5

45.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 8.1 14.6 0.0

0.0 0.0 6.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 35.3 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 19.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.8 1.9 1.4 6.7 16.9 5.1 2.3 0.4 0.4 1.2 1.1 0.5

0.0 0.6 0.0 0.4 6.4 4.0 0.1 0.0 13.3 4.9 0.0 0.0

30.6 30.7 25.7 24.8 25.8 27.9 17.0 11.4 8.1 19.3 25.4 49.1
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6/14 9/5 12/4 2/6
1.3 0.9 4.0 3.6
4.1 0.4 4.3 7.8
0.8 0.5 15.5 6.7
1.3 0.9 6.8 6.1
0.3 4.5 0.8 1.2
0.0 0.0 0.0 13.1
0.7 24.2 3.1 2.7
0.7 15.8 1.0 0.7
4.6 0.3 1.6 0.9
17.3 1.1 2.8 1.4
1.8 0.4 9.6 4.1
5.8 1.6 0.0 0.3
11.2 0.3 0.4 4.8
3.9 1.8 1.2 2.9
0.0 5.8 1.3 5.6
46.3 41.5 47.5 38.0

�������	
��������������

6/14 9/5 12/4 2/4
1.1 5.9 0.0 18.5
0.7 6.7 4.9 0.0

Acartia  sp. 2.2 2.3 0.0 0.0

Oithona similis 8.4 0.4 2.1 0.5

Oithona  spp. 3.0 7.8 8.6 1.0

Microsetella norvegica 56.7 0.5 0.5 0.0

Microsetella norvegica 2.8 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 18.5

Paradactylopodia  sp. 1.8 2.4 0.0 0.5

Robertgurneya  sp. 1.9 1.2 0.0 0.0

Robertgurneya  sp. 1.0 3.0 0.0 0.0

3.2 2.6 9.6 3.0
2.3 5.1 6.9 5.3
1.2 2.7 0.0 0.0
2.5 12.2 13.0 10.8
11.3 47.2 54.4 41.8

�������	
��������������

6/14 9/5 12/4 2/6
0.0 0.0 1.6 0.0
0.0 0.0 7.9 0.0
2.7 14.1 24.8 17.1
3.0 0.0 0.0 0.0
2.6 9.8 9.1 14.3
0.0 0.0 0.0 10.6
9.8 0.0 0.0 1.8
3.3 0.0 0.3 0.8
0.0 0.0 0.0 2.3
55.3 0.0 24.0 39.6
14.2 0.0 17.6 6.7
0.0 0.0 1.2 0.5
0.0 54.0 0.0 0.0
4.8 1.9 1.7 2.1
0.0 0.0 6.6 0.0
4.2 20.1 5.2 4.0

�������	
��������������

4/9 5/8 6/14 7/11 8/6 9/5 10/9 #### 12/4 1/8 2/6 3/1

0 0 2 2 9 16 25 1 0 0 0 0
0 0 3 2 4 0 2 5 1 0 0 0
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7/11 8/6 9/5 10/9
Acartia steueri 10.3 71.2 27.9 0.0
Acartia  sp. 3.4 8.3 4.6 0.0
Acartia 5.2 5.8 6.9 0.0
Tortanus 3.4 0.6 0.0 0.0

75.9 2.5 3.1 0.0
0.0 0.0 0.0 7.2
0.0 0.0 5.1 0.0
0.0 0.6 1.2 10.8
0.0 1.2 3.8 3.6
0.0 0.6 6.3 9.0
0.0 0.6 28.1 40.7
0.0 0.0 0.0 3.6
0.0 0.0 0.0 3.6
0.0 0.0 0.0 3.6
0.0 0.0 0.8 3.6
0.0 0.0 0.0 3.6
0.0 0.0 0.0 3.6
0.0 0.6 0.8 3.6
0.0 0.6 0.8 3.6
1.7 7.4 10.7 0.0

�������	
������������
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7/11 8/6 9/5 10/9
Acartia steueri 0.0 2.5 3.9 0.0

100.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 3.9 0.0
0.0 5.4 1.2 0.1
0.0 0.0 3.2 0.0
0.0 0.0 14.4 0.3
0.0 0.0 0.0 4.1
0.0 6.5 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 9.2
0.0 0.0 4.6 4.7
0.0 0.0 0.0 65.1
0.0 0.0 12.7 0.0
0.0 80.6 31.3 15.7
0.0 1.6 18.0 0.2
0.0 3.3 6.9 0.6

�������	
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����

6/14 8/6 9/5 10/9
0.0 20.0 5.1 20.0

Dodecaceria  sp. 6.2 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 20.0

Leptochelia  sp. 0.0 0.0 24.3 0.0
5.8 0.0 8.8 0.0

15.5 0.0 0.0 0.0
7.2 0.0 4.0 0.0
7.8 30.0 4.0 0.0
6.2 0.0 0.0 0.0
3.1 0.0 0.0 20.0
1.6 10.0 1.3 0.0
5.4 0.0 0.0 0.0
0.0 10.0 1.3 0.0
0.0 0.0 0.0 20.0
0.0 10.0 0.0 0.0
0.0 0.0 5.4 0.0
1.6 10.0 1.3 20.0
0.0 10.0 0.0 0.0

39.6 0.0 44.3 0.0
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6/14 8/6 9/5 10/9
0.0 0.0 5.0 0.0
0.0 2.4 5.8 7.5
0.0 0.0 0.0 24.9

11.2 0.0 0.0 0.0
1.9 0.0 0.0 39.9
9.9 5.5 9.1 0.0

10.2 0.0 0.0 0.0
15.6 0.0 0.0 0.0
0.0 5.8 1.7 0.0
0.0 0.0 0.0 9.2
0.0 33.7 0.0 0.0
0.0 0.0 32.1 0.0
0.0 0.0 14.9 0.0
0.0 0.0 6.7 0.0

14.4 0.0 1.5 0.0
25.9 18.4 15.1 18.5
0.0 33.6 0.0 0.0

11.0 0.5 8.1 0.0

��������	
������������

���� 6/15 9/27 12/3
0.0 0.0 14.0
0.6 3.3 1.1
45.5 38.5 38.1
3.6 4.8 2.6
3.3 5.2 1.7
1.0 3.7 1.4
6.9 3.9 2.8
1.2 4.3 1.1
1.9 1.7 0.4
1.2 1.8 1.2
34.7 32.6 35.6
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6/15 9/27 12/3
0.0 4.6 0.0
9.1 8.5 7.7
14.9 0.0 0.0
2.5 2.5 0.5
4.0 6.5 2.3
3.3 0.8 0.0
11.8 43.4 13.1
3.9 0.0 8.4
0.0 4.0 0.9
43.6 23.4 64.4
6.9 6.4 2.8
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6/15 9/27 12/3
Syllinae 12.4 0.0 0.0
Nereis 34.3 0.0 8.3
Glycera 3.8 0.0 0.0
Onuphis 3.8 0.0 0.0

17.1 0.0 0.0
Nicolea 3.8 0.0 0.0

3.8 44.8 4.2
1.0 17.2 0.0
0.0 0.0 41.7
2.9 3.4 0.0
17.1 34.5 45.8
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6/15 9/27 12/3
0.0 0.0 14.8
0.0 0.0 78.6
0.1 0.2 0.0

Syllinae 0.8 0.0 0.0
Nereis 1.1 0.0 0.7
Glycera 2.6 0.0 0.0

1.0 0.0 0.0
Nicolea 0.6 0.0 0.0

3.2 0.0 0.0
89.5 99.5 0.0
1.1 0.3 5.9
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6/15 9/27 12/3
Clausocalanus 5.7 1.8 3.9
Pseudocalanus newmani 11.7 0.0 0.0
Paracalanus parvus 2.0 2.9 7.7
Oithona similis 9.2 0.9 4.4
Oithona similis 17.9 1.5 13.6
Oithona 1.1 3.1 5.2
Oncaea scottodicarloi 0.0 3.1 6.8
Oncaea 0.0 4.8 5.8

18.7 17.4 24.6
Oikopleura longicauda 21.6 4.0 2.5

12.1 60.5 25.5
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6/14 9/5 12/4
1.0 8.0 1.0
10.0 4.0 2.0
8.0 7.0 9.0
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6/1 12/3
0.0 2.4 0.7
1.0 7.1 2.8
33.0 0.0 23.4
6.8 0.0 4.8
40.8 0.0 29.0
0.0 2.4 0.7
0.0 50.0 14.5
0.0 2.4 0.7
13.6 35.7 20.0
4.9 0.0 3.4
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6/1 12/3
0.0 0.0 0.0
1.5 5.0 4.9
11.8 0.0 0.4
11.2 0.0 0.3
20.3 0.0 0.6
0.0 25.4 24.6
0.0 54.1 52.5
0.0 6.4 6.2
19.0 9.1 9.4
36.2 0.0 1.1
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（１）目的

道内の海産魚介類に発生する疾病について診断を含
む防疫対策を指導し，被害の軽減をはかるとともに，
親魚や種苗の検査を行い，疾病の発生と蔓延を予防す
る。さらに，魚病の発生状況調査や診断法および治療
法の情報蓄積・収集等を行うことにより魚病診断を含
む防疫対策技術の向上をはかる。

（２）経過の概要

道内で海産魚介類の種苗生産･中間育成を行ってい
る北海道栽培漁業振興公社の事業所等を巡回し，魚病
発生の聞き取り調査，魚病相談を行うとともに，魚病
対策，水産用医薬品使用の指導を実施した。また，依
頼のあった魚病を診断し，対策を指導した。
さらに，アワビ類の重要疾病であるキセノハリオチ
ス症が前年国内で初めて確認されたことを受けて，道
内で生産された エゾアワビ種苗について出荷前にキ
セノハリオチスの感染の有無を検査することになった
が，今年度は東北地方震災支援「豊かな海」マッチン
グ事業の他，東北各県の各漁協からの要請により，道
内各地の余剰アワビを出荷することになり，検査が前
年の３回から９回に増加した。さらに，ヒラメに寄生
するクドア・セプテンプンクタータが食中毒を引き起
こす原因であることが明らかになってきたことを受け，
瀬棚事業所で生産され，中間育成された種苗について，
クドアの感染の有無を調べた。
また培養細胞樹立を目指し，前年度に引き続きクロ
ソイ由来細胞を継代した。
以下，項目ごとに方法と結果を記述した。

（３）方法と結果

ア　魚病診断

診断依頼のあった病魚を診断し，治療対処法および
予防法について指導を行った。今年度の診断依頼は１０
件だった。診断結果は，表１の通りである。
 

イ　エゾアワビのキセノハリオチス症感染検査

栽培公社熊石事業所産エゾアワビ種苗を「アワビ稚
貝のキセノハリオチス症原因菌のPCRによる検出法
（第２版，平成２３年４月５日）独立行政法人　水産総合
研究センター　養殖研究所　魚病診断・研修センター」
により検査した。結果は表２の通りで，キセノハリオ
チス症原因菌は検出されなかった。

ウ　ヒラメのクドア・セプテンプンクタータ感染検査

栽培公社瀬棚事業所で中間育成中のヒラメ種病につ
いて，水産庁のマニュアルにより検査した。結果は表
３の通りで，クドア・セプテンプンクタータは検出さ
れなかった。
なお，羽幌事業所のヒラメ種苗については，放流直
前に事故で全滅したため検査を行わなかった。
 

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）
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13．魚類防疫対策調査・研究業務（受託研究）
13．１　海産魚介類の魚病診断及び防疫対策事業

担当者　資源増殖部　資源増殖グループ　三浦宏紀　伊藤慎悟

0+

0+

0+

表１　平成２４年度に持ち込まれた魚病の診断結果

40

表２　平成２４年度に行ったエゾアワビのキセノハ
リオチス検査
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エ　株化細胞の継代

前年度に引き続き，クロソイ仔魚由来細胞を２７代目
まで継代した。

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）

－187－
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表３　平成２４年度に行ったヒラメクドアの検査結
果
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（１）目的

北海道の漁業生産は，１,４５６千トン（全国の２７％），
２,９５８億円（同１９％）で，我が国における水産物の安定
供給に重要な役割を果たしているが，道内各地域では
水産物の高付加価値化に向けた漁業と水産加工業の連
携や，海外への積極的な展開が進められており，それ
らに対する技術的な支援が必要とされている。
本研究では，道産ホッケの用途に応じた安全・高品
質化技術の開発や新しい加工技術を用いた高次加工品
開発を通して，道産ホッケの加工仕向けの改善や用途
拡大などの高付加価値化を図り，漁業から加工・流通
までの関連する食産業の活性化を支援する。

（２）経過の概要

ア　寄生虫分布・動態調査

健康危害や異物クレーム等で問題となる寄生虫混入リ
スクを低下させ，安全で高品質な道産ホッケ製品の開発
を目的に，北海道周辺で漁獲されるホッケの寄生虫につ
いて，海域や漁獲時期，魚体サイズによる漁獲物への寄
生状況や漁獲後の体内での移動状況を把握する。前年度
に引き続き，日本海，道東太平洋，オホーツク海のホッ
ケを試料として，海域別での寄生虫分布調査を実施した。
イ　魚臭抑制及び凍結技術開発

ホッケフィレの皮・血合肉等の除去による栄養成分
含量や魚臭抑制効果を調べるため，生鮮ホッケフィレ
を長軸方向に４等分し，各魚肉ブロックに占める血合
肉（皮下脂肪を含む）の割合と栄養成分を測定した。
また，工業試験場が開発中の皮すき機構を応用した
直刃揺動による魚皮除去装置を用い，皮むき･血合肉
除去フィレの製造試験を実施した。得られた皮むき･
血合肉除去フィレからフィッシュブロックを調製し，
魚臭低減ホッケフライを試作した。なお，皮むき･血
合肉除去フィレの魚臭成分の分析については食品加工
研究センターと連携して行った。 

（３）得られた結果

ア　寄生虫分布・動態調査

当場担当の日本海５海域では，魚体への寄生率は６３
～９２％で海域や時期での傾向はみられなかった。また，
一尾あたりの寄生虫数は，２.４～３.７隻／尾で海域による
差は認められなかった。内臓および筋肉の寄生虫数は，
それぞれ２.０～３.３隻／尾および０.４～０.７隻／尾で，内臓
に多く寄生し，その寄生虫の種類では，内臓にはアニ
サキス，筋肉にはシュードテラノーバが主体であった。
筋肉の寄生状況について，フィレの部位別寄生割合を
みると，腹須部が約５０%で最も高く，次いで背肉部が
２８％であった。寄生虫動態調査では，寄生虫の魚体内
移動（動態）を，漁獲後の保管温度および時間で調査
した結果，アニサキスは漁獲後内臓から筋肉に移行す
る可能性が示唆された。
イ　魚臭抑制及び凍結技術開発

ホッケフィレの血合肉（皮下脂肪を含む）の割合は，
頭部から中間までは魚肉ブロックの５％程度であった
が，中間から尾部では血合肉の割合が高くなり，尾部
は約１５％を占めていた。また，血合肉の栄養成分は，
普通肉に比べて，水分とたんぱく質は低かったが，脂
質は顕著に高い値であった。
魚皮除去装置による皮むき･血合肉除去フィレの製造で
は，処理後フィレに魚皮が残っている等の不具合がみられ
たため，魚体送り込みベルト等に改良が必要であった。
得られた皮むき･血合肉除去フィレの栄養成分は，
通常のスキンレスフィレに比べて，脂質含量が半減し
ていた。また，臭い識別センサーによるホッケ臭いマ
ップでは，皮むき･血合肉除去フィレは，完全に血合
肉を除いた普通肉とスキンレスフィレの中間に分布し，
魚臭低減が示唆された。
皮むき･血合肉除去フィレを原料とした魚臭低減フ
ライは試食会において，ホッケ臭の少ない加工品とし
て好評であった。

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）

－188－

Ⅲ　加工利用部所管事業
１．北海道の総合力を生かした付加価値向上による食産業活性化の推進 
（戦略研究）

１．１　道産魚貝類の高付加価値化技術の開発

担当者　加工利用部　加工利用グループ　蛯谷幸司　武田忠明　菅原　玲　北川雅彦
共同研究機関　釧路水産試験場，網走水産試験場，工業試験場，食品加工研究センター　
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（１）目的

すり身原料として，各地域における食用利用の少な
い魚からすり身を製造する技術を開発するとともに，
筋肉組織の微細化や異種筋肉タンパク質との混合等に
よる物性改善技術を開発し，それらの利用価値を高め
ることで，漁業，水産加工業の経営の安定化と地域経
済・社会の活性化の推進に寄与することを目的とする。

（２）経過の概要

ア　ウロコメガレイ冷凍すり身製造の実証試験

平成２４年５月に沖合底びき網船（小樽）で漁獲され
たウロコメガレイを原料に，（有）布川加工所（小樽市）
において冷凍すり身製造に関する実証試験を実施した。
ウロコメガレイすり身はスケトウダラやホッケのす
り身に比べて，夾雑物が多いことが，すり身品質の低
下要因となっている。このため，前年度までの試験に
おいて，鰭や魚皮等の部位を採肉前処理時に除去する
ことが，夾雑物混入防止に有効であることを明らかに
してきた。
今回の実証試験では，採肉前処理での頭部や内臓の
除去後に，さらにハサミを用いて鰭を除去した魚体を
採肉した。冷凍すり身の製造は，布川加工所の製造ラ
インに準じて行い，採肉は目合い５m/mのローラー式
採肉機を使用した。また，水晒しは３回行い，スクリ
ュープレスによる脱水後，裏ごし機（目合い１m/m）
により魚皮等を除去し，脱水肉重量に対して６％の調
整糖を添加してすり身とした。すり身は１０kg/袋を計
量した後，-２０℃保管庫で凍結して冷凍すり身とした。
イ　ウロコメガレイ冷凍すり身の魚肉ねり製品原料と

しての品質評価

上記アで製造したウロコメガレイ冷凍すり身を後志
管内のねり製品製造企業（２社）にサンプル提供し，
魚肉ねり製品原料としての品質評価を依頼した。
品質評価では，揚げかまぼこ原料とした場合の物性
や色調，夾雑物混入等について官能的な評価を行った。
ウ　分析方法

冷凍すり身の成分分析及び加熱ゲルの物性測定は，
昨年度と同様に行った。なお，塩ずり肉はたんぱく質

濃度１１％に調整した。

（３）得られた結果

ア　ウロコメガレイ冷凍すり身製造の実証試験

ウロコメガレイ冷凍すり身の成分値を表１に示した。
なお，スケトウダラとホッケの冷凍すり身（Ｈ２２年製
市販品）についても比較のために示した。

ウロコメガレイのpHはpH７.６で，ホッケと同程度で
あった。水分は，スケトウダラやホッケに比べ，約３％
高い８１.８％であった。陸上スケトウダラ２級冷凍すり
身品質検査基準（以下品質検査基準とする）における
水分規格値が８０％であることから，今後，脱水条件の
検討が必要と考えられる。粗たんぱく質はスケトウダ
ラやホッケに比べて３～４％低く，粗脂肪は顕著に高
い値であった。
すり身の夾雑物は２４個/１０gで，スケトウダラやホッ

ケとほぼ同程度であった。前年度に，布川加工場で製
造した冷凍すり身の夾雑物は４１個/１０gであったこと
から，採肉前処理での鰭除去による夾雑物混入防止の
有効性が確認できた。今後は鰭除去の機械化等による
作業効率の改善検討が必要と考えられる。
ウロコメガレイ冷凍すり身の破断応力と破断凹みを
図１，図２にそれぞれ示した。なお，比較のために同
様に処理したスケトウダラとホッケの冷凍すり身につ
いても示した。
ウロコメガレイの直加熱ゲル（９０℃で３０分間加熱）
の破断応力は２３０gで，品質検査基準を上回った。また，
スケトウダラとホッケの各塩ずり肉のたんぱく質濃度
を調整（１１％）した加熱ゲルの破断応力に比べて，ウ
ロコメガレイの破断応力は約２.５倍高かった。
坐り（２０℃で１６時間加熱）後に９０℃で３０分間加熱し
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(%) (%) (%) (%)

7.6 2.4 24

表１　ウロコメガレイ冷凍すり身の成分値
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た２段加熱ゲルの破断応力は，直加熱ゲルの約２倍の
４１７gとなり，スケトウダラと同様，低温坐りがゲル物
性の改善に有効であった。折り曲げ試験では，ウロコ
メガレイは直加熱ゲル，２段加熱ゲル共に，四つ折り
が可能な５点評価であった。スケトウダラは２段加熱
ゲルのみ５点評価であった。
ウロコメガレイの破断凹みは，直加熱ゲル，２段加
熱ゲル共に１.０cm以上であり，品質検査基準の規格値
１.０cmを満たしていた。一方，スケトウダラは２段加
熱ゲルのみ１.０cmであった。また，図には示さないが，
ウロコメガレイの白色度は７７で，スケトウダラの６９，
ホッケの６８に比べて，顕著に高い値であった。
今回の実証試験により，実生産工場（日産約５トン）
でのウロコメガレイ冷凍すり身の製造においても，採
肉前処理で鰭除去を行うことにより夾雑物混入防止が
可能であることが明らかとなった。また，得られた冷
凍すり身のゲル物性や白色度等の品質についても，こ
れまで実験室レベルで調製したすり身品質と同程度で
あることが明らかとなった。 

イ　ウロコメガレイ冷凍すり身の魚肉ねり製品原料と

しての品質評価

ウロコメガレイ冷凍すり身を原料（１００％）した揚げ
かまぼこの配合表を表２に示した。ねり製品企業A社，
B社共に，水分が他のすり身に比べて高いことから，
通常の配合割合よりも加水量を少なめに調整したとの
ことであった。

ウロコメガレイ揚げかまぼこの試作品を写真１に示
した。A社による試作評価では，①ウロコメガレイ冷
凍すり身は白色で非常に良好である，②魚皮等の夾雑
物は問題にならない，③スケトウダラとホッケの中間
の品質（物性）である，等の評価であった。一方，B
社による試作評価では，①ウロコメガレイ冷凍すり身
は白色で良好である，②揚げかま半製品（蒸し加熱だ
けで油ちょうしない製品）の場合，多少黒皮等の混入
が気になる，③かまぼこの物性は非常に良好である，
等の評価であった。
以上の結果より，ウロコメガレイ冷凍すり身はスケ
トウダラやホッケの冷凍すり身と同様に，揚げかまぼ
こ等の原料として利用可能であると考えられた。
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図１　ウロコメガレイ冷凍すり身の破断応力
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図２　ウロコメガレイ冷凍すり身の破断凹み

表２　ウロコメガレイ揚げかまぼこの配合

写真１　ウロコメガレイの揚げかまぼこ試作品
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（１）目的

本研究では，北海道日本海沿岸の磯焼け海域に生息
する身入りの悪いキタムラサキウニを給餌しながら低
温蓄養することで，端境期の１０月に高品質で販売する
システムを開発することを目的としている。
加工利用部は低温蓄養ウニの市場性に関する課題を
担当しており，平成２４年度は①生殖巣の品質に及ぼす
年齢の影響評価と，②低温蓄養処理の影響評価を担当
した。

（２）経過の概要

ア　生殖巣の品質に及ぼす年齢の影響評価

資源増殖部水産工学グループでは，２０１２年５月２３日
に岩内町沿岸で採集したキタムラサキウニについて，
高齢と思われる大型群と若齢と思われる小型群から各
５０個体を選別し，６月２５日から８月１６日まで飼育（飼
育条件の詳細は，本報告の水産工学グループの担当箇
所を参照）した。加工利用部では，それらウニの飼育
終了時に個体毎に採取した生殖巣について，生殖巣指
数（=生殖巣重量/全重量×１００）を求めた後，色調を
分光測色計（コニカミノルタCM-７００d）で測定した。ま
た，年齢と成熟段階毎に４個体を選択して，各生殖巣
から調製した凍結乾燥粉末について，水分を常圧加熱
（１０５℃）乾燥法で，グリコーゲンをアンスロン硫酸法
で，遊離アミノ酸を高速アミノ酸分析計（日立L-８９００）
で分析した。なお，飼育が終了した全１００個体のキタム
ラサキウニにおいて，生殖板の輪紋による年齢査定に
ついて資源増殖部水産工学グループが，デビッドソン
液（溶液１Lの組成は，エタノール３３０ml，ホルマリン
２２０ml，酢酸１１５ml，蒸留水３３５ml）で固定した約５mm
立方の小片から組織学的観察により成熟段階の査定に
ついて，（独）水産総合研究センター北海道区水産研究
所（以下，北水研）がそれぞれ担当した。
イ　低温蓄養処理の影響評価

北水研が実施した低温飼育による成熟抑制技術の検
討で得られた生殖巣の標本については，成熟段階の報
告をもとに，今後，成分分析および低温蓄養による成

熟と品質との関係について解析を行う予定である。

（３）得られた結果

ア　生殖巣の品質に及ぼす年齢の影響評価

飼育終了時に測定した大型群および小型群の全１００
個体について，年齢別の生殖巣指数および色調を図１
に示した。生殖巣指数は開始時が９.０±２.９であったが，
終了時は１３.３±４.０～１５.１±２.５に増加し，年齢間で有意
差はなかった。一方，明るさを示すL＊値，赤みを示す
a＊値，黄色みを示すb＊値では高齢群でいずれも有意に
低い傾向が認められた。
そこで，便宜的に６歳以下を若齢群，７歳以上を高齢
群として，成熟および年齢別の生殖巣指数とL＊値の関
係を図２に示した。若齢群では，生殖巣指数とL＊値の
間には有意な相関関係は認められ年齢で有意な正の相
関関係が認められた。

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）

－191－

３．給餌型ウニ低温蓄養システムの開発（重点研究）

担当者　加工利用部　加工利用グループ　菅原　玲　蛯谷幸司
協力機関　（独）水産総合研究センター北海道区水産研究所 　　

0

20

40

60

0

10

20

30

40

0

5

10

15

20

0

5

10

15

20

L*

a*

b*

a*

L
*

b*

図１　年齢別の生殖巣指数と色調
注） 線で結んだ組合せ（線の左端の年齢区分と比較した場合）

で有意差が認められたことを示す（p<０.０５，Tukey 多重
比較検定）。
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また，年齢にかかわらず，成熟段階毎に分けても同
様であった。一方，高齢群では全体として両者に有意
な相関関係が認められ，成熟段階毎に分析した場合で
も個体数の少ないM１以外の全ての段階で有意な正の
相関関係があった。
また，年齢別の生殖巣指数とL＊値の関係を図３に示
した。若齢群では，５歳で負の相関関係が認められた
だけであったが，高齢群では１０歳以外の　このように
生殖巣指数とL＊値の間には若齢群，高齢群いずれも相
関関係が認められたことから，若齢群と高齢群の各個
体を生殖巣指数が１２未満，１２以上１６未満（１２～１６），１６
以上に分けて，年齢群別の生殖巣指数とL＊値の関係を
図４に示した。若齢群では，生殖巣指数の３群間で有
意差はなかったが，高齢群では生殖巣指数が１２未満と
１２以上１６未満の群は，１６以上の群に比べ有意に低い値

を示した。また，この２群の値は若齢の３群に対して
も有意に低かった。一方，高齢群の中で生殖巣指数が
１６以上の群は若齢群で生殖巣指数が１２未満と１６以上の
群と差は認められなかった。
年齢群および成熟段階別の生殖巣指数ならびに成分
分析結果を図５に，年齢群および成熟段階別の生殖巣
遊離アミノ酸組成を図６に示した。年齢群および成熟
段階別の生殖巣指数では，M３において高齢群が若齢
群に比べ高かった。成分分析結果は，水分ではM２で
若齢群が高く，グリコーゲンおよび遊離アミノ酸総量
ではF２で高齢群が高かった。遊離アミノ酸組成では，
成熟段階や雌雄での差は認められたが，年齢による違
いはあまり見られなかった。
これらのことから，７歳以上の高齢ウニでも生のホ
ソメコンブを餌として，生殖巣を量的に増加させるこ
とで成分的な差は少なく，また色調の改善が図れるこ
とが確認された。
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図２　成熟および年齢別の生殖巣指数とL＊値の関
係

注） 相関係数は年齢群毎にまとめて計算した値を示す。成熟
段階の凡例では，F：雌，M：雄，数字は段階を示す。ま
た，凡例にある＊および＊＊はその成熟段階において生殖巣
指数とL＊値の間の相関係数が有意であることを示す 
（＊：０.０１<p<０.０５，＊＊：p<０.０１）。
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図４　年齢群別の生殖巣指数とL＊値の関係
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図５　年齢群および成熟段階別の生殖巣指数なら
びに成分分析結果

注） 成熟段階のFは雌を，Mは雄を，数字は段階を示す。また，
棒の方にあるアルファベットは，高齢群と若齢群の間に有
意差があることを示す（p<０.０５, t test）。
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図６　年齢群および成熟段階別の遊離アミノ酸組
成

注） 成熟段階のFは雌を，Mは雄を，数字は段階を，Oは高齢
群を，Yは若齢群を示す。
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（１）目的

漁獲量が増大してきた石狩湾系ニシンを刺身商材と
して安定的に周年供給するため，品質にかかわる漁業・
流通実態調査，生食上問題となる寄生虫の分布・動態
調査，および生鮮フィレの凍結条件等と肉質との関係
を調査することにより，石狩湾系ニシンの高付加価値
化，漁業経営の安定化に資することを目的とした。

（２）経過の概要

ア　寄生虫の分布・動態調査

２０１３年１月に石狩湾沿岸で漁獲されたニシン５０尾に
ついて，内臓および筋肉における寄生虫の分布調査を
行った。また，内臓に存在している寄生虫が保管，流
通などの時間経過により筋肉へ移動する可能性につい
て，同ニシンを氷蔵（流通形態である下氷発泡箱詰め
で，４℃の冷蔵庫に静置）で１または２日間各保管日
数で５０尾のニシンの内臓および筋肉における寄生虫の
動態調査を行った。なお，調査１回あたり５０尾中，寄
生虫が内臓または筋肉に寄生していたニシン個体数の
割合をそれぞれの寄生率として算出した。同様に，寄
生虫が内臓あるいは筋肉，またはその両方に寄生して
いたニシン個体数の割合を総寄生率として算出した。
イ　生鮮フィレの凍結条件等と肉質との関係調査

昨年度の「水揚げ時の原料性状と流通実態の把握」
において，漁期の前半（１月中旬から２月上旬）に脂
肪が高く水分が低いこと，漁協市場に出荷されたニシ
ンの鮮度（K値）にバラツキが見られることを明らか
にした。今年度の試験では，凍結と肉質の変化の関係
で昨年度に検討した①凍結方法，②凍結保存温度，③
凍結前処理，の以上３項目のほかに，新たに①漁期，
②鮮度，③解凍方法，の以上３項目を加え，６条件別
に試料を調製し，長期凍結保存における刺身商材とし
ての品質保持について検討を行った。また，石狩湾系
ニシンの特徴として，生鮮時に刺身などの生食で感じ
られるコリコリ感（歯ごたえ）が，長期間の凍結保存
でどの程度失われるかについて，昨年度のせん断強度
に代わり応力緩和を指標として評価を行った。なお，
本試験は刺身商材として周年流通させることを目的と

しており，漁期が１～３月と短い期間であることから，
凍結保存期間を長く設定する必要がある。そのため，
次年度まで凍結保存試験は，目的積立金活用事業費に
て継続して実施することとなったため，今年度は保存
２ヶ月目の結果の概要について報告する。
試験１では，２０１３年１月下旬（漁期前半）に石狩湾

沿岸で漁獲されたニシンからスキンレスフィレを調製
し，以下のa～dの条件を組み合わせた表１に示す１２試
験区を設定した。a原料の状態は，漁獲当日に調製した
スキンレスフィレを鮮度良好（平均K値１３.２），流通形
態の下氷発泡箱詰めで２日間保存後調製したスキンレ
スフィレを鮮度落ち（平均K値５５.５），-２５℃で１週間凍
結後，４℃の冷蔵庫で１６h保存して解凍を行い調製し
たスキンレスフィレを凍結原料とした，b凍結方法は，
エアブラスト凍結（スキンレスフィレを-２５℃の冷気下
に１時間静置）を対照とし，炭酸ガス凍結（炭酸ガス
凍結装置（昭和炭酸（株）製BF-１９０を用い，スキンレ
スフィレを液化炭酸ガスで-５５℃に設定した温度下に
３０分間静置）も行った，c凍結保存温度は，-２５℃を対照
とし，それより高い-１０℃と低い-４０℃の３温度を設定
した，d解凍方法は，４℃の冷蔵庫で１６h保存した自然
解凍と水道水の流水で１h処理した急速解凍とした。
また，試験２では，２０１３年３月中旬（漁期後半）に石
狩湾沿岸で漁獲されたニシンからスキンレスフィレを
調製し，以下のa～dの条件を組み合わせた表２に示す
１０試験区を設定した。a凍結前処理は，スキンレスフィ
レを凍結前に５％トレハロースまたは５％トレハロー
ス-１％食塩溶液に４℃で１６h浸漬とし，それらを行わ
ないものを無処理とした，b凍結方法は，試験１のエ
アブラスト凍結のみとした，c凍結方法およびd解凍方
法は，試験１と同様な方法とした。なお，試験１およ
び２のすべての試験区で包装条件は真空とした。
試験１および２の２２試験区における品質評価は，解

凍ドリップ（フリーおよび圧搾）量と物性（応力緩和）
を測定して行った。解凍ドリップ量は，試験１および
２の条件④の自然または急速解凍条件で解凍したとき
に流出するドリップ量の解凍前のスキンレスフィレ重
量に対する百分率をフリードリップ量として，フリー
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ドリップ量の測定したスキンレスフィレから約１cm
角の肉片を調製し，この約２０gに室温で２０分間１kgの
加圧をしたときに流出するドリップ量の解凍前のスキ
ンレスフィレ重量に対する百分率を圧搾ドリップ量と
して，それぞれ算出した。物性は，レオメーター（（株）
レオテック製RT-２０１０J-CW）で下記の測定条件にて応
力緩和を測定し，硬さ（３mm（測定試料高の２０％）
押し込んだときの荷重値）と緩和率（荷重が緩和され
て平行に達したときの荷重値（緩和応力）と硬さとの
差の硬さに対する百分率）を算出した。なお，試料の
性状について，一般成分は常法で，K値（鮮度）は，
永峰らの方法１）で分析した。
＜測定条件＞
試料：スキンレスフィレを１５mm幅で輪切りにした

もの
プランジャー：５mm径円盤（専用アダプターNo.３， 

Dφ５）
テーブル移動速度：６mm/min

（３）得られた結果

ア　寄生虫の分布・動態調査

寄生虫の分布（０日）および動態（０～２日）調査
結果を表３に示した。過去２シーズン５回の石狩湾系
ニシンにおける寄生虫の分布調査結果では，総寄生率
が１３～５５％，筋肉寄生率が０～４％であった。今年度
の調査でも総寄生率３０％，筋肉寄生率が０％であり，
これまで得られた結果とかわらなかった。
一方，保管・流通中の寄生虫の内臓から筋肉への移
動（動態）について調査した結果，氷冷保管中の筋肉
への寄生率は保管０～１日の０％から保管２日に２％
となり，保管・流通中の寄生虫の内臓から筋肉への移
動の可能性が示唆された。
イ　生鮮フィレの凍結条件等と肉質との関係調査

表４に試験１および２で用いたニシンの原料性状を
示した。今回，試験１および２のために採取したニシ
ンの一般成分および鮮度（K値）について，１月と３
月でほとんど差が見られなかった。しかしながら，３
月の試料の水分と粗脂肪にはバラツキが見られた。
図１に試験１における凍結保管２ヶ月後のニシンス
キンレスフィレの解凍ドリップ量を示した。解凍ドリ
ップ量は，自然解凍に比べ急速解凍では，表１の⑥（-
４０℃保管），⑧（炭酸ガス）および⑫（凍結原料）で少
ない傾向であったが，概ね解凍方法による大きな差が
見られなかった。また，解凍方法と無関係に凍結保管
温度が低いほど解凍ドリップ量は少ない傾向であった。
また，炭酸ガス凍結および-４０℃保管では，解凍ドリッ
プ量が少なく，凍結保管２ヶ月の段階では，凍結保管
による品質の劣化が少ないと考えられた。
図２に試験１における凍結保管２ヶ月後のニシンス
キンレスフィレの物性を示した。２ヶ月の凍結保管に
より硬さは，解凍方法と無関係に同様な傾向を示し，-
４０℃保管で凍結前（生）の硬さとほぼ同じであり，-１０℃
保管で顕著に硬さが増加した。緩和率では，自然解凍
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で若干の差が認められたが，急速解凍では-１０℃保管を
除きほとんど凍結前（生）と差が認められなかった。
図３に試験２における凍結保管２ヶ月後のニシンス
キンレスフィレの解凍ドリップ量を示した。解凍ドリ
ップ量は，試験１とほぼ同様な傾向を示し，急速解凍
が自然解凍に比べ少なく，自然および急速解凍にかか
わらず凍結保管温度が低いほど少なかった。また，凍
結前処理の５％トレハロースおよび５％トレハロー
ス-１％食塩溶液浸漬処理では，凍結前処理をせずに-
２５℃で保管したもの（それらの対照試験区）と比べて
解凍ドリップ量が多かったが，凍結前の凍結前処理に
おける増重率がそれぞれ約１２％と７％だったことから，
凍結前処理による実質的な解凍ドリップ量の増加は少
ないものと考えられた。
図４に試験２における凍結保管２ヶ月後のニシンス
キンレスフィレの物性を示した。２ヶ月の凍結保管に
より硬さは，自然解凍で凍結保管温度が高くなるほど
増加した。また，試験１と同様に解凍方法と無関係に-
１０℃保管で顕著に増加し，-４０℃保管で凍結前（生）と
差が認められなかった。一方，緩和率では，試験１と
異なり，解凍方法と無関係に-４０℃保管で凍結前（生）と
比較してやや高かった。
以上の結果から，今回の試験では，ニシンのスキン
レスフィレを凍結保管したときに，凍結前（生）に比
べて品質劣化を抑えるためには，できるだけ低い温度
で保管するのが望ましいと考えられた。また，解凍方
法によっても凍結前処理を行ったり，凍結方法を変え

ることにより，解凍ドリップ量を低下させ，物性を凍
結前（生）に近い状態に保持できることが示唆された。
今後は，これらの品質低下抑制効果が長期凍結保管で
も維持されるかどうか検証していく必要がある。

（４）引用文献

１）永峰文洋ら：青森県水産物加工研究所研究報告，
１１１-１１６（１９８６）
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図１　試験１における凍結保管２ヶ月後のニシン
スキンレスフィレの解凍ドリップ量
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図２　試験１における凍結保管２ヶ月後のニシンスキンレスフィレの物性
注） 図中のアルファベットは，比較する試験区間で異なっている場合に有意差があることを示す
　　（チューキー多重比較，p<０.０１ or ０.０５））
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図３　試験２における凍結保管２ヶ月後のニシン
スキンレスフィレの解凍ドリップ量
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図４　試験２における凍結保管２ヶ月後のニシンスキンレスフィレの物性
注） 図中のアルファベットは，比較する試験区間で異なっている場合に有意差があることを示す
　　（チューキー多重比較，p<０.０１ or ０.０５））
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（１）目的

麻痺性貝毒によって毒化したホタテガイについて，
原因プランクトン消失後の減毒期における部位別の毒
力および毒組成の変化を明らかにし，麻痺性貝毒下降
期への移行を判断するための基礎的知見を得ることを
目的とした。

（２）経過の概要

ホタテガイに麻痺性貝毒原因プランクトンAlexan-
drium tamarense （以下，A.t.とする）を給餌して人為
的に毒化させた後，餌料用Chaetoceros gracilis （厚岸町
カキ種苗センター　以下C.gracilisとする）を給餌して
約３ヶ月間飼育し，経時的に部位毎の麻痺性貝毒成分
を分析した。これにより，減毒飼育中の毒量および毒
力の変化を明らかにするとともに，毒組成の変化から
体内での毒成分の変換について検討した。また，養殖
漁場で毒化したホタテガイについても同様に減毒飼育
試験を実施した。
ア　給餌飼育によるホタテガイの毒化試験

（ア）馴致方法

２０１２年９月１３日に小樽海域で漁獲した養殖２年貝を
当場に搬入した後，１４℃に調整した濾過海水で３週間
馴致した。さらに，A.t.給餌開始１週間前には，馴致後
のホタテガイ４０個体を１０℃の低温実験室に設置した
１００L水槽２基（水槽A,B）にそれぞれ２０個体ずつ移し
て馴致した。水槽内には養殖用カゴを２段設置し，各
段に１０個体ずつ収容した（写真１）。
（イ）飼育方法

低温実験室内の光の制御は，照射１４時間および暗室
１０時間を１日のサイクルとした。また，飼育海水は給
餌毎に全量交換した。
（ウ）給餌方法

給餌用のA.t.は，八雲産クローン培養株を用いた。給
餌飼育は２０１２年１０月１８日から１１月９日まで２２日間行っ
た。給餌は，月曜日と金曜日の週２回，A.t.培養液を各
水槽に１０Lずつ与えた。この培養液のA.t.細胞数は，培

養液１mLを中性ホルマリンで固定し，顕微鏡で計測し
た。給餌した総細胞数と給餌期間からホタテガイ１個
体当たりの給餌量を算出した。また，次の給餌前に水
槽から海水を１０ mL採取して，その中に含まれるA.t.細
胞数を計測し，給餌したA.t.細胞数との差から摂餌量を
推定した。
イ　毒化ホタテガイの減毒試験

（ア）給餌毒化ホタテガイの減毒試験

　A.t.給餌により毒化したホタテガイ４０個体を，濾過海
水７００Lを満たした１ｔ水槽に収容し，２０１２年１１月９日
から ２０１３年２月１３日までの９７日間減毒飼育した。減
毒飼育中は，月曜から金曜日の週５日，毎日C.gracilis
を１,０００～２,０００細胞/ml給餌した。飼育中，経時的にホ
タテガイを４個体ずつ採取（計１０回）し，部位毎（中
腸腺，外套膜，貝柱およびその他）に４個体分をまと
めて貝毒分析試料とした。
（イ）養殖漁場で毒化したホタテガイの減毒試験 

２０１２年５月１４日および６月２５日に噴火湾西部の養殖
漁場（八雲）でホタテガイをサンプリングし，当場に
搬入した後，それぞれ８月１６日までの９４日間および８
月２４日までの６０日間，上記イ（ア）と同様にC.gracilis 
を給餌して飼育した。飼育中，経時的にホタテガイを
８個体ずつ採取（計１０回）し，部位毎（中腸腺，外套
膜，貝柱およびその他）に８個体分をまとめて貝毒分
析試料とした。
ウ　麻痺性貝毒の抽出方法
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写真１　給餌試験用水槽
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（ア）A.t.培養液の抽出方法
給餌に用いたA.t.培養液１０mLを予め容器重量を計量
した１５mL遠心管に採取し，１,５００rpmで１０分間冷却遠
心（１０℃）後，得られた沈殿物に０.５N 酢酸を０.５ mL加
え，容器込み重量を測定した。これを懸濁させ，氷冷
下にて超音波破砕装置（ULTRASONIC PROCESSOR 
GE５０）で処理し，A.t.細胞を破砕した後，１.５mLのバイ
アルに移して１５,０００rpmで３分間冷却遠心（５℃）した。
得られた上清を限外濾過キット（Millipor社製 Amic-
on Ultra-０.５mL １０K）に３００～４００μL分取し，１５,０００rpm
で３分間冷却遠心し，濾液を高速液体クロマトグラフ
ィー（以下，HPLCとする）用試料とした。
（イ）ホタテガイの各部位の抽出方法

各部位の貝毒分析試料は，オスターブレンダー（大
阪ケミカル（株）製　６８１２）で細切均一化した。その
２５gを１００mLコニカルビーカーに採取し，０.１N HClを等
量加えヒスコトロン（日音医理科器製作所製 NS-６０）
で磨砕した後，pH３～４に調整した。これを沸騰水中
で５分間加熱した後，再度pH３～４に調整し，
１５,０００rpmで１０分間遠心分離して得られた上清を分析
試料とした。
エ　毒成分分析および毒力算出

上記ウ（イ）で調製した各部位の分析試料２.５mL
をODSカラム（Waters社製 Sep-Pak C１８）処理した後，
孔径０.４５μmのメンブレンフィルターで濾過し，これ
をHPLC用試料とした。１０種の毒成分（STX，neoSTX，
GTX１，GTX２，GTX３，GTX４，dcGTX２，dcGTX３，
C１，C２）を大島の方法１）に従ってHPLCにより定量し，
毒量および毒力を求めた。また，得られた毒成分のう
ち，α型＊の毒成分（C１,GTX１, GTX２,dcGTX２）とβ
型＊の毒成分（C２, GTX４, GTX３，dcGTX３）の割合
（以下αβ比）を算出した。なお，同分析試料のマウス
テストによる毒力（以下,マウス毒力とする）評価は
（財）日本冷凍食品検査協会に委託して実施した。

【注釈】

＊α型とβ型：麻痺性貝毒成分のうち，GTX１と
GTX４，GTX２とGTX３，C１とC２などは，立体異性体
の関係にあり，それぞれ前者がα型，後者がβ型とされ，
化学的にはα型が安定である。麻痺性貝毒原因プラン
クトンの一つであるA.t.など渦鞭毛藻が生合成する成
分はβ型であり，渦鞭毛藻に蓄積中および二枚貝に移行
・蓄積されている間により安定なα型に変換され，それ
らの存在比が約３：１（α：β）で平衡状態に達する。

（３）得られた結果

ア　給餌飼育によるホタテガイの毒化試験

ホタテガイ１個体当たりの給餌量とAおよびBの各
水槽における摂餌量を図１に示した。給餌量は，１個
体当たり ２４０万～８１６万細胞，平均４６４万細胞で，１個
体１日当たりの平均給餌量は約１３０万細胞であった。
摂餌量は，給餌量とほぼ同量で摂餌率は９９％以上であ
った。給餌したA.t.培養株の毒組成を図２に示した。
給餌毎のA.t.培養株１細胞当たりの毒量は，６９～１３４ 
fmol/cell，平均９１fmol/cellであり，２０１１年の平均値と
ほぼ同様であった。また，その毒組成の平均値は，C
２が約６４％，GTX４が約１２％，GTX３が７％とβ型の
毒成分が約８割を占め，残り約２割はSTX群であり， 
 ２０１１年とおおむね一致していた。

イ　毒化ホタテガイの減毒試験

（ア）給餌毒化ホタテガイの減毒試験

a 部位別の毒量および毒力

給餌毒化ホタテガイの減毒飼育による部位別毒量お
よび毒力の変化を図３に示した。１日目から６日目ま
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図１　ホタテガイ１個体あたりの給餌量と摂餌量

図２　給餌A.tの毒組成
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での中腸腺毒量は２４０～５３５nmol/gで推移し，変動が大
きかった。８日目以降は増減を繰り返しながら徐々に
低下し，８日目の毒量は２２２nmol/g，３３日目は１４４ 
nmol/g，６３日目は１４２nmol/g，９７日目には９９nmol/gで
あった。この毒量から換算した毒力（以下，HPLC毒
力とする）は，６日目まで２４２～４６８MU/gで推移した。

８日目以降は増減を繰り返しながら徐々に低下し，８
日目の毒力は１６５MU/g，３３日目には１２７MU/g，６３日
目は１０６MU/g，９７日目には７２MU/gであった。なお，
減毒飼育中，海水温は平均１２.５℃であった。また，
HPLC毒力とマウス毒力はよく一致していた。
外套膜の毒量は，１日目から３３日目まで ９.８～１８ 

nmol/gで推移し，その後は徐々に減少した。その
HPLC毒力は，１日目から３３日目まで１０～２０MU/gで推
移し，６３日目は１２MU/g，９７日目は１０MU/gであった。
その他部位の毒量は，１日目から２１日目まで１７～ 

２４nmol/gで推移した後，３３日目以降徐々に減少した。
そのHPLC毒力は，１日目から２１日目まで３０～４２MU/g
で推移した後，３３日目以降減少傾向を示した。
貝柱の毒量および毒力は，それぞれ０.１～１.４nmol/g
および０.０４～０.７MU/gと低い値で，マウス毒力もすべ
て２MU/g未満であった。
b 部位別の毒組成およびαβ比

給餌毒化ホタテガイの減毒飼育による部位別毒組成
の変化を図４に，毒成分のαβ比の変化を図５に示し
た。中腸腺の毒組成は，１日目で，C２が約４０%，C１
が約２０%とC群が約６０%を占めていた。その後は，β型
のC２，GTX４，GTX３の割合が減少し，α型のC１，GTX１，
GTX２，dcGTX２およびβ型のdcGTX３の割合が増加
した。β型の比率（以下β比とする）は１日目の７０%
から一貫して減少し，８日目には４８%，３３日目には２９％，
６３日目以降は平衡状態に達し，約２０%で推移した。
外套膜の毒組成は，１日目でC２，GTX３, GTX２の
順に多く，減毒飼育中，β型のC２，GTX４，GTX３の
割合が減少し，α型のGTX２，dcGTX２およびSTX群
の割合が増加した。また，それに伴い，β比は１日目
の６３％から中腸腺と同様に減少し，６３日目は２７%とな
って平衡に達した。
その他部位の毒組成は，減毒飼育期間を通しSTX群
が６０～８０%を占めた。減毒飼育中，β型のC２の割合が
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図４　給餌毒化ホタテガイの減毒飼育による部位別毒組成の変化
左：中腸腺，中：外套膜，右：その他部位

図３　給餌毒化ホタテガイの減毒飼育による部位
別毒量および毒力の変化
上：中腸腺，中：外套膜，下：その他部位
  毒力（HPLC換算）  毒力（マウス検査）  毒量
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減少し，α型のGTX２，dcGTX２の割合が増加した。ま
た，それに伴い，β比は減毒１日目の７２％から中腸腺
と同様に減少し，３３日目には３３％，６３日目，９７日目は
いずれも２４%と６３日以降平衡に達した。
貝柱の減毒前の毒組成は，C２が約５５％，C１が約

３５％とC群が約９０％を占めていた。減毒飼育中，β型
の　C２の割合の減少とα型のC１の割合の増加が認
められ，β比は１日目の６４％から９７日目には２９％に減
少した。
（イ）養殖漁場で毒化したホタテガイの減毒

a 部位別の毒量および毒力

２０１２年５月および６月に噴火湾西部の養殖漁場（八
雲）で毒化したホタテガイの減毒飼育による部位別毒量
および毒力の変化を図６に示した。５月の中腸腺毒量
は，１日目には１５nmol/gであったが，その後は徐々に減
少し，３０日目は７nmol/g，６０日目以降は約４nmol/gで
推移した。そのHPLC毒力は，１日目の２３MU/gから徐々
に減少し，３０日目は１２MU/g，６０日目以降は５～
６ MU/gで推移した。
５月の外套膜毒量およびHPLC毒力は，１日目がそれ
ぞれ２.３nmol/gおよび４.０MU/gで，それ以降増減しなが
ら若干減少し，６０日目以降は約２.５MU/gで推移した。
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図６　噴火湾西部の養殖漁場で毒化したホタテガイの減毒飼育中における部位別毒量および毒力の変化
左上：５月中腸腺，右上：５月外套膜，左下：６月中腸腺，右下：６月外套膜
  毒力（HPLC換算）  毒力（マウス検査）  毒量

図５　給餌毒化ホタテガイの減毒飼育による部位別αβ比の変化
左：中腸腺，中：外套膜，右：その他部位
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６月の中腸腺毒量は，３日目に最高値８.９ nmol/gを
示し，５月の最高値に比べて６０%まで減少していた。
７日目以降は徐々に減少し，３１日目以降は約４nmol/g
で推移した。そのHPLC毒力は，３日目の１６MU/gから
徐々に減少し，３１日目には７.８MU/g，６０日目には
６.８MU/gに減少した。
６月の外套膜毒量およびHPLC毒力の最高値は，３
日目がそれぞれ２.１nmol/gおよび３.５MU/gで，それ以降
増減しながら減少し，３１日目および６０日目には
２.２ MU/gおよび１.７MU/gに減少した。

b  部位別の毒組成およびαβ比

２０１２年５月および６月に噴火湾西部の養殖漁場で毒
化したホタテガイの減毒飼育による部位別毒組成の変
化を図７に，毒成分のαβ比の変化を図８に示した。
５月の中腸腺毒組成では，１日目にGTX４およびGTX
１がそれぞれ３０％および２２%と高い割合を示した。そ
れ以降，β型のC２，GTX４の割合が減少し，α型の
GTX１， GTX２，dcGTX２およびβ型のdcGTX３の割
合が増加し，β比は１日目の６０％から徐々に減少して
７日目には  ３４%，３０日目は約２０%となり，平衡に達し
た。
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図７　噴火湾西部の養殖漁場で毒化したホタテガイの減毒飼育による部位別毒組成の変化
左上：5月中腸腺，右上：5月外套膜，左下：6月中腸腺，右下：6月外套膜

図８　噴火湾西部の養殖漁場で毒化したホタテガイの減毒飼育による中腸腺のαβ比の変化
左から順に：５月中腸腺，５月外套膜，６月中腸腺，６月外套膜
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５月の外套膜毒組成は，１日目にはneoSTXの割合
が２９％と最も多く，次いでGTX２が２６%，GTX３が
１７％の順に多かった。また，減毒飼育中は，β型のC２, 
GTX４，GTX３が減少し，α型のGTX２およびSTXの
割合が増加した。β比は１日目の４５％から２３日目まで
徐々に減少して ２６％に達し，それ以降は平衡状態とな
った。
６月の中腸腺毒組成は，１日目にはGTX１および
GTX２がそれぞれ３５％，２０%と多く，減毒飼育中は，
β型のC２，GTX４の割合が減少し，α型のGTX２の
割合が増加した。また，β比は，１日目で２９％と５月
に比べて低下していた。その後，１４日目までは僅かに
減少して  ２１%に達し，それ以降は平衡状態となった。
６月の外套膜毒組成は，減毒飼育１日目にはGTX２
の割合が３８％と最も多く，次いでSTXが１６%，GTX３
が１５％の順に多かった。また，減毒飼育中，毒組成の
変化はほとんどなく，β比が１日目の３１%から徐々に
減少して １４日目には２７％に達し，それ以降は平衡状態
となった。

（４）今後の課題

以上，給餌により毒化したホタテガイについて，約
３ヶ月間の減毒飼育中の毒量，毒力，毒組成およびα
β比を検討した。その結果，昨年と同様，減毒飼育中
に各部位の毒量および毒力の低下とβ型からα型への
毒成分の変換が認められ，減毒約２ヶ月間でαβ比は
平衡状態に達した。また，生産海域で毒化したホタテ
ガイの減毒飼育試験においても，β比が高い５月ホタ
テガイについて減毒試験を行い，給餌試験と同様にβ
型からα型への毒成分の変換が認められた。
今後，養殖漁場において麻痺性貝毒原因プランクト
ンの発生状況およびホタテガイの毒化状況を調査し，
下降期の判断基準としてβ比をどのように定めるか検
討する。

（５）引用文献

１）Ohshima Y. Post-column derivatization HPLC 
methods for paralytic shellfish poisons In:　　
Hallegraeff GM, Anderson DM, Cembella AD 
（eds）  Manual on Harmful Marine Microalgae.  
UNESCO, Paris,１９９５：８１-１１１. 
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（１）目的

サロマ湖などで度々発生するホタテガイの大量へい
死は，生息環境の変動などによるストレスが，その一
因とされるが，解明には至っていない。本研究では，
飼育水槽にて，各種環境ストレスを負荷したときの活
力と閉殻筋のアルギニンリン酸（以下，ArgP）量を調
査し，活力低下に至るArgP量の予測値推定を試みる。
また，ストレス負荷により活力が低下したホタテガイ
を，良好な環境に戻したときの活力回復について，
ArgP量から検証する。一方，フィールドでは，サロマ
湖内定点にて，海洋観測およびホタテガイ貝柱のArgP
量を周年調査し，環境変動に伴うArgP量の変動を把握
する。以上の結果から，環境ストレス負荷試験にて得
られたArgP量予測値とフィールドにおけるArgP量の
関係を考察し，ArgPを指標とした活力低下の予測手法
の開発を目指す。
 

（２）経過の概要

本年度は，環境ストレス負荷試験として，低塩分，
貧酸素および振動流を負荷した飼育試験を実施したほ
か，サロマ湖定点での海洋環境ならびに養殖ホタテガ
イの活力とエネルギー成分を調査した。
１）環境ストレス負荷試験
ホタテガイは，塩分濃度１４‰以下，溶存酸素濃度０.１

～０.５ppm，振動流３０cm/sec（水温２２℃）の各ストレス
負荷飼育により，ArgP濃度の有意な減少とそれに応じ
た活力及び生残率の低下が認められた。
２）サロマ湖フィールド調査
H２４年４月から１１月の湖内定点の海洋環境（水温や

溶存酸素濃度など）は，比較的静穏であったと推察さ
れた。この環境下，ホタテガイの活力は維持され，そ
の閉殻筋のATP及びArgP濃度は各々８.１±０.７及び
１５.５±２.０μmol/g（平均値±SD，n=５０）で推移するこ
とが明らかとなった。
なお，研究内容の詳細は，「平成２４年度北水協会補助
金中間報告書」（公益財団法人北水協会）にて報告した。
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６．海洋環境の変動に伴うホタテガイ活力低下の予測手法に関する研究 
（公募型研究）

担当者　加工利用部　加工利用グループ　武田忠明
資源増殖部　水産工学グループ　櫻井　泉

共同研究機関　北海道大学大学院水産科 　　　　　
協力機関　サロマ湖養殖漁業協同組合 　　　　　　
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A.t. A .o. A.t. A .o. A.t. A .o. A.t. A .o. A.t. A .o.
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（１）目的

海藻類は再生産性が高く有望な水産バイオマス資源
である。コンブの主生産地である北海道において，養
殖コンブの付着器や間引きされるコンブが数千トンあ
る。さらに，コンブ漁場にはスジメ等の未利用の褐藻
類が繁殖し，３千トンが駆除・廃棄されるほか，調味
料メーカーでは２００トンものコンブエキス抽出残滓が
廃棄されており，これらの未低利用褐藻類の有効利用
が望まれている。本課題では，サイレージ発酵により
海藻に含まれるアルギン酸から，付加価値の高い可溶
性アルギン酸を生産する技術を開発する。また，同時
に得られる発酵残滓について，バイオマス燃料化の技
術開発を協力研究機関と連携して行う。

（２）経過の概要

ア　スジメ由来可溶性アルギン酸の精製

スジメ（平成２０年歯舞産乾燥品）をサイレージ発酵
して得られる可溶性アルギン酸について，その発酵臭
や色の改善を行うため，各種活性炭による精製法を検
討し，食品および化粧品用原料の調製方法を確立した。
この調製方法に従い，スジメ乾燥原料１kgから食品お
よび化粧品用粉末を，それぞれ約１１０gおよび約６０ｇ調
製した。それら粉末の可溶性アルギン酸含有量（対固
形物）は食品用が約８２%，化粧品用が約９８%であった。
食品用粉末は，食品機能性評価試料として１００gを中央
水研に提供した。また，化粧品用粉末は，皮膚保水性
および安全性評価試料として１０gを東京農工大学に提
供するとともに，同試料を配合した固形石けんを試作
するため製薬メーカーに２５gを提供した。同石鹸は，
平成２４年１１月１４日，国際展示場で開催されたアグリ創
出ビジネスフェアに出品した。

イ　可溶性アルギン酸製造コストの低減化

サイレージ発酵において，海藻に接種するAR菌の培
養に適した安価な培地および人工海水を検討した。
（ア）培地の検討

これまで本研究で用いたマリンブロス（Difco社製）
培地を対照として，酵母エキス（ナカライテクス（株）
製）とイーストペプトン（ミクニ化学（株）製）を配
合した培地（以下，酵母ペプトン培地と略記）により
AR菌を培養し，サイレージ発酵後のAR菌数および可
溶性アルギン酸の回収率を比較したところ，両者の各
値には差が認められなかった。
（イ）人工海水の検討

これまで本研究で用いた市販試薬５種を配合した人
工海水（以下，試薬人工海水と略記）を対照として，
人工海水粉末マリンエッセンス（ナイカイ塩業（株）
製）によりAR菌を培養し，サイレージ発酵後のAR菌
数および可溶性アルギン酸の回収率を比較したところ，
両者の各値には差が認められなかった。
（ウ）培地および人工海水の改良によるコスト試算

上記（ア）および（イ）で検討した酵母ペプトン培
地およびマリンエッセンスを用いた改良法により，AR
菌培養に要するコスト（スジメ乾燥原料１kg処理）を
試算し，従来法（マリンブロスおよび試薬人工海水）
と比較した。その結果，これまでの培養コストを約１２
分の１に削減できることがわかった。

なお，詳細は，「平成２４年度水産バイオマスの資源化
技術開発委託事業報告書」（中央水産研究所）にて報告
した。

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）

－208－

８．水産バイオマスの資源化技術開発事業（受託研究）

担当者　加工利用部　加工利用グループ　小玉裕幸　武田忠明
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（１）目的

消費者の水産物に対する高品質志向は年々強くなっ
ている。このため，水産物卸売業界では，鮮度や脂の
乗りを付加情報としてリアルタイムに表示することに
より，その品質的な優位性を消費者に直接アピールし，
販売促進に繋がる取り組みを模索している。しかしな
がら，鮮度指標であるK値や脂質含量の測定に　は１
日以上の分析時間を要するため，実際には販売現場で
のリアルタイム表示は困難な状況となっている。
本研究では，水産卸売市場等で扱われる生鮮魚介類
を対象に，現場対応型の鮮度，脂質含量測定装置によ
る鮮度及び脂質含量のリアルタイム測定の可能性につ
いて検討した。

（２）経過の概要

昨年度は，①マダラ及びホッケの鮮度（K値）の簡
易測定法による数値化，②ホッケ脂質含量の近赤外分
光分析法による数値化について検討した。①では，マ
ダラ及びホッケのK値は，簡易測定法と高速液体クロ
マトグラフィー（以下，HPLC法とする）による測定
値の間に高い相関が認められた。②では，背肉部及び
尾肉部別に作成したホッケ脂質含量の推定検量線（以
下，検量線とする）について化学分析値との精度検定
を行った結果，背肉部は尾肉部に比べて分析精度が高
いものと考えられた。
今年度は，ホッケ及びサメガレイの鮮度（K値）の

簡易測定法による数値化，ホッケ背肉部及びサメガレ
イ背肉部の脂質含量の近赤外分析法による数値化につ
いて検討した。
ア　簡易測定法による生鮮水産物の鮮度（K値）の数

値化

試料は，札幌中央卸売市場で２０１１年１２月７日から
２０１２年９月１４日に販売されたホッケ，及び２０１２年９月
１９日から１２月３日に販売されたサメガレイを用いた。
各試料のK値は，簡易型鮮度測定装置 鮮度チェッカー
（QS-SOLUTION製，以下，鮮度チェッカーとする）及
びHPLC法により求めた。

鮮度チェッカーによるK値の測定は札幌中央水産株
式会社（以下，札幌中央水産㈱とする）が担当し，背
肉部から普通肉を採取し，鮮度チェッカー指定の抽出
方法に準じて測定用試料を調製して行った。測定した
試料は直ちに凍結して中央水試へ送付後，永峰らの方
法１）に準じたHPLC法によりK値を測定し，鮮度チェッ
カー測定値との相関について調べた。
イ　近赤外分光分析法による生鮮水産物の脂質含量の

数値化

試料は，札幌中央卸売市場で２０１２年６月１８日から１０
月１２日に販売されたホッケ，及び２０１２年４月１９日から
２０１３年１月３０日に販売されたサメガレイを用いた。各
試料の脂質含量は，ポータブル型近赤外分光測定
機 NIR-GUN（静岡精機製，以下，NIR-GUNとする）
による非破壊測定，及びソックスレー法による化学分
析から求めた。
脂質含量の非破壊測定は札幌中央水産㈱が担当
し， NIR-GUNの積算時間を３０msecに設定して，ホッ
ケ及びサメガレイとも背肉部の表皮上から行った。化
学分析による脂質含量測定値（以下，実測値とする）
は，非破壊測定を行った部位をブロック状に分取，凍
結して中央水試へ送付後に求めた。
次に，非破壊測定による近赤外スペクトルの吸光度 
２ 次微分値と実測値を用いて，NIR-GUNに付属する
ソフトウエア Ca-Makerで重回帰分析を行い，検量線
を作成した。なお，検量線作成における選択波長範囲
はホッケ及びサメガレイとも８５０～９５０nm，選択波長数
は２，３，４及び５に設定した。さらに，作成した各
検量線の精度検定を行った。

（３）得られた結果

ア　簡易測定法による生鮮水産物の鮮度（K値）の数

値化

ホッケ及びサメガレイのK値は，鮮度チェッカーに
よる測定値とHPLC法による測定値との間に高い相関
が認められた。K値の測定において，HPLC法では１検
体の測定に約４０分を要するのに対し，鮮度チェッカー

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）

－209－

９．水産品の鮮度及び脂質の数値化によるブランド化事業（受託研究）

担当者　加工利用部　加工利用グループ　蛯谷幸司　菅原　玲　小玉裕幸　北川雅彦
共同実施機関　札幌中央水産株式会社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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では所要時間が約１０分で，かつ一度に５検体の同時測
定が可能である。このことから，昨年度の結果と合わ
せ，生鮮水産物の販売現場でも鮮度チェッカーの利用
により，マダラ，ホッケ及びサメガレイの鮮度を迅速
に把握できるものと考えられた。
イ　近赤外分光分析法による生鮮水産物の脂質含量の

数値化

選択波長数２～５で作成した４本のホッケ脂質含量
の検量線について，実測値との精度検定を行った結果，
選択波長数４による場合が最も良好であった。ホッケ
脂質含量については検量線精度が高く，生鮮水産物の
販売現場でも，近赤外分析により短時間で把握できる
可能性が考えられた。
一方，ホッケと同様に選択波長数２～５で作成した

４本の４本のサメガレイ脂質含量の検量線について，
実測値との精度検定を行った結果，選択波長数４によ
る場合が最も良好と推察された。しかし，検量線の精
度はホッケ検量線と比べて低いため，今後，サメガレ
イ脂質含量の数値化に向けてさらに分析試料数を増や
し，改めて検量線の作成及び精度検定を行う必要があ
る。
なお，詳細については，「平成２４年度 水産品の鮮度及

び脂質の数値化によるブランド化事業報告書」にて札
幌中央水産㈱へ報告した。

（４）引用文献

１）永峰文洋ら：青森県水産物加工研究所昭和６０年度
報告，１１１-１１６（１９８６）

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）

－210－
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（１）目的

水産業界等からの依頼により、水産物の試験、分析、
もしくは鑑定を行い、業界の円滑な活動を支援する。

（２）経過の概要

下記水産物の成分分析依頼があり、分析手数料につ
いては、地方独立行政法人北海道立研究機構諸料金規
定に基づき処理した。

１．「ジアフレッシュ」によるウニの除菌試験

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）

－211－

10．依頼試験（依頼試験）

担当者　加工利用部　加工利用グループ　蛯谷幸司　武田忠明　菅原　玲　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小玉裕幸　三上加奈子　金子博実
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（１）目的

ロシア・サハリン州にあるロシア連邦サハリン漁業
海洋学研究所（略称：SakhNIRO　サフニロ）との共
同研究や研究交流を行うことによって，サハリンと共
通の資源を利用する北海道の水産業と水産研究に有益
な情報を得ることを目的とする。共同研究に関しては，
資源管理部所管事業の水産国際共同調査（経常研究）
「北海道とサハリンのコンブ漁場の環境に関する比較
調査」で記載し，ここでは，共同調査を円滑に推進す
るために実施している研究交流について記載する。

（２）経過の概要

ア　第４４回研究交流

（ア）開催場所

水産研究本部中央水産試験場（余市町）
（イ）開催日程

２０１２年７月４日～７日
（ウ）出席者

サフニロ：ベリカーノフ・アナトリー水産生物資源部
長，ラトコフスカヤ・エレーナ沿岸環境室
長，クルチェンコ・アナトリー無脊椎漁業
生物室研究員

水産研究本部：鳥澤雅本部長，佐藤伸治総務部長，野
俣洋企画調整部長，佐藤一企画課長

中央水試：寺井稔副場長，田中伊織研究参事，三宅博
哉資源管理部長，志田修研究主幹，星野昇
主査，山口幹人主査，浅見大樹研究主幹，
西田芳則主査，嶋田宏主査，品田晃良研究
主任，栗林貴範研究主任，蔵田護資源増殖
部長，秋野秀樹研究主任，北川雅彦加工利
用部長

釧路水試：中明幸広調査研究部長，美坂正主査
稚内水試：夏目雅史調査研究部長，川井唯史主査
さけます内水試：真野修一研究主査
通 訳 者：大島剛

（エ） 日程

７月４日（水）サフニロ研究者は，ユジノサハリンス
クから空路新千歳空港へ移動し，業務
車で新千歳空港から余市町へ移動。

７月５日（木）研究交流会議
　　　　　　　ケガニに関する情報交換，
　　　　　　　海面及び内水面魚種に関する情報提供，

水産国際共同調査について。
７月６日（金）協議事項
　　　　　　　中央水試庁舎見学，
　　　　　　　確認書の作成・合意，
　　　　　　　研究交流終了挨拶。
　　　　　　　サフニロ研究者は，余市町から札幌市

へ移動し，北海道水産林務部及び道総
研本部表敬訪問。

７月７日（土）札幌市から新千歳空港へ移動
　　　　　　　サフニロ研究者は新千歳空港から空路

ユジノサハリンスクへ移動。

（３）得られた結果

ア　第４４回研究交流

（ア）ケガニに関する情報交換

道総研水産研究本部とサフニロは以下の研究発表を
行い，ケガニの生態，漁業管理に関する有益な研究情
報を交換した。
ａ　低水温がケガニ漁業に与えるインパクト－釧路東
部海域（釧路水試　美坂正）
ｂ　サハリン南部におけるケガニの生態について（サ
フニロ　クルチェンコ・アナトリー）
（イ）海面及び内水面魚種に関する情報提供

道総研水産研究本部とサフニロは以下の研究発表を
行い，ワカサギの増殖手法とマイワシの生態について
情報提供した。
ａ　網走湖に新たに導入されたワカサギの孵卵器（道
東内水面室　真野修一）
ｂ　サハリン沿岸へのマイワシの季節回遊（サフニロ　

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）

－212－

Ⅳ　その他
１．サハリン漁業海洋学研究所（サフニロ）との研究交流（水産国際共同調
査（経常研究））

担当者　企画調整部　企画課　佐藤　一
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ベリカーノフ・アナトリー）
（ウ） 水産国際共同調査「北海道とサハリンのコンブ漁

場環境に関する比較調査」について

道総研水産研究本部とサフニロは以下の発表を行っ
て，第４次水産国際共同調査の結果について専門的な
評価をし，共通の認識を持った。
ａ　２００７～２０１２年におけるタタール海峡南部沿岸域の
海水栄養塩とクロロフィルaについて（サフニロ　ラ
トコフスカヤ・エレーナ）
ｂ　北海道とサハリンのコンブ漁場の環境に関する比
較調査（稚内水試　川井唯史）
（エ） 協議事項

ａ　第４次水産国際共同調査の取りまとめ等について
・道総研水産研究本部とサフニロは，双方の水産国際
共同調査の結果について，２０１２年中に各々報告書を
作成することにした。

・道総研水産研究本部とサフニロは，２０１３年５月に北
海道で開催される国際シンポジウムに共同で研究成
果を発表し，のちに共著論文として公表することに
した。
・共著論文作成については，道総研水産研究本部は稚
内水産試験場川井主査を責任者とし，サフニロはガ
ラニン室長を責任者として推薦し，持ち帰り検討し
て決定することにした。
・双方とも，共同調査終了後もモニタリングを継続し，
得られた結果については，今後の研究交流において
引き続き情報交換することにした。
ｂ　第５次水産国際共同調査「沿岸域の低次生産系に
関する比較調査」について
・サフニロは，次期共同調査について以下の提案を行
い，道総研水産研究本部はこれを基本的に了承した。
○次期共同調査（沿岸域の低次生態系に関する比較
調査）の計画案（ラトコフスカヤ・エレーナ）

・道総研水産研究本部とサフニロは，双方の調査方法
を原則統一することにし，具体的な協議をした。
・道総研水産研究本部から，共同調査で得られるデー
タの相互交換の要望があり，サフニロはデータ交換
が可能か検討することにした。
ｃ　第４５回研究交流について
開催場所：サフニロ（ユジノサハリンスク）
開催期間：２０１２年秋までにサフニロが決定する。
交流議題：「沿岸域における低次生態系に関する比較

調査」に関する協議と漁業資源に関する
情報交換を行う。この他に，両者が希望
する課題。

・時期については，道総研水産研究本部から６月～７
月上旬を希望した。
・情報交換の具体的内容については電子メールで協議
する。
ｄ　その他
・道総研水産研究本部からサハリン周辺のニシンの漁
況情報について情報提供の要望があり，サフニロか
ら口頭説明があった。
・サフニロから道総研水産研究本部での過去５年間の
海洋環境関係の発表された論文のリストの提供要望
があり，後日提供した。
・サフニロからケガニ，ハナサキガニに関する資源評
価方法の発表された論文のリストの提供要望があり，
後日提供した。
・道総研水産研究本部は職員名簿を提供し，サフニロ
は後日，２０１２年夏以降の体制更改後の組織・職員名
簿を提供した。

（オ） 確認書の作成

道総研水産研究本部とサフニロは，第４４回研究交流
の結果を確認し，確認書を作成した。
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（１）目的

地域水産資源の有効利用と水産加工技術及び衛生管
理技術の高度化を支援するために，水産加工技術普及
指導を実施する。

（２）経過の概要

水産加工業界等が要望する技術内容は，多岐に亘っ
ており，これら要望にきめ細かく対応するため，次の
５項目の事業を実施した。
ア　水産加工に係わる講演会・研修会

水産加工業界等の技術水準の向上並びに地場産業の
発展を図るため，講習会・研修会を実施した。
（ア）余市町

日　時：平成２４年５月
対象者：余市郡漁業協同組合
内　容：カレイのレトルト処理に関する研修会
参加人員：１３名

（イ）小樽市

日　時：平成２４年５月
対象者：布川加工所
内　容：カレイの冷凍すり身に関する技術指導
参加人員：１０名

（ウ）泊村

日　時：平成２４年５月
対象者：古宇郡漁業協同組合
内　容：魚介類の一夜干し製造に関する研修会
参加人員：１３名

（エ）ロシア・ウラジオストク市

日　時：平成２４年６月
対象者：沿海州地方の水産加工業者
内　容：水産加工利用に関する研修会
参加人員：６０名

（オ）札幌市

日　時：平成２４年６月
対象者：札幌中央水産株式会社
内　容：魚貝類の鮮度評価に関する技術指導

参加人員：５名
（カ）札幌市

日　時：平成２４年６月
対象者：ホッキガイワーキンググループ会議
内　容：ホッキガイ飯寿司製造に関する研修
参加人員：３１名

（キ）苫小牧市

日　時：平成２４年７月
対象者：苫小牧漁業協同組合
内　容：ホッキガイ飯寿司に関する技術指導
参加人員：１２名

（ク）苫小牧市

日　時：平成２４年７月
対象者：鳥越漁業株式会社
内　容：サケの脱血処理に関する技術指導
参加人員：５名

（ケ）札幌市

日　時：平成２４年７月
対象者：札幌中央水産株式会社
内　容：サケの脱血処理に関する技術指導
参加人員：７名

（コ）島牧村

日　時：平成２４年７月
対象者：小樽地区漁業協同組合専務参事会議
内　容：サケの脱血処理に関する技術指導

（サ）登別市

日　時：平成２４年７月
対象者：いぶり中央漁業協同組合
内　容：サケの脱血処理に関する技術指導
参加人員：６名

（シ）室蘭市

日　時：平成２４年７月
対象者：室蘭漁業協同組合
内　容：サケの脱血処理に関する技術指導
参加人員：１３名

（ス）洞爺湖町
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日　時：平成２４年７月
対象者：いぶり噴火湾漁業協同組合
内　容：サケの脱血処理に関する技術指導
参加人員：１０名

（セ）札幌市

日　時：平成２４年８月
対象者：一般道民ほか
内　容：道総研主催のサイエンスパークでの，魚肉

すり身に関する展示・説明。
（ソ）余市町

日　時：平成２４年８月
対象者：小樽市漁業協同組合
内　容：カレイ及びホッコクアカエビの加工に関す

る技術指導
参加人員：２名

（タ）せたな町

日　時：平成２４年８月
対象者：
内　容：魚類の脱血処理に関する講習と実技指導
参加人員：７名

（チ）余市町

日　時：平成２４年９月
対象者：小樽市漁業協同組合
内　容：カレイ及びホッコクアカエビの加工に関す

る技術指導
参加人員：３名

（ツ）余市町

日　時：平成２４年９月
対象者：北海道道立余市紅志高等学校
内　容：サケフレーク製造に関する研修会
参加人員：４０名

（テ）鹿部町

日　時：平成２４年９月
対象者：北海道立漁業研修所
内　容：水産加工に関する研修会
参加人員：２０名
イ　巡回技術指導

企業等の要望に応じ，個々の企業を訪問して当面す
る技術的問題点に関する指導，助言を以下の地域で行
った。
札幌市，余市町，小樽市，岩内町，泊村，苫小牧市
ウ　北海道の水産加工振興に係わる連絡会議

公設水産加工研究施設と水産試験場との関係を密に
し，地域水産加工業の発展に寄与するため，連絡会議

を開催した。
日　時：平成２４年７月２５日
場　所：岩内町地場産業サポートセンター
参集機関：釧路市水産加工振興センター，標津町ふ

れあい加工体験センター，羅臼町水産商
工課，岩内町地場産業サポートセンター，
オホーツク圏地域食品加工技術センター，
釧路工業技術センター,北海道立工業技
術センター，北海道水産林務部，食品加
工研究センター，中央水産試験場，釧路
水産試験場，網走水産試験場

参加人員：２２名
内　容：
・公設研究施設の事業説明
・北海道立総合研究機構研究機関の事業説明
・話題提供
　テーマ「公設試験研究機関及び北海道立総合研究機
構の研究成果」①褐藻類の生鮮利用に係わる研究開
発，②水産物由来糖脂質の抽出・濃縮とその特性を
活かした食品素材開発，③海洋深層水を活用した呈
味性強化ホタテガイ生産・流通技術の開発
・行政機関の事業説明
エ　加工技術相談

５６件の加工技術相談に対応した。
オ　他機関主催事業に係わる審査，相談等

（ア）日本食品工学会シンポジウム講演

日本食品工学会の主催で，札幌市において平成２４年
８月に開催さた第１３回年次大会において，水産加工技
術の展開方向について，講演を行った。
参加人員６０名。

（イ） 平成２４年度後志水産加工品ブランド品評会審査

会

後志水産加工品ブランド品評実行委員会の主催で，
小樽市にて平成２４年９月に開催され，２３品目について
審査を行った。
参加人員２０名

（ウ）北海道加工食品コンクール審査会

北海道食品産業協議会の主催で，札幌市において平
成２５年２月に開催され，約６０品目について審査を行っ
た。
参加人員１１名。
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２．２　一般指導
２．２．１　資源管理部

担当者指導事項の概要人数対象者実施場所
又は方法実施月指導事項

　資源管理グループ

志田ヒラツメガニは生食可能かについて1 漁業関係者電話4月技術相談

山口幹後志管内のニシン漁獲量について1 マスコミ関係電話4月技術相談
（企業）

山口浩エビの養殖について1 一般企業電話4月技術相談
（企業）

山口浩黒ガレイの無眼側に見られる黒い斑点について1 漁業関係者電話4月技術相談
（企業）

山口浩えびかご人工餌料について1 マスコミ関係電話4月技術相談
（企業）

山口幹５月７日に留萌で漁獲された２トンのニシンについて1 マスコミ関係電話5月技術相談
（企業）

山口幹刺し網目合い拡大によるニシンの資源管理について1 マスコミ関係電話5月技術相談
（企業）

高嶋　西積丹でつれるホッケの状況と呼び名について1 マスコミ関係電話5月技術相談
（企業）

高嶋　ホッケの資源状況と現在の取り組みについて2 マスコミ関係場内5月技術相談
（企業）

三宅ほか５月上旬に臼谷で漁獲されたニシンの系群について1 マスコミ関係電話6月技術相談
（企業）

志田岩内のスケソはえなわ漁業の不漁とその原因について1 地方自治体電話6月技術相談

高嶋大須田式の網（奥尻のホッケ漁）について1 地方自治体電話6月技術相談

高嶋ホッケ漁獲の減少理由について1 マスコミ関係電話7月技術相談
（企業）

山口幹2012年のニシン漁況について1 マスコミ関係場内7月技術相談
（企業）

高嶋ホッケ漁獲の減少と理由について1 マスコミ関係電話7月技術相談
（企業）

高嶋水中カメラで撮影された魚の同定について1 マスコミ関係電話7月技術相談
（企業）

山口幹6月に臼谷で漁獲されたニシンについて1 マスコミ関係場内7月技術相談
（企業）

山口浩ナンバンエビ・ボタンエビ生態について1 漁業関係者電話7月技術相談

山口浩釧路沖定置網で漁獲されたクロマグロについて1 マスコミ関係電話8月技術相談
（企業）

高嶋道北系ホッケの資源管理対策について1 マスコミ関係電話8月技術相談
（企業）

高嶋ホッケの漁獲減・資源管理対策に関する取材について1 マスコミ関係電話8月技術相談
（企業）

山口幹日高のサケ定置網でのブリ漁獲について1 マスコミ関係電話9月技術相談
（企業）

高嶋ホッケ道北群の漁獲量グラフついて1 国電子メール9月技術相談

高嶋古平・余市のホッケ刺し網漁業と資源動向との関連ついて2 マスコミ関係場内9月技術相談
（企業）

高嶋ホッケ道北群の資源状態と管理対策について3 マスコミ関係場内9月技術相談
（企業）

高嶋ホッケの輸入状況について1 水産関係企業電話9月技術相談
（企業）

志田地球温暖化と北海道周辺の魚について1 マスコミ関係電話9月技術相談
（企業）

高嶋ホッケ漁獲減の理由について1 マスコミ関係電話10月技術相談
（企業）

三原石狩湾のシャコについて1 マスコミ関係場内10月技術相談
（企業）

志田虎杖浜のタラコとスケトウダラについて1 マスコミ関係電話11月技術相談
（企業）

山口浩小樽市漁協でガザミの漁獲量が増えたことについて1 マスコミ関係電話11月技術相談
（企業）

高嶋砂浜に漂着した貝殻状の物体について1 一般市民場内11月技術相談

山口浩えびかご人工餌料と水中カメラについて1 研究機関電話11月技術相談

山口幹ニシンの漁況予測について1 マスコミ関係電話11月技術相談
（企業）

星野ハタハタ漁獲規制について2 漁業関係者留萌市4月技術相談

星野ベニズワイの分布、市場等について1 地方自治体電話5月技術相談

星野青森県マダラの高濃度セシウムについて1 北海道電話・
電子メール6月技術相談

星野マダラの生態について1 マスコミ関係電話7月技術相談
（企業）
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担当者指導事項の概要人数対象者実施場所
又は方法実施月指導事項

星野道南マダラのセシウムについて1 北海道電話・
電子メール7月技術相談

星野道南マダラのセシウムについて1 北海道電話・
電子メール7月技術相談

星野種同定依頼（しわいかなご）について1 マスコミ関係電話・
電子メール7月技術相談

（企業）

星野種同定依頼（いかなご）について1 マスコミ関係場内7月技術相談
（企業）

星野厚労省による放射能検査の海域区分について1 北海道電話・
電子メール8月技術相談

星野襟裳沖でのマダラの分布想定について1 北海道電話・
電子メール8月技術相談

星野ホッケ生態、漁獲管理について1 マスコミ関係電話8月技術相談
（企業）

星野ホッケ生態、漁獲管理について1 マスコミ関係電話8月技術相談
（企業）

星野マダラの生態について1 マスコミ関係電話9月技術相談
（企業）

星野種同定依頼（オキザヨリ）について1 漁業関係者古平町9月技術相談

星野ウロコメガレイの生態について1 国電話・
電子メール9月技術相談

三原スケトウダラ・マダラの資源動向について40 漁業関係者小樽市9月技術指導
（講演等）

星野マダラ（オホーツク海）の成分・資源・漁獲状況について1 一般企業電話・
電子メール10月技術相談

（企業）

星野マダラ沖底の漁獲量について1 北海道電話・
電子メール10月技術相談

星野マダラの生態について1 マスコミ関係場内10月技術相談
（企業）

星野種同定依頼（カマスサワラ）について1 漁業関係者余市町10月技術相談

星野種同定依頼（ナンヨウカイワリ）について1 漁業関係者余市町10月技術相談

星野マダラの生態について1 マスコミ関係電話10月技術相談
（企業）

星野原発損害賠償調査に係るマダラについて1 北海道電話・
電子メール10月技術相談

星野毒性ハギ（ソウシハギ）の分布生態について1 北海道電話・
電子メール10月技術相談

三宅・三原平成24年度日本海海域におけるすけとうだらの資源予報について16 漁業関係者場内10月技術指導
（講演等）

三宅・志田・三原スケトウダラ日本海系群漁業者協議会90 漁業関係者札幌市10月技術指導
（講演等）

三宅北海道の漁業概要について12 JICA研修生場内11月技術指導
（講演等）

志田スケトウダラの資源管理について12 JICA研修生場内11月技術指導
（講演等）

山口浩ホッコクアカエビの資源管理について12 JICA研修生場内11月技術指導
（講演等）

山口幹ニシンの資源管理について12 JICA研修生場内11月技術指導
（講演等）

星野北海道海域の残暑に伴う異変について1 マスコミ関係場内11月技術相談
（企業）

星野北海道海域の残暑に伴う異変について1 マスコミ関係電話11月技術相談
（企業）

星野ホッケ生態、漁獲管理について1 マスコミ関係電話11月技術相談
（企業）

星野太平洋マダラの放射線セシウム問題について1 北海道電話・
電子メール11月技術相談

星野ベニズワイの資源管理に係る考え方について1 北海道電話11月技術相談

星野マダラの卵巣膜が黒いことについて1 マスコミ関係電話11月技術相談
（企業）

三宅・三原日本海海域におけるすけとうだらの調査について20 漁業関係者小樽市11月技術指導
（講演等）

三原平成24年度日本海海域におけるすけとうだらの資源予報について10 漁業関係者岩内町11月技術指導
（講演等）

三原平成24年度日本海海域におけるすけとうだらの資源予報について50 漁業関係者乙部町11月技術指導
（講演等）

三原石狩湾におけるシャコ漁業について7 漁業関係者場内11月技術指導
（講演等）

志田日本海スケトウダラの資源減少要因について1 地方自治体電話12月技術相談

志田コマイについて（放送番組の収録）2 マスコミ関係場内12月技術相談
（企業）

山口幹ニシンの群来について1 マスコミ関係電話12月技術相談
（企業）

三原日本海スケトウダラの減少要因について1 マスコミ関係電話12月技術相談
（企業）

三原スケトウダラの回遊と放射能検査について1 水産関係企業電話12月技術相談

山口幹漁期前調査（１）速報について1 マスコミ関係電話12月技術相談
（企業）
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担当者指導事項の概要人数対象者実施場所
又は方法実施月指導事項

丸山種同定依頼（メンコガニ）について2 漁業関係者場内12月技術相談

星野後志管内の底建漁法について1 研究機関電話12月技術相談

山口幹広報誌なみまるくん「海・ひと・夢インタビュー」の取材について2 漁業関係者場内1月技術相談

山口幹小樽市のニシン初水揚げの年齢構成について1 マスコミ関係電話1月技術相談
（企業）

山口幹ニシン群来の撮影に向けての情報収集について1 マスコミ関係電話1月技術相談
（企業）

山口幹小樽に於けるニシンの不漁について1 マスコミ関係電話1月技術相談
（企業）

山口幹小樽市祝津の群来について1 マスコミ関係電話1月技術相談
（企業）

山口幹小樽市祝津の群来について1 マスコミ関係電話1月技術相談
（企業）

山口浩魚礁に蝟集する魚類の生態に関する講演72 各種団体札幌市1月技術相談

志田北海道における資源管理についてJICA札幌市1月技術指導
（講演等）

山口幹ニシンの群来について1 マスコミ関係電話2月技術相談
（企業）

和田漂着した海獣の種判別について1 国場内2月技術相談

高嶋ホッケ魚体の性状のばらつきについて1 漁業関係者電話2月技術相談

高嶋ホッケ魚体の性状のばらつきについて1 漁業関係者積丹町2月技術相談

山口幹今年のニシンの豊漁の要因について1 マスコミ関係電話2月技術相談
（企業）

山口幹小樽の豊漁の原因について1 マスコミ関係電話2月技術相談
（企業）

山口浩ナンバンエビの漁獲状況について21 漁業関係者旭川市2月技術指導
（講演等）

山口浩ナンバンエビの漁獲状況について15 漁業関係者留萌市2月技術指導
（講演等）

山口幹ニシンの豊漁について1 マスコミ関係電話3月技術相談
（企業）

山口幹ニシンの豊漁について1 マスコミ関係場内3月技術相談
（企業）

山口幹ニシンの漁況について1 マスコミ関係電話3月技術相談
（企業）

山口幹ニシンの漁況について1 マスコミ関係場内3月技術相談
（企業）

山口幹ニシンの漁獲量が近年最高になった要因について1 マスコミ関係電話3月技術相談
（企業）

山口幹ニシンの漁獲統計について1 マスコミ関係電話3月技術相談
（企業）

星野管内のヒラツメガニ漁業の許可と生態の関連について1 北海道電話3月技術相談

星野マダラセシウムの見通しとサケ予測法の問題について1 北海道電話3月技術相談

星野ホッケ漁獲減の背景について1 マスコミ関係電話3月技術相談
（企業）

高嶋ホッケの生態・利用について3 マスコミ関係場内3月技術相談
（企業）

山口幹今年のニシンの大漁の要因について1 マスコミ関係電話3月技術相談
（企業）

山口浩ナンバンエビの漁獲状況について21 漁業関係者札幌市3月技術指導
（講演等）

　海洋環境グループ

栗林クロロフィル分析指導2 指導所場内4月技術指導
（企業）

栗林沿岸環境調査に係るアクセスソフト技術指導3 指導所江差町4月技術指導
（企業）

栗林沿岸環境調査に係るアクセスソフト技術指導3 指導所岩内町4月技術指導
（企業）

栗林小樽水族館の魚の死と環境の関係について1 指導所電話5月技術相談

田中キタミズクラゲ被害防止に関する検討19 各種団体東京都5月技術指導
（委員等）

栗林・浅見沿岸環境調査に係るアクセスソフト技術指導7 指導所函館市5月技術指導
（企業）

栗林・浅見沿岸環境調査に係るアクセスソフト技術指導3 指導所せたな町5月技術指導
（企業）

栗林海岸の砂の変化について1 漁業関係者電話5月技術相談

栗林厚岸周辺海域に生息するコンブ藻体の縮小について1 漁業関係者電話6月技術相談

栗林朝の観測に係る技術指導1 指導所場内・
余市町6月技術指導

（企業）

栗林古海藻分析による過去の栄養塩環境の推定について1 マスコミ関係場内6月技術相談
（企業）
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担当者指導事項の概要人数対象者実施場所
又は方法実施月指導事項

栗林増毛沖の嵩上げ礁に付着した紅藻の分類について1 指導所電話6月技術相談

田中余市町の環境問題について審議11 地方自治体余市町6月技術指導
（委員等）

栗林クロロフィル分析指導1 指導所場内6月技術指導
（企業）

栗林2010年の漁獲データについて1 指導所電話7月技術相談

栗林クロロフィル分析について1 北海道電話7月技術相談

栗林改良型ノルパックネットについて1 北海道電話7月技術相談

栗林沿岸環境調査に係るアクセスの使用方法について1 指導所電話7月技術相談

田中小樽市の環境問題について審議13 地方自治体小樽市7月技術指導
（委員等）

西田2008～2012年冬季における日本海表層の栄養塩量50 北海道余市町7月技術指導
（講演等）

栗林液肥添加について1 一般企業場内8月技術相談
（企業）

田中水温と魚の関係について1 マスコミ関係電話8月技術相談
（企業）

栗林底質の有機物分析について1 北海道電話9月技術相談

田中水温と魚の関係について1 マスコミ関係電話9月技術相談
（企業）

栗林北海道周辺海域の水温について1 マスコミ関係電話9月技術相談
（企業）

田中水温と魚の関係について1 マスコミ関係電話9月技術相談
（企業）

田中水温と魚の関係について1 マスコミ関係電話9月技術相談
（企業）

西田海洋環境について50 漁業関係者小樽市9月技術指導
（講演等）

栗林クロロフィル分析指導2 指導所場内10月技術指導
（企業）

栗林クロロフィル分析指導2 指導所場内10月技術指導
（企業）

田中余市町の水道・水源の問題について審議10 地方自治体余市町10月技術指導
（委員等）

田中冬季の水温上昇について1 マスコミ関係電話10月技術相談
（企業）

浅見道西日本海の水温の鉛直分布について1 各種団体電話10月技術相談

西田今年の夏の高水温とリシリコンブの関係について1 マスコミ関係電話11月技術相談
（企業）

田中小樽市の環境問題について審議13 地方自治体小樽市11月技術指導
（委員等）

栗林クロロフィル分析指導2 指導所場内11月技術指導
（企業）

栗林日本海栄養塩の濃度について1 地方自治体電子メール11月技術相談

栗林施肥材投入によるリンの濃度試算について1 地方自治体電子メール11月技術相談

栗林クロロフィル値の比較試験1 指導所場内12月依頼試験

栗林・浅見余別沿岸調査経過について1 地方自治体場内12月技術相談

栗林施肥材投入による栄養塩濃度の試算について1 地方自治体電子メール1月技術相談

栗林クロロフィルデータについて1 指導所電子メール1月技術相談

栗林磯焼けの映像もしくは画像について1 マスコミ関係電話1月技術相談
（企業）

栗林磯焼け発生機構の解明と予測技術の開発について1 指導所電話1月技術相談

栗林2013年1月の前浜水温について1 指導所場内1月技術相談

栗林昨年春のクロロフィルとホタテについて1 指導所場内1月技術相談

西田ホタテガイ採苗安定化試験について28 漁業関係者札幌市1月技術指導
（講演等）

品田紋別の長期データ解析50 漁業関係者網走市1月技術指導
（講演等）

栗林噴火湾礼文地区の栄養塩とクロロフィルについて1 指導所電子メール2月技術相談

栗林北海道日本海の水温変動について1 指導所電話2月技術相談

栗林沿岸環境調査結果を利用した普及活動について1 指導所電子メール3月技術相談

栗林・浅見余別沿岸調査結果について1 地方自治体場内3月技術相談

嶋田春の沿岸環境および動物プランクトンの発生状況30 漁業関係者雄武町3月技術指導
（講演等）
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２．２．２　資源増殖部

担当者指導事項の概要人数対象者実施場所
又は方法実施月指導事項

　資源増殖グループ

蔵田カサネカンザシゴカイの種名と食した場合の影響について1 地方自治体電子メール4月技術相談

秋野コンブと北前船の歴史について1 一般市民電子メール4月技術相談

伊藤慎ニシンの死亡について1 漁業関係者電話4月技術相談

三浦・伊藤慎マツカワVNNの検査漁業関係者場内4月技術指導
（企業）

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内4月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内4月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内4月技術審査

伊藤慎マツカワVNNの検査漁業関係者場内4月技術指導
（企業）

秋野ホンダワラ藻場の造成方法について1 水産関係企業場内4月技術相談

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内4月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内4月技術審査

三浦・伊藤慎マツカワVNNの検査漁業関係者場内4月技術指導
（企業）

伊藤慎アサリの死亡について1 指導所電話・
電子メール4月技術相談

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内4月技術審査

三浦・伊藤慎マツカワVNNの検査漁業関係者場内4月技術指導
（企業）

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内4月技術審査

中島汚損付着動物に係る試験について1 一般企業電話4月技術相談
（企業）

三浦・伊藤慎マツカワVNNの検査漁業関係者場内4月技術指導
（企業）

三浦マツカワVNNの検査漁業関係者場内4月技術指導
（企業）

三浦韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内4月技術審査

秋野養殖コンブ生長不良の原因解明1 地方自治体場内5月技術指導
（企業）

秋野深層水養殖コンブの生長不良解明1 地方自治体場内5月技術指導
（企業）

瀧谷・伊藤慎キセノハリオチスについて1 地方自治体電話・FAX5月技術相談

伊藤慎ホタテガイの輸出証明書の発行の流れについて1 一般企業電話5月技術相談
（企業）

伊藤慎マツカワの病気について1 漁業関係者電話5月技術相談

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内5月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内5月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内5月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内5月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内5月技術審査

中島　ヒラメの病気について1 一般市民電子メール5月技術相談

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内5月技術審査

三浦ヒラメ孵化仔魚のVNN検査漁業関係者場内5月技術指導
（企業）

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内5月技術審査

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内5月技術審査

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内5月技術審査

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内5月技術審査

三浦ヒラメ孵化仔魚のVNN検査漁業関係者場内5月技術指導
（企業）

伊藤慎韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内5月技術審査

携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵恵恵
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平成２４年度　事業報告書　中央水試（２０１３）

－221－

担当者指導事項の概要人数対象者実施場所
又は方法実施月指導事項

伊藤慎日本海のホタテ稚貝のグリコーゲンの測定について1 指導所電話5月技術相談

秋野ウニ殻が幼生発生に貢献するかについて1 国電話5月技術相談

秋野深層水養殖コンブの生長不良解明1 地方自治体場内5月技術指導
（企業）

伊藤慎韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内5月技術審査

三浦韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内5月技術審査

三浦韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内5月技術審査

伊藤慎アイナメの筋肉中にあった寄生虫について1 地方自治体電話・
電子メール6月技術相談

三浦ヒラメ孵化仔魚のVNN検査漁業関係者場内6月技術指導
（企業）

秋野ノリ増養殖の方法について2 地方自治体場内6月技術指導
（企業）

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内6月技術審査

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内6月技術審査

三浦ヒラメ孵化仔魚のVNN検査漁業関係者場内6月技術指導
（企業）

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内6月技術審査

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内6月技術審査

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内6月技術審査

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内6月技術審査

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内6月技術審査

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内6月技術審査

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内6月技術審査

三浦ヒラメ孵化仔魚のVNN検査漁業関係者場内6月技術指導
（企業）

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内6月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内6月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内6月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内6月技術審査
中島・三浦・髙谷・
伊藤慎キセノハリオチス症調査漁業関係者場内6月技術指導

（企業）

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内6月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内6月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内6月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内6月技術審査

三浦・髙谷・伊藤慎マツカワVNNの検査漁業関係者場内6月技術指導
（企業）

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内6月技術審査

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内6月技術審査

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内6月技術審査

三浦・髙谷・伊藤慎マツカワVNNの検査漁業関係者場内6月技術指導
（企業）

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内6月技術審査

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内6月技術審査

三浦・髙谷・伊藤慎マツカワVNNの検査漁業関係者場内6月技術指導
（企業）

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内6月技術審査

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内6月技術審査

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内6月技術審査
中島・三浦・髙谷・
伊藤慎キセノハリオチス症調査地方自治体場内6月技術指導

（企業）
三浦・髙谷・伊藤慎マツカワVNNの検査漁業関係者場内6月技術指導

（企業）

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内6月技術審査

携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵恵恵
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平成２４年度　事業報告書　中央水試（２０１３）

－222－

担当者指導事項の概要人数対象者実施場所
又は方法実施月指導事項

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内6月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内6月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内6月技術審査

三浦・髙谷・伊藤慎マツカワVNNの検査漁業関係者場内7月技術指導
（企業）

中島・三浦・髙谷・
伊藤慎キセノハリオチス症調査漁業関係者場内7月技術指導

（企業）

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内7月技術審査

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内7月技術審査

伊藤慎ホタテガイのＷＳＳＶの検査機関について1 研究機関電話7月技術相談
（企業）

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内7月技術審査

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内7月技術審査

三浦・髙谷・伊藤慎マツカワVNNの検査漁業関係者場内7月技術指導
（企業）

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内7月技術審査

三浦・伊藤慎ヒラメ30mm種苗のVNN検査漁業関係者場内7月技術指導
（企業）

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内7月技術審査

三浦・伊藤慎ヒラメ30mm種苗のVNN検査漁業関係者場内7月技術指導
（企業）

伊藤慎・髙谷クロガレイの寄生虫について1 漁業関係者電話7月技術相談

三浦韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内7月技術審査

三浦・伊藤慎ヒラメ30mm種苗のVNN検査漁業関係者場内7月技術指導
（企業）

蔵田エゾアワビの陸上養殖について1 マスコミ関係電話7月技術相談

三浦・伊藤慎ヒラメ30mm種苗のVNN検査漁業関係者場内7月技術指導
（企業）

三浦・伊藤韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内7月技術審査

中島磯焼けの現状等について1 マスコミ関係場内7月技術相談
（企業）

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内7月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内7月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内7月技術審査

三浦・伊藤慎ヒラメ30mm種苗のVNN検査漁業関係者場内7月技術指導
（企業）

秋野・阿部ウニ年齢査定の方法15 地方自治体
(高校教員）場内8月技術指導

伊藤慎加速度計について1 指導所電話8月技術相談

三浦・伊藤慎ヒラメ30mm種苗のVNN検査漁業関係者場内8月技術指導
（企業）

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内8月技術審査

秋野積丹のウニのおいしさの根拠について1 マスコミ関係電話8月技術相談
（企業）

秋野積丹ブルーと言われるわけについて1 マスコミ関係電話8月技術相談
（企業）

秋野コンブ造成について1 各種団体場内8月技術相談

三浦・伊藤慎ヒラメクドアの検査漁業関係者場内8月技術指導
（企業）

伊藤慎・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内8月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内8月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内8月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内8月技術審査

伊藤慎・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内8月技術審査

瀧谷棘の長いエゾバフンウニについて1 漁業関係者場内8月技術相談

秋野養殖コンブの発祥の地について1 マスコミ関係電話8月技術相談
（企業）

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内8月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内8月技術審査

携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵恵恵
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平成２４年度　事業報告書　中央水試（２０１３）

－223－

担当者指導事項の概要人数対象者実施場所
又は方法実施月指導事項

三浦韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内8月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内8月技術審査

三浦韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内8月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内8月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内8月技術審査

三浦韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内8月技術審査

中島・三浦・伊藤慎魚病指導3 漁業関係者えりも町9月技術指導
（企業）

伊藤慎ホタテガイの健康証明の発行について1 一般企業電話9月技術相談

伊藤慎アカボヤの病気について1 指導所電子メール9月技術相談

三浦韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内9月技術審査

三浦韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内9月技術審査

三浦韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内9月技術審査

三浦韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内9月技術審査
三浦・伊藤慎・中島
・伊藤義ヒラメ親魚のELISA法によるVNN検査漁業関係者羽幌町9月技術指導

（企業）

秋野海藻の同定指導1 一般企業場内10月技術指導
（企業）

伊藤慎・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内10月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内10月技術審査

秋野寿都町における藻場再生事業について1 マスコミ関係電話10月技術相談
（企業）

秋野道実施の磯焼け対策総合事業について1 マスコミ関係電話10月技術相談
（企業）

三浦稚ウニの疾病に関する相談漁業関係者場内10月技術指導
（企業）

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内10月技術審査

三浦・伊藤慎エゾアワビのキセノハリオチス感染検査漁業関係者場内10月技術指導
（企業）

三浦チカの診断漁業関係者場内10月技術指導
（企業）

三浦韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内10月技術審査

三浦韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内10月技術審査

三浦・伊藤慎エゾアワビのキセノハリオチス感染検査漁業関係者場内10月技術指導
（企業）

蔵田ホタテ増養殖事業に関する講義JICA研修生場内10月技術指導
（講演等）

瀧谷ニシン資源増殖に関する講義12 JICA研修生場内10月技術指導
（講演等）

伊藤慎・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内11月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内11月技術審査

三浦韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内11月技術審査

伊藤慎・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内11月技術審査

伊藤慎・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内11月技術審査

三浦韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内11月技術審査

阿部養殖マコンブの付着生物と、その防汚対策について1 漁業関係者場内11月技術相談

中島ホタテ養殖につくザラボヤとイガイについて1 マスコミ関係電話11月技術相談
（企業）

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内11月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内11月技術審査
中島・三浦・瀧谷・
伊藤慎マツカワＶＮＮ検査のための採血と魚病指導を行った漁業関係者伊達市11月技術指導

（企業）

髙谷・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内11月技術審査

三浦韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内11月技術審査

三浦韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内11月技術審査

伊藤慎・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内11月技術審査

携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵恵恵
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平成２４年度　事業報告書　中央水試（２０１３）

－224－

担当者指導事項の概要人数対象者実施場所
又は方法実施月指導事項

髙谷・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内12月技術審査

中島ナマコの養殖と種苗放流について1 地方自治体札幌市12月技術相談

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内12月技術審査

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内12月技術審査

瀧谷ニシン稚魚の採集方法（巻き網）について1 水産関係企業場内12月技術相談
（企業）

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内12月技術審査

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内12月技術審査

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内12月技術審査

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内12月技術審査

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内12月技術審査

髙谷・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内12月技術審査

瀧谷巻き網の使い方について1 水産関係企業電話12月技術相談
（企業）

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内12月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内12月技術審査

中島ホッキガイの種苗生産の現状について1 指導所電話12月技術相談

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内12月技術審査

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内12月技術審査

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内12月技術審査

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内12月技術審査

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内12月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内12月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内12月技術審査

瀧谷檜山ニシンの調査と系群について1 マスコミ関係場内12月技術相談
（企業）

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内12月技術審査

伊藤慎・志田リュウグウノツカイの標本貸与について1 各種団体電話12月技術相談

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内1月技術審査

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内1月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内1月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内1月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内1月技術審査

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内1月技術審査

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内1月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内1月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内1月技術審査

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内2月技術審査

秋野エゾバフンウニとキタムラサキウニの勢力拡大について1 マスコミ関係場内2月技術相談
（企業）

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内2月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内2月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内2月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内2月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内2月技術審査

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内2月技術審査

蔵田ホタテガイの生態について1 マスコミ関係場内2月技術相談
（企業）

携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵恵恵
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－225－

担当者指導事項の概要人数対象者実施場所
又は方法実施月指導事項

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内2月技術審査

伊藤慎マツカワの腹水について検査1 漁業関係者場内2月技術相談

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内2月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内2月技術審査

秋野水温と栄養塩の相関について1 マスコミ関係電話2月技術相談
（企業）

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内2月技術審査

三浦・阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内2月技術審査

三浦韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内2月技術審査

三浦・伊藤義韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内2月技術審査

三浦韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内2月技術審査

三浦韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内2月技術審査

三浦韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内3月技術審査

三浦韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内3月技術審査

三浦韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内3月技術審査

三浦韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内3月技術審査

阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内3月技術審査

阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内3月技術審査

阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内3月技術審査

伊藤慎生食マスの寄生虫について1 一般市民電話3月技術相談

阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内3月技術審査

阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内3月技術審査

三浦韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内3月技術審査

三浦韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内3月技術審査

伊藤慎別海のクロガレイの異物について1 漁業関係者電話3月技術相談

秋野海藻同定の依頼1 水産関係企業場内3月技術指導
（企業）

秋野・福田藻場造成の手法について1 水産関係企業場内3月技術指導
（企業）

阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内3月技術審査

阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内3月技術審査

伊藤慎マツカワVNN検査漁業関係者場内3月技術相談
（企業）

伊藤慎マツカワVNN検査漁業関係者場内3月技術相談
（企業）

瀧谷檜山で見つかったニシン卵について1 マスコミ関係電話3月技術相談
（企業）

瀧谷檜山で見つかったニシン卵について1 マスコミ関係電話3月技術相談
（企業）

阿部韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内3月技術審査

伊藤慎マツカワVNN検査漁業関係者場内3月技術相談
（企業）

瀧谷子持ちコンブから孵化したニシンについて1 マスコミ関係電話3月技術相談
（企業）

三浦韓国向け輸出活ホタテガイに関する水産動物健康証明書の交付一般企業場内3月技術審査

　水産工学グループ

干川ウニについて3 マスコミ関係場内5月技術相談
（企業）

櫻井人工海底マウンド礁の効果把握について1 水産関係企業場内7月技術相談
（企業）

櫻井ホッキガイの計測方法について1 水産関係企業場内7月技術相談
（企業）

櫻井稚魚ネットの曳網方法とサンプルの固定法について1 北海道電話7月技術相談

櫻井生ゴミを用いた堆肥の漁場造成への活用について1 各種団体電話7月技術相談

櫻井ムラサキイガイの養殖方法について1 水産関係企業電話7月技術相談
（企業）

携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵恵恵
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担当者指導事項の概要人数対象者実施場所
又は方法実施月指導事項

櫻井ホタテ桁網の構造について1 地方自治体電話・
電子メール7月技術相談

干川藻場ランド第3期計画案の検討14 地方自治体神恵内村9月技術指導
（企業）

櫻井石詰礁の効果について1 水産関係企業場内9月技術相談
（企業）

櫻井石詰礁の効果に関する試験方法について1 水産関係企業場内9月技術相談
（企業）

櫻井アッシュクリートの藻礁・魚礁への利用状況について1 研究機関電話9月技術相談

櫻井飼育水槽のバクテリアについて1 食品加工業者電話9月技術相談
（企業）

干川藻場・貝類漁場造成について12 JICA研修生場内10月技術指導
（講演等）

秦アサリの食害防除について50 各種団体札幌市1月技術指導
（講演等）

秦赤川アサリ造成漁場の利用法について14 各種団体北見市2月技術指導
（講演等）

秦成果資料の漁協HPへの掲載について1 漁業関係者電子メール3月技術相談

携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵恵恵
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３．試験研究成果普及・広報活動

（主なもの）

内　容　等参加人数開催場所会議等の名称開催時期

ニシンの資源管理について
冷凍すり身の技術開発について61人余市町余市町寿大学・女性学級合

同講座２４． ５．１０

海藻お絵かき、地曳き網体験、サ
イエンスカフェほか395人余市町中央水産試験場一般公開２４． ７．２１

冷凍すり身の技術開発に関するパ
ネル等の展示8,129人札幌市サイエンスパーク２４． ８． １

最新の研究成果について、口頭発
表7題、ポスター発表8題

　
130人札幌市水産研究本部成果発表会２４． ８． ７

海獣類（トド･オットセイ）につい
ての説明、意見交換53人寿都町研究成果地域説明会

（ミニプラザ）２５． ２．２６

海獣類（トド･オットセイ）につい
ての説明、意見交換34人岩内町研究成果地域説明会

（ミニプラザ）２５． ２．２７

４．研修・視察来場者の記録

（事前に連絡のあったもの）

摘　　　要人数（人）件数（件）区　　　分

81625管　　　内
（石狩振興局・後志総合振興局）

548道      内
（上記以外）

495道　　外

525国　　外

97143合      計
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資源管理部門

（資源管理グループ）

ホッコクアカエビに対するえびかご漁業用人工餌料の蝟集効果：山口浩志，北川雅彦（中央水試），後藤陽子（稚内水
試），畑沢賢一（道総研産業技術研究本部ものづくり支援セ），飯田憲一（道総研工試），阪本正博，飯田訓之（釧路水
試）　平成24年度日本水産学会秋季大会講演要旨集，88，2012. 9

シンポジウム　スケトウダラが生まれてから食卓に上がるまで：生態－社会系とその管理 ３．漁獲の状況：志田　修
（中央水試）　平成24年度日本水産学会秋季大会講演要旨集，151，2012. 9

北海道日本海産アカガレイ，ヒレグロ，ウロコメガレイの年齢決定に関する耳石の表面観察法と薄片観察法の比較：
星野　昇，山口浩志，三原行雄，丸山秀佳（中央水試）　北水試研報，82，1-7，2013.9

北海道日本海南部海域におけるベニズワイのDeLury法に基づく資源評価：星野　昇（中央水試）　北水試研報，82，
9-18，2013.9

ホッケ道北群資源の衰退と今後の展望：髙嶋孝寬（中央水試）　北水試だより　85，1-6，2012.9

“春にしん”は今－2012年春期に採集された産卵群の系群判別－：山口幹人（中央水試），清水洋平，川崎琢真（栽培
水試），田園大樹（稚内水試），瀧谷明朗（中央水試），堀井貴司（釧路水試）　北水試だより　85，12-16，2012.9

Interannual changes in the timing of walleye pollock spawning migration and their impacts on gill-net fishery：Osamu 
Shida, Yukio Mihara（中央水試）, Kazushi Miyashita（北大FS）　 PICES-2012  Program and Abstract, 73, 2012. 10 

水中カメラを用いたえび篭に対するホッコクアカエビの行動観察：山口浩志（中央水試）　試験研究は今　725，2012.11

近年のホッケ資源激減の状況と環境が年級群豊度に及ぼす影響：髙嶋孝寛，品田晃良，星野　昇（中央水試），前田圭
司（稚内水試）　2012（平成24）年度日本水産学会北海道支部大会シンポジウムプログラム要旨集， 2012.12

トドによる漁業被害と北海道の沿岸漁業：和田昭彦（中央水試），後藤陽子（稚内水試）　2012（平成24）年度日本水
産学会北海道支部大会要旨集，6，2012.12

シンポジウム記録　スケトウダラが産まれてから食卓に上がるまで　生態系－社会系とその管理　1-3漁獲の状況：志
田　修（中央水試）　日本水産学会誌，79(1)，64，2013. 1

北海道日本海におけるハタハタ資源のふ化時期：星野　昇（中央水試）　平成25年度日本水産学会春季大会講演要旨
集，27，2013. 3

利尻島周辺海域の計量魚探によるホッケの漁況予測調査：鈴木祐太郎，板谷和彦（稚内水試），髙嶋孝寛（中央水試）　
平成24年度北海道音響資源調査研究情報交換会要旨集，4，2013. 3

平成２4年度　事業報告書　中央水試（２０１3）
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日本海海域におけるスケトウダラ成魚調査：三原行雄（中央水試），本間隆之（函館水試），板谷和彦（稚内水試）　平
成24年度北海道音響資源調査研究情報交換会要旨集，13，2013. 3

石狩湾産ハタハタ仔稚魚のふ化時期（短報）：星野　昇，髙嶋孝寬，山口浩志（中央水試）　北水試研報，83，37-39，2013.3

（海洋環境グループ）

Seasonal and annual fluctuations in the abundance and biomass of Neocalanus plumchrus in Japan Sea off northern 
Hokkaido: Hiroki Asami and Takahiro Takashima（中央水試） 　2012 PICES Annual Meeting, Abstract　250p. 2012.10

北海道における海洋環境モニタリングの現状と成果：浅見大樹（中央水試），沿岸環境関連学会連絡協議会第28回ジョ
イントシンポジウム口頭発表，要旨集, 1-2, 2013.2

春季における石狩湾周辺海域の流れと海水交換：西田芳則（中央水試），日本海及び日本周辺海域の海況モニタリング
と波浪計測に関する研究集会，5-12，2012.12

A method for prediction the occurrence of paralytic shellfish poisoning along the coast of Hokkaido in the Okhotsk 
Sea in summer: 嶋田　宏，澤田真由美，田中伊織，浅見大樹（中央水試），深町　康（北大低温研） Fisheries Science 
78, 865-877, 2012.7

北海道周辺4海域(道東・道南太平洋，北部日本海および南部オホーツク海)における動物プランクトンバイオマスおよ
び種組成の季節変化と年変動：嶋田　宏（中央水試），坂口健司（水産研究本部），森　泰雄（釧路水試），渡野邉雅道
（函館水試），板谷和彦（稚内水試），浅見大樹（中央水試）　日本プランクトン学会報, 59, 63-81, 2012.8

道南太平洋沿岸／沖合におけるサケ稚魚沿岸滞泳期の海洋環境と動物プランクトン組成の季節／年変動：嶋田　宏，
品田晃良，栗林貴範，浅見大樹（中央水試），青山智哉，宮腰靖之（さけます内水試），渡野邉雅道（函館水試），河合
百華，岩渕雅輝（エコニクス）　2012年日本プランクトン学会・日本ベントス学会合同大会講演要旨集, 57, 2012.10

デジタル一眼レフカメラとマクロレンズを用いた動物プランクトン試料の撮影と生物測定：嶋田　宏（中央水試），奥　
修（ミクロワールドサービス）　2013年度日本海洋学会春季大会講演要旨集, 299, 2013.3

オホーツク海北海道沿岸域における春季ブルームとその鉛直移動：照本昴之（北大院環境），工藤勳（北大院水産/環
境），宮園章（網走水試），品田晃良（中央水試）　平成24年度日本海洋学会秋季大会講演要旨集, 75, 2012.9

ノルパックネットの150m鉛直曳き試料を用いた日周鉛直移動を行う動物プランクトンMetridia pacificaの経年変動の
解析　品田晃良，浅見大樹（中央水試）　2012年日本ベントス学会・日本プランクトン学会合同大会講演要旨集, 
18, 2012.10

ホタテガイの成長と海洋環境について：多田匡秀，桒原康裕，宮園　章（網走水試），品田晃良（中央水試）　平成24年
度日本水産学会北海道支部大会講演要旨集, 2, 2012.12

古コンブに残されたTNとδ15Nより推定する北海道日本海における過去の栄養塩環境：栗林貴範（中央水試），阿部
剛史（北大総合博物館），門谷　茂（北大院水産）　平成25年度日本水産学会春季大会講演要旨集, 88, 2013.3

栄養塩添加による磯焼け漁場藻場再生調査５－施肥による栄養塩濃度とコンブ窒素同位体比分布の変化－：栗林貴範
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（中央水試），赤池章一（函館水試）　平成25年度日本水産学会春季大会講演要旨集, 218, 2013.3

過去の栄養塩環境は古海藻に記録されているか？－古海藻のδ15Nにより推定する北海道日本海沿岸における過去
130年間の栄養塩環境に関する一考察－：栗林貴範（中央水試），阿部剛史（北大総合博物館），門谷　茂（北大院水産）　
生物地球化学研究会2012秋田セッション講演要旨集, 14, 2012.10

小樽港周辺水域における表層堆積物中の有機物分布と起源について：栗林貴範（中央水試）　北海道地質研究所報告, 
84, 41-46, 2012.8

資源増殖部門

（資源増殖グループ）

輸送および放流過程の異なるニシン稚魚が受けるダメージ：行動の変化、体成分の変化および耳石障害輪形成：瀧谷
明朗（中央水試），福士暁彦（釧路水試）　日本水産学会誌　78(5)，958-965，2012.9

ウニ行動に対する流速の影響：高谷義幸（中央水試）　試験研究は今　721，2012.9

“春にしん”は今－2012年春期に採集された産卵群の系群判別－：山口幹人（中央水試），清水洋平，川崎琢真（栽培
水試），田園大樹（稚内水試），瀧谷明朗（中央水試），堀井貴司（釧路水試）　北水試だより　85，12-16，2012.9（再掲）

給餌率を変えて飼育したマツカワ稚魚の成長率と肝臓成分：高谷義幸（中央水試），佐藤敦一（栽培水試）　北水試研
報，83，5-12，2013.3

生化学的解析によるハタハタ稚魚の成長率評価と天然魚への評価技術の応用：高谷義幸（中央水試），佐藤敦一，高畠
信一（栽培水試）　水産技術　5(2)，125-134，2013.2

ホソメコンブ配偶体の成熟に対する培養流速と栄養塩濃度の関係：秋野秀樹，蔵田　護（中央水試）　日本藻類学会第
３７回大会要旨，藻類，61(1)，50，2013.3

ナマコはどのくらい歩くのか：中島幹二（中央水試）　試験研究は今　733，2013.3

（水産工学グループ）

サロマ湖のアサリの成長に及ぼす餌料供給量の影響について：秦　安史，櫻井　泉（中央水試），前川公彦（サロマ湖
養殖漁協）， 山田俊郎（西村組），長谷川夏樹（北水研）　平成24年度日本水産学会秋季大会講演要旨集，113，2012.9

チシマタマガイによるアサリの食害防止フェンスの開発に関する野外試験：秦　安史，櫻井　泉（中央水試），前川公
彦（サロマ湖養殖漁協）， 山田俊郎（西村組）　平成25年度日本水産学会春季大会講演要旨集，184，2013.3

アサリ殻模様の非対称型出現頻度の地域差：張　成年，山本敏博，渡辺一俊（増養殖研），長谷川夏樹（北水研），藤
浪祐一郎（東北水研），兼松正衛（瀬戸内水研），岡村寛（中央水研），宮脇　大（愛知水試），生嶋　登（熊本県），北
田修一（東京海洋大），谷本尚史（京都府水技セ），水田浩治（長崎県），秦　安史，櫻井　泉（中央水試），羽生和弘
（三重県水研），小林　豊，鳥羽光晴（千葉県水総研）平成25年度日本水産学会春季大会講演要旨集，86，2013.3

アサリの非対称殻模様出現頻度における地域差：張　成年，山本敏博，渡辺一俊（増養殖研），藤浪祐一郎（東北水
研），兼松正衛（瀬戸内水研），長谷川夏樹（北水研），岡村　寛（中央水研），水田浩治（長崎県），宮脇　大（愛知水
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試），秦　安史，櫻井　泉（中央水試），生嶋　登（熊本県），北田修一（東京海洋大），谷本尚史（京都府水技セ），羽
生和弘（三重県水研），小林　豊，鳥羽光晴（千葉県水総研）　日本水産学会誌，79(2)，190-197，2013.3

海底振動が底生魚介類に及ぼす影響の評価試験：福田裕毅（中央水試）平成24年度日本水産学会秋季大会講演要旨集，
100，2012.9

磯焼けの要因となるウニの摂食圧を推算する波浪条件の検討：福田裕毅，金田友紀，干川　裕（中央水試）平成25年
度日本水産学会春季大会講演要旨集，217，2013.3

Does adut density affect recruitment levels of abalone, Haliotis discus hannai, in Hokkaido, northern Japan? I. 
Analyses on the data of a long-term field survey.：Hiroshi Hoshikawa, Akiyoshi Shinada （中央水試）, Shinya Yoshida
（道水産林務部） Symposium handbook of the 8th International Abalone Symposium, 29. 2012. 5

Does adut density affect recruitment levels of abalone, Haliotis discus hannai, in Hokkaido, northern Japan? II. A 
field experiment controling adult density by reseeding.：Hiroshi Hoshikawa（中央水試）, Motoyuki Hara（東北大
農）,  Tomohiko Kawamura（東 大 大 気 海 洋 研）Symposium handbook of the 8th International Abalone 
Symposium, 30. 2012. 5

ホタテガイ貝殻を活用したアサリ増殖場造成試験：櫻井　泉，福田裕毅（中央水試），前川公彦（サロマ湖養殖漁
協）， 山田俊郎（西村組），齊藤　肇（水工研），水産技術，5(1)，87-95，2012.9

北海道忍路湾のガラモ場におけるクロソイ稚魚の餌料環境と食性：櫻井　泉（中央水試），四氏雅一（北海道後志振興
局）， 西　恒法，神田謙治（北海道庁），金子友美（日本生物海洋研究所）　平成24年度日本水産学会秋季大会講演要
旨集，90，2012.9

北海道の磯焼け海域における群集構造の特徴とエゾアワビの再生産へ及ぼす磯焼けの影響：干川　裕（中央水試），日
水誌，78(6)，1208-1212，2012.11

北海道におけるエゾアワビ人工種苗放流による親密度増加が加入量に及ぼす効果について：干川　裕（中央水試），原　
素之（東北大農）日水誌，78(6)，1231-1234，2012.11

北海道忍路湾で実験放流されたエゾアワビ種苗の遺伝的影響－放流種苗の再生産－：原　素之（東北大農），干川　裕
（中央水試），日水誌，78(6)，1238-1241，2012.11

アサリの成長・生残に適した成育場選定手法の開発：櫻井　泉（中央水試）　北水試だより　86，15-18，2013.3

事前評価モデルに基づいて造成された増殖場（嵩上げ礁）機能不全の要因について：干川　裕，秋野秀樹，金田友紀
（中央水試），高橋和寛（栽培水試），須貝英二（後志南部水指）平成25年度日本水産学会春季大会講演要旨集，1001，2013.3

キタムラサキウニの身入りと品質（特に色調）に及ぼす年齢の影響：干川　裕，蛯谷幸司，菅原　玲（中央水試），鵜
沼辰哉（北水研），青山俊生（中央水試）平成25年度日本水産学会春季大会講演要旨集，217，2013.3

加工利用部門

ホッコクアカエビに対するえびかご漁業用人工餌料の蝟集効果：山口浩志，北川雅彦（中央水試），後藤陽子（稚内水
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試），畑沢賢一（道総研産業技術研究本部），飯田憲一（道総研工試），阪本正博，飯田訓之（釧路水試）　平成24年度
日本水産学会秋季大会講演要旨集，88，2012. 9（再掲）

一本釣りキツネメバルの活け締め講習会：蛯谷幸司（中央水試）　試験研究は今　730，2013.2

ホッケ筋原繊維の種々温度貯蔵中のミオシン、アクチン変性：蛯谷幸司，小玉裕幸，北川雅彦（中央水試），今野久仁
彦（北大院水）　平成25年度日本水産学会春季大会講演要旨集　112，2013．3

キタムラサキウニの身入りと品質（特に色調）に及ぼす年齢の影響：干川　裕，蛯谷幸司，菅原　玲（中央水試），鵜
沼辰哉（北水研），青山俊生（中央水試），平成25年度日本水産学会春季大会講演要旨集，217，2013.3（再掲）

水産研究本部（中央水試）

北海道オホーツク海沿岸における漁業の現状とその果たす役割：鳥澤　雅（中央水試）　オホーツクの生態とその保全
（桜井泰憲・大島慶一郎・大泰司紀之編著）北海道大学出版会，83-89，2013.2

北海道の水産試験場とサハリン漁業海洋学研究所との研究交流：鳥澤　雅（中央水試）　オホーツクの生態とその保全
（桜井泰憲・大島慶一郎・大泰司紀之編著）北海道大学出版会，443-446，2013.2

（企画調整部）

道総研水産研究本部が新たに取り組む研究課題：坂本達彦（水産研究本部）　試験研究は今　710，2012.4

北海道周辺4海域(道東・道南太平洋，北部日本海および南部オホーツク海)における動物プランクトンバイオマスおよ
び種組成の季節変化と年変動：嶋田　宏（中央水試），坂口健司（水産研究本部），森　泰雄（釧路水試），渡野邉雅道
（函館水試），板谷和彦（稚内水試），浅見大樹（中央水試）　日本プランクトン学会報, 59,　 63-81, 2012.8（再掲）

第44回日ロ研究交流開催される：佐藤　一（水産研究本部）　北水試だより　85，28，2012.9

「中央水産試験場一般公開」の開催：坂本達彦（水産研究本部）　北水試だより　85，29，2012.9

道東太平洋におけるスルメイカの魚群探知機の反応：坂口健司（水産研究本部）　北水試研報，83，1-4，2013.3

北洋研究シンポジウムを開催しました：金田友紀（水産研究本部）　北水試だより　86，27，2013.3

The variation in virulence among Flavobacterium psychrophilum strains isolated from chum salomon Oncorhynchus 
keta. Naoyuki Misaka（水産研究本部）, Makoto Hatakeyama, Nobuhisa Koide, Kunio Suzuki（さけます内水試） Fish 
Pathology 48(1), 17-20, 2013.3
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